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序 章  

1  研 究 背 景  

グ ロ ー バ ル な 背 景 の 中 で 、 国 境 を 越 え た 人 々 の

国 際 移 動 が 活 発 化 し て い る 。 世 界 で 入 手 可 能 な 最

新 の 推 計 に よ る と 、 2 0 2 0 年 の 世 界 に お け る 国 際 移

民 の 数 は 約 2 億 8 , 1 0 0 万 人 で 、 こ れ は 世 界 人 口 の

3 . 6 % に 相 当 す る 1 。 国 際 移 動 に よ り 、 移 民 エ ス ニ ッ

ク 集 団 と ホ ス ト 社 会 は 言 語 ・ 文 化 ・ 風 俗 な ど の 違

い が 存 在 し て い る た め 、 様 々 な 課 題 が 生 じ て い

る 。  

小 井 土 （ 2 0 1 7 ） に よ れ ば 、 国 際 移 動 の 中 で 、 受

け 入 れ 国 は 、 高 齢 化 と 若 年 人 口 の 減 少 が あ る こ と

と 、 1 9 9 0 年 代 以 降 グ ロ ー バ ル な テ ロ リ ズ ム の 時 代

に 入 っ た こ と 、 と い う 二 つ の 共 通 す る マ ク ロ 社 会

的 な 変 動 が あ る こ と が 分 か っ た 。 そ の 中 で 日 本

も 、 同 じ よ う な 社 会 変 動 が あ り 、 外 国 人 労 働 力 人

口 の ニ ー ズ が あ る 。 し か し 、 実 際 に は 持 続 す る 需

要 が あ る に も か か わ ら ず 、 日 本 政 府 の 政 策 で は 、

「 外 国 人 労 働 者 」 と 規 定 し 、「 移 民 」 と は 呼 ば な い

現 状 で は 、 移 民 し て き た 外 国 人 に と っ て 、 プ ラ ス

の 施 策 と は 言 え な い で あ ろ う 。  

し か し 、 そ の よ う な 背 景 が あ っ て も 、 日 本 に 来

る 外 国 人 の 数 は 増 え 続 け て い る 。 令 和 2 年 の 国 勢

調 査 の デ ー タ に よ る と 、 外 国 人 人 口 は 2 0 1 5 年 と 比

べ る と 、 8 3 万 5 千 人 増 加 し 、 2 7 4 万 7 千 人 に 到 達

し 、 日 本 総 人 口 の  2 . 2 % に な っ た 。 そ の 外 国 人 の 中

で 、 来 日 す る 中 国 人 が 急 増 し 、 2 0 0 7  年 に は 在 日 中

国 人 の 数 が 在 日 韓 国 ・ 朝 鮮 人 を 越 え 、 日 本 に 中 長

期 に 滞 在 し て い る 外 国 人 の 中 で 人 口 が 首 位 に な
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り 、 そ れ 以 降 は 首 位 の ま ま で あ る こ と が 分 か っ

た 。 出 入 国 在 留 管 理 庁 の 令 和 5 年 6 月 末 の デ ー タ

に よ る と 、 日 本 に 中 長 期 に 滞 在 し て い る 中 国 人

（ 台 湾 を 除 く ） は 7 8 万 8 4 9 5 人 で 、 去 年 と 比 べ て 2

万 6 9 3 2 人 増 加 し て い る 。  

中 国 か ら 日 本 へ の 移 住 者 は 、 時 期 に 応 じ て そ の

主 な 来 日 目 的 や 出 身 階 層 が 異 な っ て き た 。 近 年 で

は 、 来 日 中 国 人 の 目 的 や 出 身 階 層 の 多 様 性 が 一 層

進 み 、 在 留 外 国 人 統 計 結 果 に お い て 、「 6 － 1 0 歳 」、

「 1 1 － 1 5 歳 」、「 1 6 － 2 0 歳 」 と い う 学 齢 の 中 国 出 身

の 子 ど も が 増 え て い る 。 つ ま り 、 子 ど も を 帯 同 し

て 家 族 単 位 で 日 本 に 移 住 す る ケ ー ス が 増 加 し て い

る 。 こ の 変 化 は 、 文 部 科 学 省 に よ る 「 日 本 語 指 導

が 必 要 な 児 童 生 徒 の 受 入 状 況 等 に 関 す る 調 査 」（ 令

和 5 年 度 ） 2 の 結 果 か ら も 明 ら か で あ る 。 こ の 調 査

に よ れ ば 、 公 立 の 小 中 学 校 に お け る 日 本 語 指 導 が

必 要 な 児 童 生 徒 数 は 年 々 増 加 し て お り 、 そ の う ち

中 国 籍 お よ び 中 国 に ル ー ツ を 持 つ （ 中 国 語 を 母 語

と す る ） 子 ど も の 割 合 は 2 1 % を 占 め て い る 。  

こ の よ う に 、 日 本 へ の 中 国 人 移 住 者 は 「 個 人 」

か ら 「 家 庭 」 へ 広 が り 、 今 後 は 家 庭 を 単 位 と し て

の 移 住 に 焦 点 を 当 て た 研 究 が 求 め ら れ る と 考 え ら

れ る 。  

2  問 題 設 定 と 研 究 目 的  

日 本 に お け る 移 民 研 究 は 、 マ ク ロ 的 視 点 か ら

は 、 主 に 定 量 的 デ ー タ を 基 に し た 研 究 が 多 く 行 わ

れ て い る （ 永 吉  2 0 2 1 ； 是 川  2 0 2 2 ）。 一 方 、 ミ ク ロ

 
2  「「 日 本 語 指 導 が 必 要 な 児 童 生 徒 の 受 入 状 況 等 に 関 す る 調

査 （ 令 和 5 年 度 ）」 の 結 果 に つ い て ： 文 部 科 学 省 」， 2 0 2 4 ，

文 部 科 学 省 ホ ー ム ペ ー ジ ， ( 2 0 2 4 年 1 0 月 2 6 日 取 得 ，
h t t p s : / / w w w . m e x t . g o . j p / b _ m e n u / h o u d o u / 3 1 / 0 9 / 1 4 2 1 5 6 9 _ 0 0 0

0 6 . h t m ) ．  
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的 視 点 か ら は 、 移 民 を 「 個 人 」 と い う 主 体 を 中 心

に 据 え た 研 究 が 主 流 で あ り 、 例 え ば 留 学 生 や 労 働

者 に 関 す る 研 究 が そ の 典 型 で あ る （ 野 畑  2 0 2 3 ； 上

林  2 0 1 5 ）。 こ れ ら の 研 究 は 、 移 民 者 が キ ャ リ ア の

構 築 や 価 値 の 実 現 を 目 指 し て 海 外 に 移 住 す る と い

う 個 人 の 動 機 を 明 ら か に し て い る 。 し か し 、 個 人

の 移 住 の 背 景 に は し ば し ば 「 家 庭 」 の 存 在 が あ

る 。  

家 庭 を 主 体 と し た 移 民 研 究 と し て は 、 国 際 結 婚

に 関 す る 研 究 や 、 出 稼 ぎ 労 働 者 が 送 金 を 行 う ケ ー

ス が あ る 。 ま た 、 家 族 単 位 で の 移 住 に 関 し て は 、

い わ ゆ る 「 チ ェ ー ン ・ マ イ グ レ ー シ ョ ン （ C h a i n  

M i g r a t i o n ）」 と い う 概 念 が 存 在 す る 。 こ れ は 、 移 住

を 段 階 的 に 行 う 形 態 で あ り 、 ま ず 一 部 の 家 族 メ ン

バ ー が 先 行 し て 移 住 し 、 現 地 で 生 活 基 盤 を 整 え た

後 に 残 り の 家 族 が 合 流 す る と い う プ ロ セ ス で あ る

（ M a c D o n a l d  a n d  M a c D o n a l d  1 9 6 4 ）。 さ ら に 、 家 族 が

複 数 の 国 を ま た い で 生 活 す る 「 ト ラ ン ス ナ シ ョ ナ

ル 家 族 （ T r a n s n a t i o n a l  F a m i l i e s ）」 と い う 形 態 も あ

る 。 こ の よ う な 移 住 決 定 は 、 単 な る 個 人 の 収 入 最

大 化 を 目 的 と す る だ け で な く 、 家 族 全 体 の リ ス ク

分 散 や 資 源 の 最 適 化 を 目 指 す も の で あ る （ S t a r k  

a n d  B l o o m  1 9 8 5 ）。  

こ れ ま で の 研 究 で は 、 移 民 者 が 家 族 全 員 と 共 に

移 住 す る 「 家 族 同 伴 移 住 」 と い う 形 態 が 十 分 に 考

慮 さ れ て い な い こ と が 多 か っ た 。 特 に 近 年 、 日 本

で は 「 家 族 同 伴 移 住 」 の 事 例 が 増 加 し て お り 、 そ

の 中 で も 中 国 か ら の 移 民 家 庭 が 注 目 を 集 め て い

る 。 こ の 現 象 は 、 家 族 全 員 が 移 住 す る こ と で 発 生

す る 特 有 の 課 題 や ニ ー ズ を 明 ら か に す る 新 た な 研

究 の 必 要 性 を 示 し て い る 。 筆 者 の 大 阪 市 西 区 で の

教 育 現 場 で の 観 察 に よ れ ば 、 日 本 語 を ほ と ん ど 話
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せ な い 状 態 で 日 本 に 移 住 し て く る 中 国 人 家 庭 の 事

例 が 多 く 報 告 さ れ て い る 。 特 に 、「 経 営 ・ 管 理 」 ビ

ザ を 取 得 し て 家 族 全 員 で 日 本 に 移 住 す る ケ ー ス が

増 加 し て い る 点 が 注 目 さ れ る 。 出 入 国 在 留 管 理 庁

の 2 0 2 3 年 末 の デ ー タ に よ れ ば 、「 経 営 ・ 管 理 」 ビ

ザ を 保 有 す る 中 国 人 は 2 0 , 3 7 6 人 に 達 し て お り 、 こ

の 数 字 は 2 0 1 5 年 末 に 比 べ 1 1 8 % 増 加 し て い る 。 こ

の ビ ザ は 、 2 0 1 5 年 の 「 投 資 ・ 経 営 」 ビ ザ の 法 改 正

に よ っ て 新 設 さ れ た も の で あ り 、 一 定 の 資 産 を 有

す る 中 国 の 中 産 階 級 や 富 裕 層 に よ る 利 用 が 多 い と

推 測 さ れ る 。 こ の こ と か ら 、 中 国 の 経 済 的 背 景 が

日 本 へ の 移 住 動 機 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る こ と

が 予 想 さ れ る 。  

一 方 、 大 阪 市 西 区 は 、 大 阪 市 の 中 心 地 に 位 置 す

る 都 心 6 区 の 一 つ で あ り 、 木 津 川 を 境 に 東 部 は 商

業 地 域 と し て 発 展 し 、 高 層 住 宅 が 立 ち 並 ぶ の に 対

し て 、 西 部 は 技 術 力 を 有 す る 製 造 業 の 集 積 地 と し

て 、 大 型 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル や 商 店 街 が 存 在 し 、

商 業 、 産 業 、 住 宅 が 複 合 的 に 集 積 し た 都 市 空 間 を

形 成 し て い る 。 ま た 、 交 通 イ ン フ ラ が 充 実 し 、 繁

華 街 に も 近 い こ と か ら 、 住 民 に と っ て 利 便 性 が 高

い 一 方 で 、 住 宅 地 も 多 く 、 住 み や す さ と 利 便 性 が

共 存 す る 地 域 と 言 え る 。 西 区 は 女 性 住 民 の 割 合 が

男 性 よ り 多 く 、 独 居 世 帯 が 多 い こ と 、 ま た 新 し い

マ ン シ ョ ン に 住 む 若 年 子 育 て 世 帯 が 増 加 し て い る

こ と が 、 地 区 の 住 民 の 特 徴 で あ る 。 こ れ ら の 特 徴

は 、 2 0 0 0 年 以 降 の 都 心 回 帰 現 象 3 と 深 く 関 連 し て お

り 、 都 市 圏 に お け る 住 宅 開 発 の 進 展 が そ の 結 果 で

あ る 。 こ の 時 期 に 、 西 区 で は 高 所 得 層 を タ ー ゲ ッ

 
3  「 1 9 9 0 年 初 期 の バ ブ ル 経 済 の 崩 壊 に よ る 不 況 の 中 で 、 土

地 価 格 が 下 が り 、 そ こ に 大 量 の 大 規 模 マ ン シ ョ ン が 建 て

ら れ た た め に 、 都 心 区 で は 人 口 が 増 え る 」（ 鯵 坂 ほ か  

2 0 1 1 :  1 ） 現 象 。  
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ト と し た 高 層 マ ン シ ョ ン の 建 設 が 急 速 に 増 加 し

た 。 そ の た め 、 現 在 の 西 区 は 大 阪 市 内 で 最 も 住 宅

地 価 格 が 高 い 区 と な っ て お り 、 特 に 新 町 や 堀 江 地

区 に は 高 級 賃 貸 マ ン シ ョ ン が 立 ち 並 び 、 比 較 的 高

所 得 層 が 多 く 住 ん で い る こ と が わ か る 。  

ま た 、 日 本 へ の 外 国 籍 住 民 の 増 加 と と も に 、 西

区 に は 外 国 籍 住 民 も 増 加 し て お り 、 こ れ が 地 域 社

会 に 新 た な 課 題 を も た ら し て い る 。 特 に 、 中 国 か

ら の 移 住 者 が 増 え て お り 、 筆 者 が 実 施 し た フ ィ ー

ル ド ワ ー ク や 教 育 現 場 で の 観 察 に よ る と 、 日 本 語

が ほ と ん ど 話 せ な い 状 態 で 日 本 に 移 住 し て く る 中

国 人 家 庭 が 多 い こ と が 明 ら か に な っ て い る 。 こ れ

ら の 家 庭 は 主 に 「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ で 来 日 し 、 西

区 内 で 賃 貸 ま た は 購 入 し た マ ン シ ョ ン に 住 ん で い

る 。 こ の よ う な 家 庭 で は 、 子 ど も を 西 区 内 の 公 立

小 中 学 校 に 通 わ せ る こ と が 大 き な 課 題 と な っ て い

る 。  

 

こ れ ま で の 研 究 で は 、 中 国 人 家 庭 に 関 す る 議 論

は 主 に 家 族 の 呼 び 寄 せ や 国 際 結 婚 を 通 じ た 家 族 形

成 に 焦 点 が 当 て ら れ て き た 。 し か し な が ら 、 子 ど

も を 伴 う 「 家 族 同 伴 移 住 」 に 関 す る 研 究 は 依 然 と

し て 不 十 分 で あ る 。 そ し て 、 大 阪 市 西 区 に お い

て 、「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ で 来 日 す る 中 国 人 ニ ュ ー カ

マ ー 家 族 の 中 に は 、 子 ど も を 伴 う 移 住 が 特 徴 的 な

ケ ー ス が 多 く 見 ら れ る 。 こ の よ う な 家 庭 で は 、 子

ど も が 移 住 理 由 や プ ロ セ ス に お い て 重 要 な 要 素 と

位 置 付 け ら れ て お り 、 子 ど も の 教 育 や 成 長 環 境 が

移 住 動 機 の 中 心 に あ る と 推 測 さ れ る 。 さ ら に 、 大

阪 市 西 区 に 住 ん で い る 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族

は 、 一 定 の 資 産 を 持 ち 、 社 会 的 階 層 が 高 い 家 庭 で

あ る と 考 え ら れ る 。 本 論 文 で は 、 実 際 に 、 こ れ ら
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の 家 庭 の 特 徴 を よ り 明 確 に 把 握 し た い 。  

以 上 の 問 題 意 識 か ら 、 本 研 究 で は 、 大 阪 市 西 区

を 事 例 と し て 、 子 ど も を 伴 う 中 国 人 4 ニ ュ ー カ マ ー

家 族 の 特 徴 と 移 住 理 由 に つ い て 探 求 す る 。 具 体 的

に は 、 階 層 が 高 い 子 育 て 世 帯 が 増 加 し て い る 大 阪

市 西 区 に 新 た に 移 住 し て い る 中 国 人 家 庭 は ど の よ

う な 年 齢 層 ・ 資 産 ・ 在 留 資 格 な ど を 持 つ 家 庭 な の

か 。 ま た 、 彼 ら は な ぜ 、 ど の よ う に 日 本 ま た は 西

区 へ の 移 住 を 選 択 し た の か 。 さ ら に 、 子 ど も を 連

れ て 日 本 に 移 住 す る 理 由 は 何 か 。 こ れ ら の 問 い を

フ ィ ー ル ド 調 査 を も と に 明 ら か に す る 。 こ れ に よ

り 、 現 代 の 中 国 人 移 民 家 庭 の 特 性 を 理 解 す る と と

も に 、 今 後 の 外 国 人 家 庭 に 対 す る 支 援 策 や 施 策 の

策 定 に 資 す る 知 見 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い

る 。  

3  研 究 構 成  

本 論 文 は 全 5 章 か ら 構 成 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ

以 下 の 内 容 を 扱 っ て い る 。  

第 1 章 で は 、 先 行 研 究 の 整 理 を 行 う 。 国 際 移 動

に お け る 家 族 移 住 の 研 究 、 日 本 に お け る 外 国 人 家

庭 の 移 住 研 究 、 そ し て 在 日 中 国 人 家 庭 を 対 象 と し

た 研 究 を 検 討 し 、 本 研 究 が こ れ ら の 先 行 研 究 の ど

の よ う な 位 置 付 け に あ る か を 明 確 に す る 。  

第 2 章 で は 、 研 究 概 要 を 提 示 す る 。 研 究 の 方 法

論 、 使 用 す る デ ー タ の 収 集 手 法 、 そ し て 研 究 地 域

と し て 設 定 し た 大 阪 市 西 区 の 地 理 的 ・ 社 会 的 特 性

 
4  本 研 究 で は 、「 中 国 」 と は 、「 大 中 華 地 区 」 す な わ ち 中 国

語 が 主 要 な 公 用 語 と な っ て い る 中 国 大 陸 、 香 港 、 マ カ

オ 、 台 湾 の 各 地 区 と い う 定 義 を 使 う 。 よ っ て 「 在 日 中 国

人 」 と は 、 長 期 的 に 日 本 に 滞 在 し て い る 中 国 大 陸 、 香

港 、 マ カ オ 、 台 湾 の 各 地 区 の 出 身 す る 人 、 あ る い は こ れ

ら の ル ー ツ を 持 っ て い る 人 と 定 義 す る 。  
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に つ い て 説 明 す る 。 特 に 西 区 の 地 域 特 性 が 中 国 人

ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 移 住 に ど の よ う に 関 わ っ て い

る か を 示 す 。  

第 3 章 で は 、 研 究 対 象 と し た 中 国 人 ニ ュ ー カ マ

ー 家 族 の 特 徴 を 明 ら か に す る 。 大 阪 市 西 区 に お け

る 中 国 人 の 住 民 数 の 変 化 や 、 ア ン ケ ー ト 調 査 を 通

じ て 得 ら れ た 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 特 徴 を 分

析 し 、 彼 ら の 特 徴 を 明 ら か に す る 。  

第 4 章 で は 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 移 住 理

由 を 分 析 す る 。 ア ン ケ ー ト 結 果 と イ ン タ ビ ュ ー 調

査 を 用 い て 、 多 重 対 応 分 析 に よ っ て ア ン ケ ー ト の

結 果 を 分 析 し 、 グ ル ー プ に 分 け 、 中 国 人 ニ ュ ー カ

マ ー 家 族 の 移 住 理 由 や 背 景 要 因 を 多 角 的 に 検 討 す

る 。  

第 5 章 で は 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 来 日 理

由 と 背 景 に 関 す る 考 察 を 行 う 。 来 日 理 由 の 共 通 点

と 相 違 点 を 整 理 し 、 従 来 の 在 日 中 国 人 家 族 と の 比

較 を 通 じ て 、 現 在 の 中 国 人 家 族 移 住 の 変 化 を 明 ら

か に す る 。  

終 章 で は 、 本 研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題 に つ い

て 論 じ る 。 本 研 究 の 成 果 を 総 括 す る と と も に 、 現

代 の 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 に 関 す る さ ら な る 研

究 の 方 向 性 や 課 題 を 示 す 。  

以 上 の 構 成 に よ り 、 日 本 に 移 住 す る 中 国 人 ニ ュ

ー カ マ ー 家 族 の 社 会 的 背 景 や 移 住 の 理 由 、 プ ロ セ

ス に つ い て 考 察 を 行 う 。  
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第 1 章  先 行 研 究  

国 際 移 住 機 関 （ I O M  2 0 1 9 ） に よ り 、 国 内 ま た は

国 境 を 越 え て 、 一 時 的 ま た は 永 続 的 に 、 さ ま ざ ま

な 理 由 で 通 常 の 居 住 地 か ら 離 れ る 人 は 「 m i g r a n t 」

と 、 定 義 さ れ て い る 。『 広 辞 苑 第 七 版 』 に よ れ ば 、

「 移 民 」 と は 「 他 郷 に 移 り 住 む こ と 。 特 に 、 労 働

に 従 事 す る 目 的 で 海 外 に 移 住 す る こ と 。 ま た 、 そ

の 人 。」 と 定 義 さ れ 、 名 詞 ・ 動 詞 と も 使 わ れ て い

る 。「 移 住 」 と は 「 ① 他 の 土 地 ま た は 国 へ 移 り 住 む

こ と 。 ② 開 拓 ・ 征 服 な ど の 目 的 で 種 族 ・ 民 族 な ど

の 集 団 が あ る 土 地 か ら 他 の 土 地 へ 移 動 ・ 定 住 す る

こ と 。」 で あ る 。 意 味 上 で は 、 こ れ ら の 言 葉 に は 類

似 性 が あ り 、 ま た 『 大 辞 林  第 四 版 』 に よ れ ば 、

「 移 民 」 は 現 在 で は 、 多 く 「 移 住 」 の 語 を 用 い て

お り 、 実 際 に 両 者 を 厳 密 に 区 別 す る こ と は 不 可 能

で あ る 。 本 研 究 に お い て は 、 お も に 「 移 住 」 を 使

い 、「 他 の 土 地 ま た は 国 へ 移 り 住 む こ と 」 と い う 意

味 で 使 っ て い る 。  

1  家 族 単 位 の 国 際 移 動  

家 族 移 住 （ f a m i l y  m i g r a t i o n ） は 、 移 民 研 究 に お

い て 重 要 な テ ー マ の 一 つ で あ り 、 そ の 定 義 や 実 践

に は 多 様 な 視 点 が 含 ま れ る 。 I O M （ 2 0 1 9 ） の 報 告 に

よ れ ば 、 家 族 移 住 に は 以 下 の 三 つ の 主 要 な 形 式 が

含 ま れ る ： ( 1 )  配 偶 者 や 親 子 、 そ の 他 の 親 族 に よ る

家 族 再 会 （ f a m i l y  r e u n i f i c a t i o n ）； ( 2 )  移 民 と 永 住

者 ま た は 国 民 と の 家 族 形 成 や 再 婚 ； ( 3 )  第 一 次 移 民

と 同 時 に 入 国 す る 家 族 の 同 伴 。 こ の よ う な 家 族 移

住 は 、 単 に 個 人 の 移 動 に と ど ま ら ず 、 家 族 単 位 で

の 社 会 的 ・ 経 済 的 行 動 と し て 捉 え ら れ る 。  
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1 . 1  移 民 政 策  

家 族 移 住 が 社 会 に 及 ぼ す 影 響 は 多 岐 に わ た る 。

家 族 再 会 移 民 は 多 く の 国 で 移 民 政 策 に お い て 重 要

な 位 置 を 占 め て お り 、 例 え ば ア メ リ カ で は 、 1 9 5 2

年 か ら 1 9 6 5 年 の 間 に 移 民 限 度 枠 の 5 0 % 、 1 9 6 5 年 か

ら 2 0 1 4 年 の 間 に は 7 0 % を 家 族 再 会 移 民 が 占 め て い

た （ 梁  2 0 1 6 ）。 こ の よ う な 移 民 は 、 家 族 の 一 体 性

を 維 持 す る だ け で な く 、 社 会 的 安 定 や 経 済 発 展 に

も 寄 与 し て い る 。 ま た 、 家 族 移 住 は 文 化 的 交 流 や

社 会 の 多 様 性 を 促 進 す る 役 割 も 果 た し て い る 。 さ

ら に 近 年 で は 、 家 族 移 住 政 策 が 新 た な 課 題 に 直 面

し て お り 、 例 え ば ア メ リ カ で は 「 技 能 優 先 」 の 移

民 政 策 へ の 転 換 が 議 論 さ れ て い る （ P i e r c e  2 0 1 9 ）。

一 方 で 、 ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 も 難 民 危 機 へ の 対 応 と し

て 家 族 再 会 政 策 の 調 整 を 進 め て い る （ 梁  2 0 1 6 ）。  

1 . 2  社 会 的 統 合 ・ 文 化 適 応  

家 族 移 住 の 社 会 的 統 合 や 文 化 適 応 は 、 移 民 研 究

に お い て 長 く 注 目 さ れ て き た 重 要 な 課 題 で あ る 。

移 民 の 家 族 生 活 に お け る 変 容 や 親 子 関 係 へ の 影

響 、 さ ら に は 移 民 受 け 入 れ 国 に お け る 同 化 や 適 応

の プ ロ セ ス に 関 す る 研 究 が 進 め ら れ て い る （ H o o k  

a n d  G l i c k  2 0 2 0 ）。 し か し 、 統 合 の 過 程 で は 言 語 障

壁 、 文 化 的 衝 突 、 雇 用 差 別 と い っ た 課 題 が 依 然 と

し て 存 在 す る （ A d a i r  2 0 1 5 ）。 同 時 に 、 社 会 統 合 は

移 民 に 新 た な 機 会 を 提 供 す る 側 面 も 持 ち 、 教 育 や

ス キ ル 向 上 を 通 じ た 社 会 参 加 の 促 進 や 帰 属 意 識 の

強 化 が 期 待 さ れ る 。 特 に フ ィ ン ラ ン ド や シ ン ガ ポ

ー ル な ど の 国 で は 、 移 民 児 童 の 学 術 的 成 功 を 支 援

す る 独 自 の 政 策 が 進 め ら れ て い る （ Y e a s m i n  a n d  

U u s i a u t t i  2 0 1 5 ）。  
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1 . 3  移 民 の 動 因  

さ ら に 、 移 民 研 究 に お け る 重 要 な 位 置 を 占 め る

の が 、 移 民 の 動 因 や 移 動 パ タ ー ン に 関 す る 理 論 的

探 究 で あ る 。 プ ッ シ ュ ・ プ ル 要 因 理 論 は 、 移 民 の

発 生 と 動 態 を 分 析 す る た め の 基 本 的 な 枠 組 み と し

て 長 く 活 用 さ れ て き た 。 こ の 理 論 は 、 イ ギ リ ス の

社 会 学 者 E . G .  R a v e n s t e i n が 1 8 8 5 年 に 発 表 し た 論 文

「 移 民 の 法 則 （ T h e  L a w s  o f  M i g r a t i o n ）」 に そ の 起

源 を 持 ち 、 そ の 後 、 多 く の 社 会 学 者 に よ っ て 深

化 ・ 発 展 さ れ 、 体 系 化 が 進 め ら れ て き た 。  

近 年 、 グ ロ ー バ ル 化 の 進 展 に 伴 い 、 国 際 人 口 流

動 は さ ら に 複 雑 化 し 、 多 様 な 形 態 を 示 す よ う に な

っ た 。 こ の 文 脈 に お い て 、「 一 地 域 ま た は 二 地 域 間

を 循 環 的 に 移 動 す る 移 民 」 を 指 す 「 環 流 移 民

（ C i r c u l a r  M i g r a t i o n ）」 モ デ ル （ B o v e n k e r k  1 9 7 4 ）

な ど 、 新 た な 移 民 モ デ ル が 提 唱 さ れ て い る 。 し か

し 、 こ う し た 新 し い 視 点 の 登 場 に も か か わ ら ず 、

プ ッ シ ュ ・ プ ル 要 因 理 論 は 依 然 と し て 移 民 研 究 に

お い て 中 心 的 な 枠 組 み で あ り 続 け て い る 。  

具 体 的 に は 、 プ ッ シ ュ ・ プ ル 要 因 理 論 は 移 民 の

発 生 や 動 態 を 分 析 す る た め の 強 力 な 分 析 ツ ー ル で

あ り （ J a y a r a j  2 0 1 3 ； 野 畑  2 0 2 3 ）、 特 に グ ロ ー バ ル

化 が 進 む 現 代 社 会 に お い て 、 そ の 理 論 的 お よ び 実

証 的 な 有 用 性 が 高 ま っ て い る と 指 摘 さ れ て い る 。

こ の 理 論 を 基 盤 と す る こ と で 、 移 民 現 象 の 理 解 が

深 化 し 、 ま た そ の 規 定 要 因 を 解 明 す る た め の 基 盤

を 提 供 す る も の と い え る 。  

ア メ リ カ の 社 会 学 者 E v e r e t t  S .  L e e は 、 移 民 理 論

に お け る プ ッ シ ュ ・ プ ル 要 因 を 体 系 的 に 組 み 込 ん

だ 。 L e e は ま ず 、 移 民 理 論 に 対 す る E .  G .  

R a v e n s t e i n の 貢 献 を 高 く 評 価 し た 。 そ の 上 で 、

R a v e n s t e i n の 研 究 を 基 盤 に 独 自 の 見 解 を 提 示 し て い
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る 。 L e e は 、 移 民 活 動 に 影 響 を 与 え る 要 因 に つ い て

以 下 の 4 つ に 分 類 し て い る ：（ 1 ） 移 民 の 出 身 地 に

関 連 す る 要 因 （ F a c t o r s  a s s o c i a t e d  w i t h  t h e  a r e a  o f  

o r i g i n ）、（ 2 ） 移 民 の 目 的 地 に 関 連 す る 要 因

（ F a c t o r s  a s s o c i a t e d  w i t h  t h e  a r e a  o f  d e s t i n a t i o n ）、

（ 3 ） 移 動 の 過 程 で 直 面 す る 中 間 障 害 要 因

（ I n t e r v e n i n g  o b s t a c l e s ）、（ 4 ） 個 人 的 な 要 因

（ P e r s o n a l  f a c t o r s ）。 彼 に よ れ ば 、 移 動 の 過 程 に お

い て 、 出 身 地 と 目 的 地 の 双 方 に お い て 、 多 く の 要

因 が 移 住 の 決 定 に 影 響 を 及 ぼ す と し て い る （ L e e  

1 9 6 6 ）。  

ま た 、 家 族 移 住 （ f a m i l y  m i g r a t i o n ） の 決 定 は 、

通 常 、 複 雑 な プ ロ セ ス を 経 て 行 わ れ る 。 個 人 の 移

動 に 関 す る 理 解 を そ の ま ま 家 族 移 住 に 適 用 す る こ

と は で き な い 。 N e w  E c o n o m i c s  o f  L a b o r  M i g r a t i o n  

( N E L M ) に よ れ ば 、 移 住 は 「 個 人 」 の 行 動 で は な

く 、「 家 庭 」 を 単 位 と し た 集 団 的 な 決 定 と し て 考 慮

さ れ る べ き で あ る （ S t a r k  a n d  B l o o m  1 9 8 5 ）。 家 族 移

住 の 目 的 は 、 単 に 期 待 収 入 を 最 大 化 す る こ と だ け

で な く 、 家 庭 全 体 が 直 面 し う る 経 済 的 リ ス ク を 最

小 限 に 抑 え る こ と に も 重 き を 置 い て い る 。  

し た が っ て 、「 家 庭 」 単 位 で の 海 外 移 住 は 、 そ の

意 思 決 定 が 多 面 的 か つ 複 雑 で あ り 、 個 々 の 構 成 員

の 利 害 や 家 族 全 体 の 長 期 的 な 戦 略 が 影 響 を 与 え る

プ ロ セ ス と い え る 。 本 研 究 で は 、 プ ッ シ ュ ・ プ ル

要 因 理 論 を 用 い て 、 家 族 移 住 の 背 景 に あ る 移 住 理

由 や 要 因 を 分 析 す る こ と を 試 み る 。 こ の 分 析 を 通

じ て 、 移 住 現 象 の 動 機 と 決 定 プ ロ セ ス に お け る

「 家 庭 」 と い う 単 位 の 重 要 性 を 明 ら か に す る こ と

を 目 指 す 。  
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2  日 本 に お け る 外 国 人 家 族 の 移 住 研 究  

日 本 に お け る 国 際 人 口 移 動 は 、 第 二 次 世 界 大 戦

後 、 そ の 重 要 性 が 増 し 、 多 様 化 し て き た 。 戦 後 、

日 本 か ら ブ ラ ジ ル な ど へ の 移 民 が 進 む 一 方 、 他 国

か ら 日 本 へ の 移 住 も 活 発 化 し て お り 、 特 に 在 日 コ

リ ア ン 、 ブ ラ ジ ル 人 、 中 国 人 に 関 す る 研 究 が 多 く

蓄 積 さ れ て き た 。 近 年 で は 、 ベ ト ナ ム を は じ め と

す る 東 南 ア ジ ア 諸 国 か ら の 移 住 者 の 増 加 に 伴 い 、

こ れ ら の グ ル ー プ に 焦 点 を 当 て た 新 た な 研 究 も 増

加 し て い る 。 こ れ ら の 研 究 は 、 外 国 人 労 働 者 、 技

能 実 習 生 、 留 学 生 、 国 際 結 婚 、 移 民 第 二 世 代 な

ど 、 テ ー マ の 多 様 性 を 特 徴 と し て お り 、 多 文 化 共

生 や 社 会 的 統 合 、 ジ ェ ン ダ ー 、 エ ス ニ シ テ ィ 、 移

民 政 策 と い っ た 視 点 か ら 分 析 が 行 わ れ て い る 。  

2 . 1  家 族 形 成  

労 働 者 と し て 日 本 に 定 住 す る 場 合 や 留 学 経 由 で

の 定 住 、 あ る い は 国 際 結 婚 に よ る 定 住 に お い て 、

異 な る ル ー ツ を 持 つ 人 々 が 日 本 で 家 族 を 形 成 す る

こ と が あ る 。 移 民 研 究 に お い て 、 家 族 の 形 成 は 移

住 過 程 の 重 要 な 転 換 点 と し て 捉 え ら れ て お り 、 こ

の 転 換 点 は 受 け 入 れ 国 で の 新 た な 家 族 形 成 に 関 連

し て い る 。 具 体 的 に は 、 出 身 国 か ら の 家 族 呼 び 寄

せ と 、 移 住 国 で の 結 婚 や 出 産 と い う 二 つ の 形 態 が

見 ら れ る 。 こ れ ら の 過 程 は 移 住 者 の 社 会 的 ・ 文 化

的 適 応 に 大 き な 影 響 を 与 え 、 移 民 の 生 活 や 社 会 統

合 に お け る 重 要 な 要 素 と な る （ 永 吉  2 0 2 1 :  1 1 1 ）。  

外 国 人 労 働 者 の 移 動 は 、 情 報 技 術 の 革 新 に よ る

経 済 活 動 の グ ロ ー バ ル 化 の 進 展 と と も に 加 速 し て

い る 。 特 に 企 業 の 合 併 や 買 収 、 そ し て 多 国 籍 化 が

進 む 中 で 、 産 業 構 造 の 変 化 が 促 進 さ れ 、 そ の 結 果

と し て 、 労 働 力 を 求 め て 母 国 を 離 れ 、 他 国 へ と 移
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動 す る 人 々 の 数 が 増 加 し て い る こ と が 指 摘 さ れ て

い る （ 山 脇  2 0 0 2 ）。 こ の 国 際 的 な 労 働 移 動 の 流 れ

の 中 で 、 日 本 に お け る 労 働 力 不 足 は 深 刻 な 問 題 と

な り 、 政 府 は 1 9 8 2 年 に 入 管 法 を 改 正 し 、 新 た に

「 研 修 生 」 と い う 在 留 資 格 を 設 け た 。 そ の 後 、

1 9 9 3 年 に は 技 能 実 習 制 度 が 創 設 さ れ 、 研 修 生 の 滞

在 期 間 が 2 年 か ら 3 年 に 延 長 さ れ る な ど 、 外 国 人

労 働 者 の 受 け 入 れ 政 策 が 段 階 的 に 拡 充 さ れ て い っ

た 。 そ の 中 で 、 出 稼 ぎ 者 、 主 に 海 外 に 移 住 し た オ

ー ル ド カ マ ー の 中 国 人 男 性 の 中 に は 、 現 地 で 女 性

と 結 婚 し 家 庭 を 築 く 者 が 多 く 見 ら れ る 。 こ の よ う

な 事 例 で は 、 中 国 と 移 住 先 の 両 方 に 家 庭 を 持 つ 現

象 を 「 両 頭 家 （ l i a n g t o u j i a ）」 と 呼 び 、 こ れ は 僑 郷

に お い て 一 般 的 に 観 察 さ れ る 現 象 で あ る （ 奈 倉  

2 0 2 1 ）。 ま た 、 奥 田 ・ 田 嶋 （ 1 9 9 3 ） の 新 宿 に お け る

ア ジ ア 系 外 国 人 調 査 に よ る と 、 新 宿 に 住 む 外 国 人

の 約 7 割 は 配 偶 者 と 共 に 生 活 し て お り 、 子 ど も が

い る 家 庭 で は そ の 7 割 程 度 が 子 ど も と 共 に 日 本 で

生 活 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た （ p . 4 4 - 4 5 ）。  

一 方 、 1 9 8 3 年 に 日 本 の 文 部 科 学 省 （ 当 時 は 文 部

省 ） が 「 留 学 生 1 0 万 人 計 画 」 を 策 定 し 、 外 国 人 留

学 生 の 受 け 入 れ が 本 格 化 し た 。 さ ら に 、 2 0 0 8 年 に

は 文 部 科 学 省 が 「 留 学 生 3 0 万 人 計 画 」 を 策 定 し 、

産 学 官 連 携 の も と で 海 外 の 優 秀 な 人 材 を 大 学 院 や

企 業 に 受 け 入 れ る 体 制 を 強 化 す る こ と が 表 明 さ れ

た 。 こ の よ う に 、 日 本 政 府 は 政 策 的 対 応 を 通 じ

て 、 国 際 的 な 労 働 移 動 と 高 等 教 育 の グ ロ ー バ ル 化

に 積 極 的 に 関 与 し て き た と 言 え る 。  

日 本 で の 留 学 か ら 滞 在 者 へ の 移 行 を 経 験 し た 中

国 人 に 関 す る 研 究 で は 、 高 学 歴 で 高 い 職 業 的 地 位

を 持 つ 中 国 人 が 、 一 時 的 な 滞 在 者 と 定 住 者 の 中 間

に 位 置 し て い る こ と が 示 さ れ て い る 。 彼 ら は 帰 国



 

14 

に 対 し て 漠 然 と し た 意 向 を 持 ち な が ら も 、 具 体 的

な 計 画 は 持 っ て い な い と さ れ て い る 。 こ う し た 中

国 人 は 、 中 国 で 既 に 結 婚 し て い る 場 合 、 数 年 後 に

生 活 が 安 定 し て か ら 配 偶 者 と 子 ど も を 呼 び 寄 せ る

こ と が 一 般 的 で あ る 。 ま た 、 留 学 や 就 職 を 通 じ て

日 本 で 知 り 合 っ た カ ッ プ ル が 形 成 さ れ る こ と も 多

い 。 こ の よ う な 中 国 人 同 士 の 婚 姻 関 係 や 親 子 関 係

の 中 で 、 就 労 や 家 庭 内 の 役 割 分 担 、 ま た は 子 ど も

の ア イ デ ン テ ィ テ ィ に 関 す る さ ま ざ ま な 課 題 が 生

じ て い る （ 坪 谷  2 0 0 8 :  1 2 5 - 1 7 5 ）。  

ま た 、 国 際 結 婚 に よ り 来 日 す る 人 々 に つ い て

は 、 女 性 と 男 性 そ れ ぞ れ を 対 象 と し た 研 究 が 存 在

す る 。 ジ ェ ン ダ ー 関 係 に 焦 点 を 当 て た 研 究 で は 、

日 本 に お け る 国 際 結 婚 に お け る 女 性 移 民 の 役 割 が

特 に 注 目 さ れ て い る 。 た と え ば 、 宿 谷 （ 1 9 8 8 ） や

桑 山 （ 1 9 9 5 ） は 、 1 9 8 0 年 代 か ら 1 9 9 0 年 代 初 頭 に 増

加 し た 「 農 村 花 嫁 」 と し て の 外 国 人 妻 に 関 す る 実

態 を 分 析 し 、 彼 女 た ち が 農 村 社 会 に 適 応 す る 過 程

を 明 ら か に し た 。 ま た 、 賽 漢 （ 2 0 1 1 ） は 中 国 か ら

の 結 婚 移 民 女 性 を 対 象 と し 、 彼 女 た ち の 国 際 結 婚

に お け る 家 庭 内 で の 役 割 、 子 ど も へ の 教 育 戦 略 な

ど を 明 ら か に し て い る 。 こ の 研 究 で は 、 中 国 で の

ラ イ フ ス ト ー リ ー と 来 日 後 の 適 応 過 程 、 さ ら に 教

育 戦 略 が 調 査 さ れ 、 妻 の 場 合 に は 日 本 人 家 族 に よ

る 準 拠 枠 （ 役 割 期 待 ） を 拒 否 し 、 異 な る 外 部 集 団

の 準 拠 枠 を 選 択 す る 傾 向 が あ る こ と が 示 さ れ た 。

ま た 、 母 親 と し て は 、 子 ど も が 「 自 立 で き る 」「 移

動 で き る 」 よ う に す る 教 育 戦 略 が 取 ら れ て い る と

結 論 付 け ら れ て い る 。  

一 方 で 、 男 性 移 民 に 関 す る 研 究 と し て は 、 福 田

（ 2 0 1 2 ） が 非 正 規 滞 在 の 移 民 労 働 者 で あ っ た パ キ

ス タ ン 人 を 取 り 上 げ て い る 。 男 性 比 率 が 高 い 在 日
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パ キ ス タ ン 人 は ホ ス ト 社 会 側 の 成 員 と 「 国 際 結

婚 」 し 、 日 本 人 配 偶 者 で あ る 女 性 の 支 援 を 受 け る

こ と で 、 中 古 車 貿 易 業 者 と し て 新 た な キ ャ リ ア を

築 い た 。 し か し 、 在 日 パ キ ス タ ン 人 は 永 住 権 を 獲

得 し た 後 離 婚 す る こ と 、 ま た は 前 文 の オ ー ル ド カ

マ ー の 中 国 人 男 性 に 見 ら れ る 「 両 頭 家 」 と い う 現

象 の よ う に 、「 重 婚 」 と い う ケ ー ス が 少 な く な い

（ 福 田 2 0 1 2  :  2 5 1 - 2 6 1 ）。  

ま た 、 日 本 に お け る 外 国 人 同 士 の 結 婚 お よ び 家

族 形 成 の 事 例 も 存 在 す る 。 例 え ば 、 1 9 5 0 年 代 か ら

1 9 7 0 年 代 前 半 の 在 日 韓 国 ・ 朝 鮮 人 コ ミ ュ ニ テ ィ に

お い て は 、「 自 分 た ち の 民 族 団 体 を 守 り 、 大 切 に す

る 」 と い う 意 識 が 強 く 、 青 年 た ち の 出 会 い の 場 を

提 供 す る た め に 、 周 囲 の 同 胞 が 積 極 的 に 関 与 し

（ 朴  1 9 9 2 ;  橋 本  2 0 1 0 ）、 在 日 韓 国 ・ 朝 鮮 人 同 士 の

結 婚 が 奨 励 さ れ て き た 歴 史 が あ る （ 朴  2 0 1 8 ）。  

日 本 に お け る 移 民 の 家 族 形 成 は 、 労 働 者 、 留 学

生 、 国 際 結 婚 と い っ た 多 様 な ル ー ト を 通 じ て 行 わ

れ 、 社 会 的 ・ 文 化 的 適 応 に 大 き な 影 響 を 与 え て い

る 。  

2 . 2  次 世 代  

日 本 に お け る 家 族 形 成 の 過 程 と 並 行 し て 、 移 民

第 二 世 代 は 多 岐 に わ た る 課 題 に 直 面 し て き た 。 具

体 的 に は 、 学 校 文 化 と 家 族 内 で の 教 育 戦 略 （ 志

水 ・ 清 水  2 0 0 1 ）、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 形 成 （ 関 口  

2 0 0 3 ）、 不 登 校 や 日 本 語 習 得 の 問 題 な ど が 挙 げ ら れ

る 。 坪 谷 （ 2 0 0 8 ） に よ れ ば 、 中 国 人 家 庭 に お い

て 、 移 民 第 一 世 代 の 親 と 第 二 世 代 の 子 ど も と の 間

に 、 子 ど も の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形 成 、 母 語 の 維

持 、 日 中 教 育 の 差 異 に 関 す る 重 要 な 課 題 が 存 在 す

る 。 特 に ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 形 成 に 関 し て は 、「 子
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ど も た ち が ホ ス ト 社 会 で の 生 活 を 営 む に あ た っ

て 、 新 た な ロ ジ ッ ク が 求 め ら れ る が 、 中 国 人 親 は

そ れ に 対 し て や や 無 自 覚 で あ る 」（ 坪 谷  2 0 0 8 :  

1 6 1 ） と い う 点 が 指 摘 さ れ て い る 。  

ま た 、 賽 漢 （ 2 0 1 1 ） に よ る と 、「 国 際 結 婚 」 を 通

じ て 「 農 家 の 嫁 」 と な る 中 国 人 女 性 は 、 子 ど も の

教 育 問 題 に 直 面 し て い る 。 こ れ ら の 家 庭 で は 、 子

ど も へ の 教 育 戦 略 が 異 な る が 、 こ の 差 異 は 彼 女 自

身 が 自 ら の 移 動 を ど の よ う に 評 価 し て い る か と 密

接 に 関 連 し て お り 、 さ ら に 、 日 本 人 の 家 族 メ ン バ

ー の 教 育 に 対 す る 態 度 が 、 移 民 第 二 世 代 の 子 ど も

の 教 育 に 影 響 を 与 え て い る こ と が 明 ら か と な っ

た 。  

福 田 の 研 究 に よ る と 、 パ キ ス タ ン 人 男 性 と 日 本

人 女 性 の カ ッ プ ル は 、 国 際 結 婚 を 通 じ て 家 族 を 形

成 し た が 、 そ の 後 、 子 ど も の 教 育 の た め に 海 外 へ

移 住 す る 事 例 が 多 い こ と が 指 摘 さ れ て い る （ 福 田

2 0 1 2 :  2 6 2 - 2 8 3 ）。 清 水 （ 2 0 2 1 ） は 、 移 民 第 二 世 代 の

生 活 実 態 を 詳 細 に 分 析 し 、 教 育 や 社 会 移 動 に 関 す

る 課 題 を 提 起 し て い る 。 ま た 、 額 賀 （ 2 0 1 9 ） は 、

移 民 の 子 ど も が 日 本 の 教 育 シ ス テ ム に 適 応 す る 過

程 で 直 面 す る 困 難 と 、 そ れ が 家 族 全 体 の 社 会 的 ・

経 済 的 地 位 に 与 え る 影 響 を 論 じ て お り 、 親 子 間 の

世 代 的 な 交 流 や 家 庭 環 境 が 、 子 ど も の 成 長 お よ び

社 会 的 統 合 に お け る 重 要 な 要 因 で あ る こ と を 指 摘

し て い る 。 こ の 点 に 関 す る さ ら な る 研 究 が 求 め ら

れ る 。  

こ の よ う に 、 移 民 第 二 世 代 が 直 面 す る 課 題 は 、

日 本 に お け る 増 加 す る 外 国 人 お よ び 外 国 人 家 庭 に

と っ て 、 ま す ま す 重 要 な 社 会 的 問 題 と な っ て い

る 。  
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2 . 3  社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク ・ エ ス ニ シ テ ィ  

一 方 で 、 視 野 を 広 げ る と 、 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク

や エ ス ニ シ テ ィ に 関 連 し て 、 外 国 人 集 住 地 域 や エ

ス ニ ッ ク ・ コ ミ ュ ニ テ ィ が 存 在 す る こ と が わ か

る 。 多 く の 移 民 は 「 同 郷 的 ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 活 用

し 、 来 日 初 期 に は 住 居 の 確 保 や 商 売 の 方 法 の 伝 授

な ど 、 す べ て 先 に 来 日 し た 親 族 や 同 郷 の ネ ッ ト ワ

ー ク に 頼 ら ざ る を 得 な か っ た （ 陸  2 0 1 6 ）。 こ れ に

よ り 、 移 民 は エ ス ニ ッ ク ・ コ ミ ュ ニ テ ィ を 形 成

し 、 例 え ば 横 浜 中 華 街 や 池 袋 の チ ャ イ ナ タ ウ ン

（ 山 下  2 0 1 0 ,  2 0 2 1 ）、 大 阪 市 生 野 区 の コ リ ア ン タ ウ

ン （ 福 本  2 0 1 6 ） な ど の 集 住 地 域 が 形 成 さ れ て き

た 。  

奥 田 ・ 田 嶋 （ 1 9 9 3 ） の 新 宿 に お け る ア ジ ア 系 外

国 人 に 関 す る 調 査 報 告 に よ る と 、 池 袋 に お け る 中

国 大 陸 か ら の 男 性 単 身 者 と い う イ メ ー ジ と は 異 な

り 、 新 宿 の 外 国 人 コ ミ ュ ニ テ ィ は 男 女 比 率 が よ り

均 衡 を 保 ち 、 出 身 国 （ 地 区 ） も 多 様 化 し て い る こ

と が 明 ら か に な っ た 。 さ ら に 、 新 宿 の 外 国 人 に お

い て は 世 帯 形 成 者 の 比 率 が 高 ま っ て い る と い う 特

徴 が 見 ら れ る 。 こ の 調 査 で は 、 出 国 の 動 機 と し

て 、 家 族 や 親 族 と の 関 わ り が 挙 げ ら れ る こ と が 多

く 、 出 国 者 の 約 二 割 が 「 家 族 ・ 親 族 が い た 」「 夫 の

仕 事 、 留 学 の た め 」「 結 婚 の た め 」 な ど の 理 由 で 移

住 し た と 回 答 し て い る 。 ま た 、 池 袋 の 調 査 結 果 と

比 較 し て 、 呼 び 寄 せ に よ る 移 住 者 が 大 幅 に 増 加 し

て い る こ と が わ か り 、 同 郷 や 親 族 の ネ ッ ト ワ ー ク

が 新 宿 の 外 国 人 コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 に お い て 重 要

な 役 割 を 果 た し て い る こ と が わ か っ た 。  

し か し 、 近 年 、 グ ロ ー バ ル 化 の 進 展 に よ り 、 労

働 移 民 だ け で な く 多 様 な 形 態 の 国 際 移 住 が 増 加 し

て い る 。 特 に 先 進 国 や 新 興 国 か ら は 、 永 住 志 向 の
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労 働 移 民 に 代 わ り ト ラ ン ス ナ シ ョ ナ ル な 移 住 者 が

増 加 し 、 移 住 者 が 必 ず し も エ ス ニ ッ ク ・ エ ン ク レ

イ ブ を 通 過 せ ず 、 都 心 や 郊 外 に 分 散 居 住 す る 傾 向

が 見 ら れ 、 良 質 な 郊 外 住 宅 街 に 新 た な エ ス ニ ッ

ク ・ タ ウ ン を 形 成 す る 場 合 も あ っ た か ら で あ る

（ 申  2 0 2 4 ）。  

2 . 4  社 会 的 統 合 ・ 移 民 政 策  

さ ら に 視 野 を 広 げ る と 、 多 文 化 共 生 、 社 会 的 統

合 、 移 民 政 策 な ど の 視 点 も 重 要 で あ る 。 日 本 に お

け る 包 括 的 な 移 民 統 合 政 策 が 欠 如 し て い る （ 駒 井  

2 0 1 5 ）。 日 本 政 府 は 「 移 民 」 と い う 言 葉 を 避 け て き

た が 、 内 発 的 な 社 会 統 合 政 策 に つ い て 議 論 し 、 制

度 的 イ ン フ ラ を 整 え る こ と が 必 要 で あ り 、 ま た 日

本 の 多 文 化 「 共 創 」 社 会 を 支 え る こ と が 求 め ら れ

て い る （ 小 泉 ・ 川 村  2 0 1 6 ）。  

移 民 の 社 会 的 統 合 に 関 し て は 、 是 川 （ 2 0 1 9 ） の

研 究 が 重 要 な 知 見 を 提 供 し て い る 。 こ の 研 究 で

は 、 移 民 の 「 階 層 的 地 位 」 に 注 目 し 、 移 民 の 社 会

的 統 合 を 以 下 の 三 つ の 領 域 で 実 証 的 に 評 価 し て い

る 。 第 一 に 、 移 民 第 一 世 代 の 男 性 が 労 働 市 場 に 統

合 さ れ る 過 程 、 第 二 に 、 ジ ェ ン ダ ー の 影 響 を 考 慮

し た 移 民 女 性 の 社 会 的 統 合 、 そ し て 第 三 に 、 移 民

第 一 世 代 と 第 二 世 代 の 間 で 見 ら れ る 階 層 的 地 位 の

世 代 間 移 動 で あ る 。 こ れ ら の 分 析 を 通 じ て 、 是 川

は 「 日 本 に お け る 移 民 の 移 住 過 程 に お い て 、 個 々

の 移 民 が 緩 や か に 社 会 的 統 合 を 果 た し て い る 」（ 是

川  2 0 1 9 : 2 4 7 ） こ と を 明 ら か に し た 。  

こ の よ う な 研 究 は 、 日 本 社 会 に お け る 移 民 の 統

合 状 況 を 多 面 的 に 捉 え る 重 要 な 枠 組 み を 提 供 し て

い る 。 こ れ ら の 研 究 は 、 日 本 社 会 に お け る 移 民 家

族 が 直 面 す る 複 雑 な 課 題 を 浮 き 彫 り に し 、 ま た 移
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民 政 策 や 多 文 化 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け た 具 体 的 な

課 題 を 示 し て い る 。  

 

移 民 家 族 に 関 す る 研 究 は 、 ジ ェ ン ダ ー や 移 民 第

二 世 代 に 焦 点 を 当 て た も の が 多 く 、 特 に 、 現 在 の

移 民 家 族 研 究 で は 、 主 に 家 族 呼 び 寄 せ や 国 際 結 婚

に 伴 う 家 族 形 成 の 過 程 に 関 す る 研 究 が 行 わ れ て お

り 、 家 族 同 伴 移 住 に 関 す る 研 究 が 不 足 し て い る 。

移 民 家 族 の 多 様 な 形 態 や 社 会 的 適 応 過 程 を 探 る こ

と は 、 移 民 と 受 け 入 れ 社 会 の 相 互 作 用 を 理 解 す る

上 で 不 可 欠 で あ り 、 持 続 可 能 な 社 会 統 合 の 枠 組 み

を 構 築 す る た め の 重 要 な ス テ ッ プ と な る 。  

3  在 日 中 国 人 研 究 に お け る 家 庭  

外 国 人 居 住 者 の 国 籍 別 統 計 に よ る と 、 日 本 に お い

て 最 も 多 い の は 中 国 か ら の 移 住 者 で あ り 、 彼 ら に 関

す る 研 究 も 盛 ん に 行 わ れ て い る 。 日 本 華 僑 の 研 究 で

は 、 1 9 7 2 年 の 日 中 国 交 正 常 化 を 基 準 と し て 、そ れ 以

前 に 来 日 し た 中 国 人 を「 老 華 僑 」、そ れ 以 降 に 来 日 し

た 中 国 人 を 「 新 華 僑 」 と 区 別 す る こ と が 一 般 的 で あ

る （ 翁  2 0 2 3 ）。 ま た 、 1 9 7 8 年 末 に 中 国 で 実 施 さ れ た

「 改 革 ・ 開 放 」 政 策 以 降 、 中 国 本 土 か ら の 海 外 移 住

が さ ら に 増 加 し た 。 こ の 政 策 の 影 響 に よ り 、 来 日 す

る 中 国 人 が 急 増 し 、2 0 0 7 年 に は 在 日 中 国 人 の 数 が 在

日 韓 国 ・ 朝 鮮 人 を 上 回 り 、 2 0 1 7 年 時 点 で は 約 7 9 万

人 に 達 し た 。こ の た め 、 1 9 8 0 年 代 以 降 に 来 日 し た 中

国 人 は「 ニ ュ ー カ マ ー 」、そ れ 以 前 に 来 日 し た 人 々 は

「 オ ー ル ド カ マ ー 」 と 呼 ば れ る こ と が 多 い 。  

3 . 1  「 老 華 僑 」 に 関 す る 研 究  

近 代 か ら 改 革 ・ 開 放 以 前 に 関 す る 研 究 に よ る と 、

こ の 時 期 に 海 外 移 住 を 行 っ た 人 々 の 多 く は 、 出 稼 ぎ
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を 目 的 と し た 男 性 で あ っ た 。 三 江 （ 江 蘇 、 浙 江 、 江

西 一 帯 ）、広 東 、福 建 、台 湾 な ど の 出 身 者 の 老 華 僑 が

中 心 で あ っ た （ 翁  2 0 2 3 ）。 彼 ら は 単 身 で 海 外 に 渡 航

し 、 故 郷 に は 妻 が 残 さ れ る ケ ー ス が 一 般 的 で あ っ た 。

妻 は 、 婚 家 の 家 事 や 世 話 を し な が ら 、 い つ 帰 る と も

知 れ な い 夫 を 待 ち 続 け る 生 活 を 強 い ら れ た （ 奈 倉  

2 0 2 1 ）。こ の 時 期 の 移 住 家 庭 は 、夫 が 海 外 で 働 き 、妻

と 子 ど も が 故 郷 に 残 る と い う 「 二 国 間 分 離 家 族 」 の

形 態 を 取 っ て お り 、 通 信 手 段 も 限 ら れ て い た た め 、

家 族 間 の 交 流 は 困 難 で あ っ た 。 妻 子 は 主 に 夫 か ら の

送 金 に 依 存 し て 生 活 し て い た が 、 夫 が 十 分 な 金 額 を

稼 い だ 後 に は 、 帰 国 す る か 、 ま た は 家 族 を 呼 び 寄 せ

て 再 会 す る ケ ー ス も あ っ た 。  

3 . 2  「 新 華 僑 」 に 関 す る 研 究  

中 国 の 「 改 革 ・ 開 放 」 後 、 中 国 の 経 済 が 進 ん で

い く と と も に 、 人 々 の 生 活 ス タ イ ル や 考 え も 大 き

く 変 わ っ て い く こ と に な っ た 。 そ の 中 で は 、 ま ず

オ ー ル ド カ マ ー が 家 族 を 呼 び 寄 せ 、 家 族 再 会 に な

る こ と が あ る 。 中 国 側 の デ ー タ に よ り 、 1 9 9 7 年 に

行 わ れ た 広 東 省 関 連 部 門 の 調 査 に よ る と 、 1 9 8 0 年

代 初 頭 か ら 1 9 9 6 年 末 ま で に 広 東 省 の 海 外 へ の 新 移

民 人 数 は 3 7 . 8 万 人 （ 香 港 ・ マ カ オ 地 域 へ の 移 民 を

除 く ） で あ り 、 そ の う ち 家 族 ・ 親 族 移 民 が 主 体 を

占 め 、 全 体 の 約 8 5 % に 達 し て い た 。 ま た 、 江 門 市

に お け る 新 移 民 1 8 万 人 の う ち 、 家 族 再 会 移 民 の 割

合 は さ ら に 高 く 、 9 1 % に 達 し て い た 。 さ ら に 、 浙 江

省 の 新 移 民 2 0 万 人 中 9 4 % が 家 族 再 会 に 関 連 す る 移

民 で あ っ た 。 他 の 主 要 で な い 僑 郷 地 域 5 に お い て

も 、 一 定 割 合 を 家 族 ・ 親 族 移 民 が 占 め て い る （ 張  

2 0 0 1 ）。 そ の ほ か に は 、 こ の 時 期 中 国 で は 、 海 外 へ

 
5  華 人 ・ 華 僑 の 出 身 地 ・ 故 郷 で あ る 。  
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の 留 学 や 出 稼 ぎ な ど の 出 国 ブ ー ム が 起 こ り 、 こ れ

は 現 在 で も 継 続 し て い る 。 つ ま り 、 経 済 ・ 社 会 の

発 展 と と も に 、 日 本 に 移 住 す る 中 国 人 の 特 徴 ・ 考

え も 変 わ っ て い る 。  

奈 倉（ 2 0 2 1 ）の 研 究 に よ れ ば 、1 9 8 0 年 代 か ら 9 0 年

代 に か け て 日 本 に 移 住 し た 中 国 出 身 の 女 性 の 多 く

は 、 す で に 就 職 、 結 婚 、 出 産 と い っ た 人 生 経 験 を 持

っ て い た 。 彼 女 た ち は 、 家 族 （ 特 に 両 親 ） か ら キ ャ

リ ア ア ッ プ へ の 期 待 を 受 け て 来 日 し 、 自 己 実 現 を 果

た す こ と が 将 来 の 家 族 の 発 展 に 繋 が る と 考 え て 、 日

本 に 来 て 学 位 を 取 得 す る 。 そ の た め 、 子 ど も を 中 国

に い る 両 親 に 預 け 、 単 身 も し く は 夫 婦 の み で 日 本 に

移 住 す る ケ ー ス が 多 か っ た と さ れ る 。  

賽 漢（ 2 0 1 1 ,  2 0 2 1 ）に よ る と 、高 学 歴 ま た は 農 村 出

身 の 中 国 人 女 性 が 日 本 に 移 住 し 、 現 地 で 子 育 て を 行

っ て か ら 国 際 結 婚 に 至 る ケ ー ス は 少 な く な い 。 こ う

し た ケ ー ス で は 、 子 ど も が 日 本 で 生 ま れ 育 ち 、 父 親

が 日 本 人 で あ る 場 合 、 子 ど も は 事 実 上 「 日 本 人 」 と

し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 持 つ こ と が 多 い 。  

一 方 で 、 陸 ら （ 2 0 2 4 ） の 研 究 に よ れ ば 、 新 中 産 階

級 層 に 属 す る 華 僑 華 人 に お い て は 、近 年 、「 定 住 を 目

的 と し た 不 動 産 購 入 → 経 営 ・ 管 理 ビ ザ の 取 得 → 長 期

的 な 定 住 」 と い っ た プ ロ セ ス を 経 て 日 本 に 移 住 す る

事 例 が 増 加 し て い る 。 こ う し た ケ ー ス で は 、 家 族 全

員 が 一 緒 に 移 住 し 、 子 ど も を 伴 っ て 日 本 に 定 住 す る

割 合 が 高 ま っ て い る こ と が 考 え ら れ る 。  

従 来 の 研 究 で は 、 子 ど も が 中 国 で 生 ま れ 育 ち 、

そ の 後 親 と と も に 日 本 へ 移 住 す る 「 家 族 移 住 」 の

プ ロ セ ス に 関 す る 詳 細 な 分 析 は ほ と ん ど 行 わ れ て

い な い 。 し た が っ て 、 本 研 究 は こ の よ う な 家 族 の

特 徴 や 、 日 本 へ の 移 住 理 由 を 明 ら か に す る こ と

で 、 既 存 の 研 究 に お け る 知 見 の 不 足 を 補 完 す る こ
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と を 目 的 と し て い る 。  

4  本 研 究 の 位 置 付 け  

先 行 研 究 に よ れ ば 、 移 住 や 移 民 の 理 由 と し て

は 、 経 済 的 理 由 、 家 族 再 統 合 、 政 治 的 問 題 、 自 然

災 害 な ど 、 多 様 な 要 因 が 存 在 す る こ と が 示 さ れ て

い る 。 し か し 、 近 年 、 移 住 者 の 階 層 や 背 景 の 多 様

化 に 伴 い 、 移 住 の 単 位 が 「 個 人 」 か ら 「 家 庭 」 に

広 が っ て い る 点 が 注 目 さ れ て い る 。  

本 研 究 で は 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 「 家 族

同 伴 移 住 」 に 焦 点 を 当 て 、 そ の 家 族 の 特 徴 や 移 住

理 由 、 移 住 プ ロ セ ス を 明 ら か に す る こ と で 、 従 来

の 在 日 中 国 人 家 族 に 関 す る 研 究 や 国 際 移 動 に お け

る 家 族 移 住 研 究 に 新 た な 視 点 を 提 供 す る 点 に あ

る 。 従 来 の 在 日 中 国 人 に 関 す る 研 究 は 、 主 に 「 家

族 の 呼 び 寄 せ 」 や 「 国 際 結 婚 」 を 通 じ た 家 族 形 成

を 中 心 に 展 開 さ れ て き た 。 し か し 、 本 研 究 で は 、

親 世 代 と 子 ど も を 含 む 家 族 全 員 が 同 時 に 移 住 す る

「 家 族 同 伴 移 住 」 と い う 形 態 に 注 目 し 、 そ の 背 景

や 要 因 を 多 角 的 に 分 析 し て い る 点 で 、 既 存 の 研 究

と は 異 な る 視 点 を 提 供 し て い る 。  

さ ら に 、 本 研 究 は 現 代 的 な 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー

家 族 の 特 性 を 明 ら か に す る 点 で も 重 要 な 意 義 を 持

つ 。 特 に 、 改 革 開 放 以 降 に 増 加 し た 在 日 中 国 人 の

移 住 に 関 す る 従 来 の 研 究 と 比 較 し て 、「 経 営 ・ 管

理 」 ビ ザ を 取 得 し た 中 国 中 産 階 級 ・ 富 裕 層 の 事 例

を 中 心 に 、 高 学 歴 ・ 高 資 産 と い う 特 性 や 日 本 語 能

力 の 不 足 と い っ た 特 徴 を 示 し て い る 。 ま た 、 子 ど

も の 教 育 環 境 や 将 来 性 へ の 期 待 が 移 住 の 主 要 な 理

由 と な っ て い る 点 や 、 コ ロ ナ 禍 が 移 住 決 断 を 後 押

し し た 背 景 を 分 析 し 、 現 代 の 移 民 家 庭 に 特 有 の 現

象 と し て 注 目 さ れ る 。  
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加 え て 、 本 研 究 で は 大 阪 市 西 区 を 事 例 地 域 と し

て 選 定 し 、 地 理 的 ・ 社 会 的 特 性 が 中 国 人 ニ ュ ー カ

マ ー 家 族 の 居 住 選 択 に 与 え る 影 響 を 具 体 的 に 分 析

し て い る 。 居 住 地 選 択 に 偶 然 性 が 含 ま れ る 一 方

で 、 子 ど も の 教 育 環 境 や 通 学 の 利 便 性 が 重 要 な 決

定 要 因 と な っ て い る こ と を 明 ら か に し 、 地 域 特 性

と 移 住 者 の ニ ー ズ と の 関 連 性 を 考 察 し て い る 。  

以 上 の よ う に 、 本 研 究 は 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー

家 族 の 移 住 に 関 す る 実 証 的 な 知 見 を 深 め る だ け で

な く 、 日 本 社 会 に お け る 移 民 政 策 や 地 域 社 会 へ の

統 合 支 援 に 向 け た 示 唆 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し

て い る 。 こ の よ う な 視 点 に 基 づ き 、 本 研 究 は 外 国

人 家 族 の 移 住 研 究 の 中 で 重 要 な 位 置 を 占 め る と い

え る 。  
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第 2 章  研 究 概 要  

1  研 究 方 法  

本 研 究 で は 、 子 ど も 連 れ て 大 阪 市 西 区 に 移 住 し

て き た 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 を 対 象 に 、 ミ ッ ク

ス メ ソ ッ ド を 用 い て 調 査 を 実 施 す る 。 ま ず 、 量 的

デ ー タ を 通 じ て 、 こ れ ら の 家 族 の マ ク ロ な 状 況 を

把 握 し 、 そ の 上 で 、 質 的 調 査 と し て の イ ン タ ビ ュ

ー を 通 じ て 、 彼 ら の ア イ デ ン テ ィ テ ィ や 移 住 経 験

に 関 す る 深 層 的 な 理 解 を 目 指 す 。  

1 . 1  量 的 調 査 ： ア ン ケ ー ト 調 査  

フ ィ ー ル ド ワ ー ク と 大 阪 市 西 区 役 所 （ 以 下 「 西

区 役 所 」 と す る ） の 教 育 担 当 の 職 員 へ の 聞 き 取 り

調 査 よ り 、 日 本 語 が わ か ら な い ま ま に 移 住 す る 中

国 人 家 庭 が 増 え て い る と い う 状 況 を 把 握 し た 。 し

か し 、 ど の よ う な 理 由 で 母 国 か ら 離 れ 、 言 葉 も 文

化 も 分 か ら な い 国 に 移 住 す る の か 、 に つ い て 明 ら

か に す る た め に 、 西 区 内 の マ ク ロ な 状 況 を 把 握 す

る た め に 、 ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 す る こ と に し

た 。  

本 調 査 は 、 2 0 2 4 年 9 月 2 日 か ら 9 月 1 5 日 ま で 、

西 区 内 の 小 中 学 校 に 通 う 児 童 生 徒 に 中 国 語 版 と 日

本 語 版 の ア ン ケ ー ト 案 内 を 配 布 し 、 子 ど も を 通 じ

て 家 庭 に 持 ち 帰 ら せ 、 保 護 者 に W e b 上 で 回 答 し て

も ら う 形 式 で 実 施 し た 。 ア ン ケ ー ト に は 、 保 護 者

と そ の 配 偶 者 の 基 本 情 報 （ 性 別 、 年 齢 、 出 身 地 ）、

S E S 6 、 来 日 時 間 、 在 留 資 格 、 日 本 語 能 力 、 来 日 原

因 、 子 ど も の 基 本 情 報 、 子 ど も の 放 課 後 の 過 ご し

方 な ど の 調 査 項 目 が あ る 。  

 
6  S E S ：「 S o c i o e c o n o m i c  S t a t u s （ 社 会 経 済 的 地 位 ）」 の 略 で 、

具 体 的 に は 、 職 業 、 収 入 、 教 育 レ ベ ル 、 住 居 状 況 な ど 。  
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調 査 対 象 は 、 大 阪 市 西 区 内 の 各 大 阪 公 立 小 中 学

校 に 在 籍 し て い る 中 国 籍 ・ 中 国 ル ー ツ の う ち 、 筆

者 が 学 校 巡 回 支 援 に 関 わ っ て い る 児 童 生 徒 の 保 護

者 、 な ら び に 教 育 委 員 会 が 実 施 す る 日 本 語 指 導 教

室 の 対 象 と な っ て い る 児 童 生 徒 の 保 護 者 で あ る 。

本 調 査 は 、 西 区 役 所 の 協 力 を 得 て 実 施 し た 。 ア ン

ケ ー ト の 配 布 に 際 し て は 、 西 区 役 所 の 教 育 担 当 を

介 し 、 各 小 中 学 校 の 教 員 を 通 じ て 対 象 児 童 生 徒 に

配 布 す る 形 式 を 採 用 し た 。 回 答 は W e b 上 で 受 け 付

け 、 受 付 期 間 は 2 0 2 4 年 9 月 1 5 日 ま で と し た が 、

1 0 月 に 入 っ て か ら 追 加 で 1 名 の 回 答 が 得 ら れ た 。

本 ア ン ケ ー ト を 合 計 7 0 世 帯 に 配 布 し 、 そ の う ち 2 6

世 帯 か ら 回 答 を 得 た 。 こ れ に よ り 、 回 収 率 は 3 7 %

と な っ た 。  

ま た 、 ア ン ケ ー ト の 配 布 に 関 し て は 、 各 学 校 に

基 づ き 、 配 布 対 象 と な る 児 童 の 選 定 基 準 が 異 な っ

て い た 。 各 学 校 に よ っ て 配 布 対 象 の 児 童 生 徒 の 選

定 に 差 異 が 見 ら れ た 点 に つ い て も 、 本 調 査 結 果 の

分 析 に お い て 注 視 す る 必 要 が あ る 。 具 体 的 に は 、

以 下 の 通 り 説 明 す る 。  

当 初 の 計 画 で は 、 対 象 を 「 西 区 内 に 在 住 し て い

る 中 国 籍 ・ 中 国 ル ー ツ の 児 童 の 保 護 者 」 と し て 全

数 調 査 で 行 う つ も り で あ っ た 。 し か し 、 西 区 区 役

所 と 各 学 校 と の 協 議 を 経 た 結 果 、 以 下 の よ う な 配

慮 が 必 要 と さ れ た 。 特 に 、 親 の い ず れ か 、 あ る い

は 双 方 が 外 国 出 身 で あ る も の の 、 家 庭 内 で は 子 ど

も に そ の 背 景 を 知 ら せ ず 、 日 本 人 と し て の ア イ デ

ン テ ィ テ ィ で 育 て て い る 家 庭 の 存 在 が 問 題 視 さ れ

た 。 こ の よ う な 背 景 を 持 つ 子 ど も に 対 し て ア ン ケ

ー ト を 配 布 す る こ と で 、 家 庭 の 状 況 を 意 図 せ ず 子

ど も に 知 ら せ る こ と に な り 、 子 ど も に 心 理 的 影 響

を 与 え る 可 能 性 が 懸 念 さ れ た た め で あ る 。  
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そ の た め 、 最 終 的 に は 「 現 在 支 援 し て か か わ っ

て く れ て い る 児 童 生 徒 の 保 護 者 ＋ 教 育 委 員 会 が 実

施 し て い る 日 本 語 指 導 教 室 の 対 象 と な っ て い る 中

国 籍 児 童 生 徒 の 保 護 者 」 と 判 断 さ れ た 子 ど も の み

に ア ン ケ ー ト を 配 布 す る こ と が 決 定 さ れ た 。  

し か し 、 結 果 的 に は 、 あ る 学 校 で は 筆 者 の 支 援

対 象 リ ス ト に 載 っ て い る 子 ど も （ す な わ ち 、 日 本

に 来 て 間 も な く 、 日 本 語 が 未 熟 で 特 別 な 支 援 を 必

要 と し て い る 子 ど も ） に 限 定 し て 配 布 し た 一 方

で 、 あ る 学 校 で は 全 て の 該 当 児 童 （ 筆 者 の 支 援 リ

ス ト に 含 ま れ て い な い 子 ど も も 含 む ） に 配 布 が 行

わ れ た 。 こ の よ う に 、 学 校 ご と に 配 布 対 象 の 範 囲

が 異 な っ た が 、 そ の 背 景 に は 各 学 校 の 判 断 基 準 や

配 慮 が 存 在 し て い た と 考 え ら れ る 。  

西 区 役 所 か ら 提 供 さ れ た 「 令 和 5 年 度  西 区 内 各

小 中 学 校 に お け る 外 国 籍 お よ び 外 国 に ル ー ツ を 持

つ 児 童 生 徒 数 」（ 2 0 2 4 年 7 月 1 7 日 取 得 ） の デ ー タ

に よ れ ば 、 西 区 内 の 各 小 中 学 校 に 在 籍 す る 中 国 籍

お よ び 中 国 ル ー ツ の 児 童 生 徒 は 合 計 2 0 6 人 で あ る

こ と が 確 認 さ れ た 。  

し か し 、 各 学 校 へ の ア ン ケ ー ト 配 布 は 「 世 帯 単

位 」 で 行 わ れ て お り 、 1 世 帯 あ た り の 子 ど も の 人 数

（ 平 均 1 ～ 2 人 ） を 考 慮 し た 結 果 、 7 0 世 帯 へ の 配 布

に よ り 約 1 0 5 人 の 児 童 生 徒 が 対 象 に な る と 推 測 さ

れ る 。 こ れ は 、 西 区 内 の 中 国 籍 ・ 中 国 ル ー ツ の 児

童 生 徒 （ 合 計 2 0 6 人 ） の 約 5 1 % に 相 当 す る 。 し か

し 、 調 査 対 象 は 支 援 を 受 け て い る 児 童 生 徒 お よ び

日 本 語 指 導 教 室 の 対 象 者 に 限 定 さ れ て い る 点 に 留

意 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 本 調 査 の 結 果 は 、

西 区 内 に お け る 中 国 籍 お よ び 中 国 ル ー ツ の 児 童 生

徒 全 体 の 状 況 を 必 ず し も 正 確 に 反 映 す る も の で は

な く 、 結 果 の 解 釈 に お い て そ の 点 を 考 慮 す る 必 要
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が あ る 。  

ま た 、 本 ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 に 基 づ く 分 析 結

果 は 、 西 区 に 居 住 す る 子 ど も を 持 つ す べ て の 中 国

人 家 族 で は な く 、 主 に 子 ど も を 持 つ 中 国 人 ニ ュ ー

カ マ ー 家 族 に 焦 点 を 当 て た 説 明 と な る こ と に 注 意

が 必 要 で あ る 。 ア ン ケ ー ト の 質 問 票 は 付 録 1 で 記

載 し て い る 。 分 析 の 結 果 な ど 詳 し い 内 容 は 第 三 章

と 第 四 章 に 記 載 さ れ る 。  

1 . 2  質 的 調 査 ： イ ン タ ビ ュ ー 調 査  

ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 か ら 、 保 護 者 が 日 本 に 来

た 時 期 、 来 日 理 由 、 子 ど も に 対 す る 教 育 方 針 、 社

会 的 地 位 な ど の マ ク ロ な 状 況 に つ い て 大 ま か に 把

握 す る こ と が で き た 。 し か し 、 よ り 詳 細 な 保 護 者

の 意 見 や 背 景 を 理 解 す る た め に は 不 十 分 で あ っ た

た め 、 補 足 的 に イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 実 施 す る こ と

と し た 。 具 体 的 に は 、 2 0 2 4 年 1 0 月 5 日 か ら 1 6 日

の 間 に 、 協 力 可 能 な 保 護 者 を 対 象 に 、 1 人 に つ き 1

回 、 3 0 分 ～ 1 2 0 分 の 半 構 造 化 イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ

た 。 こ の 調 査 で は 、 移 民 と し て の 動 機 や 来 日 後 の

生 活 実 態 、 来 日 前 後 の ギ ャ ッ プ 、 子 ど も に 対 す る

期 待 な ど 、 よ り 深 い 理 解 を 目 指 し た 。  

イ ン タ ビ ュ ー は 、 協 力 者 の 希 望 に 基 づ き 、 主 に

Z o o m を 用 い た オ ン ラ イ ン 形 式 で 実 施 し 、 一 部 は 対

面 で 行 っ た 。 質 問 内 容 は 主 に 付 録 2 に 示 し た 項 目

を 基 礎 に 展 開 し 、 さ ら に 子 ど も の 状 況 に も 焦 点 を

当 て る 形 で 進 め た 。 協 力 者 の 選 定 は 、 ア ン ケ ー ト

調 査 に 協 力 し た 保 護 者 の 一 部 （ 1 1 人 の う ち 9 人 に

連 絡 を 取 っ た ） お よ び 西 区 内 の 小 中 学 校 を 巡 回 中

に 声 を か け た 保 護 者 （ K 8 8 ） か ら 行 っ た （ 表  1 参

照 ）。  

イ ン タ ビ ュ ー を 中 国 語 で 実 施 す る に あ た っ て
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は 、 事 前 に 協 力 者 の 同 意 を 得 た 上 で 録 音 を 行 い 、

そ の 音 声 デ ー タ を 音 声 認 識 ソ フ ト 「 i f l y r e 」 を 用 い

て 文 字 起 こ し し た 。 そ の 後 、 筆 者 が 内 容 を 精 査

し 、 誤 字 の 訂 正 や 発 言 者 の 識 別 の 調 整 を 行 う こ と

で 、 デ ー タ の 正 確 性 を 確 保 し た 。  

た だ し 、 イ ン タ ビ ュ ー の 際 に は 協 力 者 の プ ラ イ

バ シ ー 保 護 に 配 慮 し た 結 果 、 回 答 が 表 面 的 な も の

に 留 ま る 傾 向 が 見 ら れ た 。 こ れ は 今 後 の 研 究 に お

い て 、 よ り 深 い 情 報 を 引 き 出 す た め の イ ン タ ビ ュ

ー 技 術 や ア プ ロ ー チ を 改 善 す べ き 課 題 で あ る と 考

え て い る 。  

 

表  1  イ ン タ ビ ュ ー 調 査 協 力 者  

I D  
性
別  

年
齢  

来 日 時
間  

形 式  
子 ど
も 数  

学 歴  在 留 資 格  

K 1  女  4 2  
2 0 2 3 年

0 1 月  

オ ン ラ
イ ン  

2 人  修 士  
経 営 ・ 管 理 -

家 族 滞 在  

K 2  女  4 3  
2 0 2 4 年

0 2 月  

オ ン ラ
イ ン  

2 人  大 学  
経 営 ・ 管 理 -

家 族 滞 在  

K 4  男  4 2  
2 0 2 3 年

0 9 月  
対 面  2 人  

専 門
学 校  

経 営 ・ 管 理  

K 1 0  男  4 7  
2 0 2 4 年

0 1 月  

オ ン ラ
イ ン  

2 人  修 士  経 営 ・ 管 理  

K 1 1  女  4 2  
2 0 2 3 年

0 3 月  

オ ン ラ
イ ン  

1 人  大 学  経 営 ・ 管 理  

K 1 3  男  3 5  
2 0 2 3 年

0 3 月  

オ ン ラ
イ ン  

1 人  大 学  
技 術 ・ 人 文 ・
国 際  

K 1 4  女  3 5  
2 0 2 3 年

0 7 月  

オ ン ラ
イ ン  

2 人  大 学  経 営 ・ 管 理  

K 2 0  女  4 2  
2 0 1 7 年

1 2 月  
対 面  2 人  大 学  

技 術 ・ 人 文 ・
国 際  

K 2 6  女  3 1  
2 0 2 2 年

1 0 月  

オ ン ラ
イ ン  

1 人  
専 門
学 校  

経 営 ・ 管 理 -

家 族 滞 在  

K 8 8  女  5 7  
2 0 2 4 年

0 4 月  

オ ン ラ
イ ン  

2 人  高 校  経 営 ・ 管 理  

 

  



 

29 

2  研 究 地 域 と し て の 大 阪 市 西 区 ― ― 地 理 的 ・ 社 会

的 特 性  

本 研 究 で は 大 阪 市 西 区 を 研 究 地 域 と し て 選 択 し た 。西

区 の 歴 史 と 特 徴 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

2 . 1  歴 史 と 地 域 特 徴  

大 阪 市 西 区 は 大 阪 市 の 都 心 ６

区 の 一 つ で あ り 、 市 の 中 西 部 に

位 置 し （ 図  1）、 梅 田 や 難 波 な

ど 主 要 な 商 業 ・ ビ ジ ネ ス エ リ ア

に 隣 接 し て い る 。 区 の 中 央 部 を

南 北 に 流 れ る 木 津 川 を 境 に 、 東

部 は 商 業 地 域 と と も に 高 層 住

宅 、 西 部 は 高 い 技 術 力 を も っ た も の づ く り 企 業 が

集 積 し 、 大 型 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル や 商 店 街 が あ り7 、

商 業 ・ 産 業 が 融 合 し た 都 市 空 間 を 形 成 し て い る 。

 
7  大 阪 市 西 区 役 所 , 2 0 2 3 年 4 月 , 西 区 将 来 ビ ジ ョ ン 「 き ら ぽ か

計 画 ～ み ん な で つ く る 西 区 の ま ち づ く り 」 .  

図  1  西 区 の 位 置  

（ 出 典 ： 大 阪 市 西 区 ホ ー

ム ペ ー ジ ）  

    
    
    
    

    
    
    
    
    
    

    
    
    
    
    
   
   
   
   
  
 

    
    
    

    
    
    
    
    
    

    
    
    
    
    
   
   
   
   
  
 
 

                         

   
   

     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     

     

  

    
    
    
    

    
    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
   
   
   
  
 

    
    
    

    
    
    
    
    
    
    

    
    
    
    
    
   
   
   
  
 
 

                         

   
   

     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     

     

  

    
    
   
    

    
    
    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
   
   
   
  
 

    
    
    
    

    
    
    
    
    
    
    

    
    
    
    
   
   
   
  
  
 

                         

   
   
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     

     

  

    
    
    
    

    
    
    

    
    

    
    
    
    
    
    
    
    
   
   
  
  

    
    
    
    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
   
   
  
  
 

                         

   
   

     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     

     

  

    
    
    
    

    
    
    
    

    
    

    
    
    
    

    
    
    
   
   
   
  

    
    
    
    

    
    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
   
   
   
  
 

                         

   
   

     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     

     

  

    
    
    
    

    
    
    
    
    

    
    

    
    
    
    

    
    
   
   
   
  

    
    
    
    

    
    
    
    
    
    

    
    
    
    
    
    
   
   
   
  
 

                         

   
   

     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     

     

  

図  2 大 阪 市 西 区 人 口 ピ ラ ミ ッ ド （ 1 9 9 5 - 2 0 2 0 ）  

出 典 ： 1 9 9 5 年 ― 2 0 2 0 年 国 勢 調 査  
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ま た 、 交 通 イ ン フ ラ が 充 実 し て お り 、 幹 線 道 路 網

が 東 西 南 北 に 広 が り 、 地 下 鉄 や 私 鉄 が 区 内 を 縦 横

に 走 行 し て い る 。 さ ら に 、 2 0 3 1 年 に は 新 た に 「 な

に わ 筋 線 」 の 開 通 が 予 定 さ れ て お り 、 交 通 利 便 性

が 一 層 向 上 す る こ と が 期 待 さ れ て い る 。  

西 区 の 発 展 は 江 戸 時 代 に 始 ま り 、 堀 を 開 削 し て

運 河 を 整 備 し 、 掘 削 土 で 低 地 を 埋 め 立 て る こ と で

町 が 形 成 さ れ た 。 こ の 時 期 に は 舟 運 の 発 展 に よ り

堀 川 沿 い に 諸 藩 の 蔵 屋 敷 が 立 地 し 、「 天 下 の 台 所 」

と し て 栄 え た 。 1 8 6 9 年 （ 明 治 2 年 ） に は 市 街 地 が

東 ・ 西 ・ 南 ・ 北 の 4 大 組 に 区 分 さ れ 、 現 在 の 西 区

域 の 大 部 分 が 西 大 組 に 組 み 入 れ ら れ た 。 さ ら に 、

1 8 8 9 年 （ 明 治 2 2 年 ） の 市 制 ・ 町 村 制 施 行 に よ り

「 西 区 」 の 名 称 が 定 ま り 、 1 9 4 3 年 （ 昭 和 1 8 年 ） の

行 政 区 画 変 更 に よ っ て 現 在 の 区 域 が 確 定 し た 。  

2 0 0 0 年 以 降 、 大 都 市 圏 に お け る 都 心 回 帰 の 影 響

を 受 け 、 西 区 で は イ ン フ ラ 整 備 や 再 開 発 が 進 行

し 、 都 市 再 生 や ま ち づ く り に 関 す る 多 様 な 取 り 組

み が 展 開 さ れ て き た 。 特 に 、 1 9 9 7 年 の 建 築 基 準 法

改 正 以 降 、 高 層 マ ン シ ョ ン の 建 設 が 急 速 に 増 加 し

て い る 。 こ の 住 宅 開 発 は 、 比 較 的 高 所 得 層 を 対 象

と す る も の が 多 く 含 ま れ 、 住 民 構 成 に 大 き な 変 化

を も た ら し て い る 。 同 時 に 、 西 区 で は 戦 後 に 整 備

さ れ た 都 市 公 園 が 再 編 さ れ 、 公 共 空 間 に お け る 野

宿 生 活 者 の 排 除 が 進 行 し た こ と が 指 摘 さ れ る 。 こ

の よ う な 空 間 再 編 は 、 高 層 マ ン シ ョ ン の 建 設 や 都

市 空 間 の 再 定 義 と 密 接 に 関 連 し て い る 。 こ う し た

変 化 の 結 果 、 西 区 で は 専 門 的 ・ 管 理 的 職 業 層 や 事

務 ・ 販 売 ・ サ ー ビ ス 業 に 従 事 す る 層 を 中 心 に 人 口

が 増 加 し 、 急 速 な 都 市 人 口 の 増 大 が 見 ら れ る （ 図  

2）。 よ っ て 、 西 区 の 住 民 は 2 0 0 0 年 代 か ら 急 増 し 、

現 在 も 増 加 し 続 け て い る （ 図  2）。 現 時 点 で 区 の 人
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口 は 1 1 3 , 4 7 1 人 で あ り 、 そ の う ち 男 性 5 3 , 1 3 3 人 、

女 性 6 0 , 3 3 8 人 、 世 帯 数 は 7 1 , 9 1 4 世 帯 で あ る （ 2 0 2 4

年 1 1 月 1 日 現 在 ）。 西 区 で は 女 性 住 民 が よ り 多 い

こ と が 分 か っ た 。  

人 口 の 増 加 に 伴 う 様 々 な 地 域 課 題 が 近 年 特 に 焦

点 化 し て お り 、「 誰 も が 誇 り に 思 え る 西 区 」 を 建 設

す る た め に 、「 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り に 向 け た コ

ミ ュ ニ テ ィ 力 の 向 上 」、「 こ ど も ・ 子 育 て 施 策 の 充

実 」 と 「 区 長 の 権 限 ・ 責 任 の 拡 充 と 区 民 参 画 の さ

ら な る 推 進 」 と い う 三 つ の 基 本 方 針 を 策 定 し た

（ 大 阪 市 西 区 役 所  2 0 2 3 ）。 こ の よ う な 政 策 的 取 り

組 み は 、 居 住 環 境 の 良 好 さ や 交 通 利 便 性 と い っ た

西 区 の 特 性 が 高 く 評 価 さ れ る 中 で 、 近 年 相 次 ぐ マ

ン シ ョ ン 建 設 や そ れ に 伴 う 人 口 増 加 へ の 対 応 と し

て 展 開 さ れ て い る 。  

西 区 の 人 口 は 、 2 0 1 5 年 か ら 2 0 2 0 年 に か け て 約

1 4 . 5 ポ イ ン ト 増 加 し て お り 、 今 後 も そ の 増 加 傾 向

が 続 く と 予 測 さ れ て い る 。 住 民 の 約 9 2 . 3 % が マ ン シ

ョ ン な ど の 共 同 住 宅 に 居 住 し て お り 、 そ の う ち 1 5

階 建 て 以 上 の 高 層 マ ン シ ョ ン が 2 4 . 0 % を 占 め て い

る 。 単 身 世 帯 の 割 合 は 6 3 . 8 % と 高 く 、 大 阪 市 2 4 区

中 で 4 番 目 に 高 い 水 準 を 示 し て い る 。 ま た 、 人 口

構 成 は 3 0 代 前 後 の 層 が 多 く 、 特 定 の 年 齢 層 に 偏 り

が 見 ら れ る 。 こ れ に 加 え 、 小 中 学 校 の 児 童 生 徒 数

が 増 加 し て お り 、 子 育 て に 関 す る 相 談 件 数 も 増 加

傾 向 に あ る （ 大 阪 市 西 区 役 所  2 0 2 3 ）。  

若 林 （ 2 0 2 1 ） は 、 西 区 の 住 民 構 成 に つ い て 、 高

層 マ ン シ ョ ン が 増 加 す る 中 で 、 早 期 に 建 設 さ れ た

マ ン シ ョ ン に 住 む 高 齢 夫 婦 や 独 居 世 帯 、 新 し い マ

ン シ ョ ン に 住 む 若 年 子 育 て 世 帯 、 ブ ラ ン ド 志 向 の

単 身 者 、 高 齢 者 、 さ ら に は 親 子 が 共 に 居 住 す る 世

帯 な ど 、 多 様 な 層 が 共 存 し て い る と 指 摘 し て い
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る 。 こ の よ う な 住 民 構 成 の 変 化 と と も に 、 居 住 形

態 の 高 層 化 が 進 行 し 、 地 域 社 会 の 多 様 性 が 拡 大 し

て い る こ と が 明 ら か と な っ て い る 。  

2 . 2  外 国 籍 住 民 数 変 化  

住 民 の 多 様 化 と と も

に 、 西 区 に 在 住 し て い

る 外 国 人 口 も 増 加 し て

い る 。 2 0 2 4 年 （ 令 和 6

年 ） 9 月 末 大 阪 市 住 民

基 本 台 帳 の デ ー タ に よ

り 、 西 区 内 の 外 国 人 口

は 西 区 の 人 口 数 の

6 . 4 2 % に つ き 、 大 阪 市

の 平 均 値 の 6 . 6 5 % に 近

づ い て い る こ と が 分 か

っ た 。 令 和 6 年 9 月 末

日 現 在 の 住 民 基 本 台 帳

人 口 ・ 外 国 人 人 口 の デ ー タ に よ り 、 西 区 に 在 住 し

て い る 外 国 人 口 ピ ラ ミ ッ ド を 作 成 し た 。 図  3 で

は 、 西 区 に 在 住 し て い る 外 国 人 は 全 体 的 に 女 性 が

や や 多 い が 、 年 齢 層 に よ っ て 男 女 比 は 比 較 的 均 衡

し て お り 、 特 に 2 0 ～ 3 9 歳 の 層 が 最 も 多 い こ と が 分

か っ た 。 ま た 、 子 ど も 層 （ 0 － 1 4 歳 ） が 低 い こ と か

ら 、 外 国 人 の 中 で も 単 身 者 や 若 年 夫 婦 が 多 い 可 能

性 が あ る 。 子 ど も の 割 合 が 低 い 傾 向 に あ る も の

の 、 大 阪 市 全 体 に お け る 子 ど も の 割 合 と は 大 き な

乖 離 が な い こ と が 分 か る 。 ま た 、 表  2 か ら は 、 1 5

～ 1 9 歳 の 年 齢 層 で は 、 大 阪 市 全 体 よ り も 西 区 の ほ

う が 高 い 割 合 を 示 し て お り 、 西 区 が 特 定 の 世 代 の

子 ど も を 持 つ 外 国 籍 家 庭 に と っ て よ り 魅 力 的 な 地

域 で あ る 可 能 性 が あ る と 推 測 さ れ る 。  

 700  200 300

０ ４歳

１０ １４歳

２０ ２４歳

３０ ３４歳

４０ ４４歳

５０ ５４歳

６０ ６４歳

７０ ７４歳

８０ ８４歳

９０ ９４歳

１００歳  

  

図  3  R 6 大 阪 市 西 区 に お け る 外 国

人 口 ピ ラ ミ ッ ド  

出 典 ：『 住 民 基 本 台 帳 人 口 ・ 外 国

人 人 口 』（ 令 和 ６ 年 ９ 月 末 日 現

在 ） に よ り 筆 者 が 作 成  
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以 上 を 踏 ま え て 、 西 区 に 在 住 す る 外 国 人 住 民

は 、 単 身 者 、 若 年 夫 婦 、 お よ び 子 育 て 世 帯 な ど 、

い く つ か の 異 な る 類 型 に 分 類 で き る 。  

 

表  2  外 国 人 数 の 割 合 （ 0～ 1 9 歳 層 ）   
（ 出 典 ： 住 民 基 本 台 帳 人 口 ・ 外 国 人 人 口  令 和 6 年 9 月
末 日 現 在 ）  

 総 数  0～ 4 歳  5～ 9 歳  1 0～ 1 4 歳  1 5～ 1 9 歳  

西 区  6 . 4 2 %  3 . 0 2 %  4 . 1 0 %  4 . 0 0 %  7 . 5 6 %  

大 阪 市  6 . 6 5 %  5 . 6 0 %  4 . 5 1 %  4 . 0 8 %  6 . 1 4 %  

 

そ の よ う な 外 国 人 住 民 の 中 で 、 中 国 （ 台 湾 を 含

ま な い ） 籍 の 割 合 は 外 国 籍 人 口 数 の 3 5 . 5 % な っ て い

る 。  

『 住 民 基 本 台 帳 人 口 ・ 外 国 人 人 口 』 令 和 6 年 9

月 末 の デ ー タ に よ る と 、 大 阪 市 の 在 日 中 国 人 人 口

（ 台 湾 を 含 ま な い ） は 4 9 , 9 9 9 人 で あ り 、 西 区 の 在

日 中 国 人 人 口 は 2 , 5 1 5 人 で あ る 。 西 区 は 、 在 日 中 国

人 の 総 人 口 に 対 す る 比 率 （ 総 人 口 を 分 母 と し た 場

合 ） に お い て 、 大 阪 市 内 で 6 位 と な っ て い る （ 図  

4）。 外 国 人 人 口 の 中 で 、 在 日 中 国 人 割 合 を 比 較 す

る と 、 西 区 は 5 位 に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 一

定 数 の 中 国 人 が 西 区 に 集 住 し て い る こ と が 分 か っ

た 。  

ま た 、 2 0 2 3 年 の 出 入 国 在 留 管 理 庁 の デ ー タ に よ

れ ば 、 在 留 資 格 別 に 見 る と 、 大 阪 市 に お け る 在 留

中 国 人 （ 台 湾 を 除 く ） は 、 日 本 全 国 の 傾 向 （ 図  5

参 照 ） と 比 較 し て 「 永 住 者 」 お よ び 「 留 学 」 の 割

合 が 低 く 、「 技 術 ・ 人 文 知 識 ・ 国 際 業 務 」「 家 族 滞

在 」「 経 営 ・ 管 理 」 の 在 留 資 格 を 持 つ 者 の 割 合 が 高

い こ と が 確 認 さ れ る （ 図  6 参 照 ）。 さ ら に 、 西 区 の

中 国 人 住 民 の 在 留 資 格 分 布 は 、 大 阪 市 全 体 の 分 布

と 類 似 し て い る 傾 向 が 見 ら れ る （ 図  7 参 照 ）。  
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図  4  大 阪 市 に お け る 中 国 人 人 口 分 布  

出 典 ：『 住 民 基 本 台 帳 人 口 ・ 外 国 人 人 口 』（ 令 和 ６ 年 ９ 月 末 日 現 在 ）

に よ り 筆 者 が 作 成  
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図  5  2 0 2 3 年 日 本 に お け る 在 留 中 国 人 （ 台 湾 を 含 ま な い ） の 在 留 資 格

別 の 割 合  

出 典 ：『 在 留 外 国 人 統 計 （ 旧 登 録 外 国 人 統 計 ）  2 0 2 4 年 6 月 』 に よ

り 筆 者 が 作 成  
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一 方 で 、『 住 民 基 本 台 帳 人 口 ・ 外 国 人 人 口 』 の デ

ー タ に よ る と 、 西 区 に お け る 外 国 人 の 子 ど も の 数

は 、 令 和 元 年 と 比 較 し て 令 和 6 年 に 大 幅 な 増 加 が

見 ら れ る 。 特 に 学 齢 児 童 に お い て は 、 5 ～ 9 歳 層 が

4 6 ポ イ ン ト 増 加 し 、 1 0 ～ 1 4 歳 層 で は 1 6 7 % と い う

顕 著 な 増 加 を 示 し て い る 。 そ の 中 で 、 学 齢 児 童 の

人 数 の 割 合 が 一 番 多 い の が や は り 中 国 籍 ・ 中 国 ル

ー ツ の 子 ど も で あ る （ 表  3）。 こ の よ う な 急 激 な 人

口 増 加 （ 図  8） は 、 西 区 に お け る 教 育 や 福 祉 サ ー ビ

ス 、 地 域 社 会 の 受 け 入 れ 体 制 な ど に 対 し 、 新 た な

課 題 を 提 起 し て い る と い え る 。 こ の 変 化 は 、 子 ど

も を 持 つ 外 国 人 世 帯 の 増 加 が 西 区 の 社 会 構 造 に 与

え る 影 響 を 示 唆 し て い る 。  

 

表  3  児 童 生 徒 の 推 移 （ 西 区 内 小 中 学 校 ）   （ 出 典 ： 大 阪 市
西 区 役 所 ）  
※  日 本 語 指 導 が 必 要 か ど う か は 問 わ な い 外 国 籍 お よ び ル ー

ツ の あ る 児 童 生 徒 数  

【 令 和 3 年 度 （ コ ロ ナ
禍 期 間 ） 】  

 

【 令 和 5 年 度 （ コ ロ ナ 禍 終 了 ） 】  

 小 学
校  

中 学
校  

 小 学
校  

増 加  
中 学
校  

増 加  

外 国 籍 児
童 生 徒  

1 0 2  3 4  
外 国 籍 児

童 生 徒  
1 4 3  40.2% 6 1  79.4% 

う ち 中 国
籍  

7 9  2 4  
う ち 中 国

籍  
1 0 9  38.0% 3 1  29.2% 

う ち 中 国
籍 以 外  

2 3  1 0  
う ち 中 国

籍 以 外  
3 4  47.8% 3 0  200.0% 

外 国 ル ー
ツ  

7 6  2 9  
外 国 ル ー

ツ  
1 2 0  57.9% 4 8  65.5% 
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2 . 3  存 在 す る 課 題  

大 阪 市 西 区 役 所 の 職 員 へ の ヒ ア リ ン グ に よ れ

ば 、 大 阪 市 の 各 小 中 学 校 で 外 国 籍 ・ 外 国 ル ー ツ の

子 ど も が 急 増 し て お り （ 図  8 参 照 8 ）、 そ れ に 伴 い

西 区 の 小 中 学 校 で も 外 国 籍 ・ 外 国 ル ー ツ の 児 童 生

徒 が 急 増 し て い る 。 そ の 中 で 中 国 籍 ・ 中 国 ル ー ツ

の 子 ど も の 人 数 が 一 番 多 い 。 ま た 、 子 ど も の ほ か

に は 、 保 護 者 が 日 本 語 、 英 語 に よ る 意 思 の 疎 通 が

で き な い た め 、 学 校 側 に 対 し て 大 き な 課 題 に な っ

て い る こ と が 分 か っ た 。 筆 者 は 西 区 で フ ィ ー ル ド

ワ ー ク を 行 な う な か で 、 日 本 語 指 導 の よ う な 支 援

施 策 が あ る が 、 実 際 の 実 施 や 教 育 現 場 に は ま だ

様 々 な 課 題 が あ る と 感 じ て い た 。 こ れ に よ り 、 筆

者 は 大 阪 市 西 区 の 各 公 立 小 中 学 校 に 巡 回 訪 問 し 、

中 国 籍 ・ 中 国 ル ー ツ の 子 ど も を 対 象 と し 、 学 習 サ

ポ ー タ ー や 保 護 者 へ の 連 絡 役 と い っ た 支 援 を 行 い

な が ら 、 学 校 現 場 で の 参 与 観 察 を 行 っ た 。  

学 校 現 場 で の 参 与 観 察 を 通 じ て 、 中 国 人 の 子 ど

も た ち が さ ま ざ ま な 課 題 に 直 面 し て い る こ と が 明

 
8  大 阪 市 西 区 の デ ー タ を 基 に 筆 者 が 作 成 。  

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

中学生 99 158 149 220 239 246 229 219 264 405

小学生 228 330 373 414 525 572 604 624 606 921

初期対応数 217 249 293 288 317 375 367 299 807 1001

228
330 373 414

525 572 604 624 606
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図  8  大 阪 市 全 体 の 日 本 語 指 導 が 必 要 な 児 童 生 徒 数 の 推 移    
（ 出 典 ： 大 阪 市 西 区 役 所 ）  
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ら か に な っ た 。 例 え ば 、 言 語 の 壁 が 原 因 で 、 い じ

め を 受 け た 後 も 教 師 に 相 談 で き ず に 我 慢 す る し か

な い 状 況 や 、 学 校 か ら 保 護 者 に 緊 急 連 絡 が あ っ た

場 合 で も 、 上 記 か ら す る と 、 保 護 者 が 日 本 語 や 英

語 を 話 せ な い た め に 保 護 者 と 円 滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン が 取 れ な い と い う 状 況 が あ る 。 ま た 、 子 ど

も が 心 理 的 な 問 題 を 抱 え て い て も 、 保 護 者 が 相 談

先 を 見 つ け ら れ ず 、 さ ら に 日 本 語 の 能 力 不 足 が 相

談 の 障 壁 と な る ケ ー ス も 存 在 す る 。 こ の よ う に 、

多 様 な 課 題 が 中 国 人 家 庭 の 学 校 生 活 や 子 ど も の 心

理 的 ・ 社 会 的 適 応 に 影 響 を 与 え て い る 。  

こ う し た 課 題 を 目 の 当 た り に す る 中 で 、 筆 者 は

中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 が ど の よ う な 理 由 で 、 ま

た ど の よ う な 動 機 を 持 っ て 子 ど も を 伴 い 日 本 と い

う 新 し い 環 境 へ 移 住 し た の か に つ い て 、 よ り 深 く

理 解 す る 必 要 性 を 感 じ る よ う に な っ た 。 こ の 問 い

は 、 移 住 家 庭 の 生 活 実 態 や 課 題 を 明 ら か に す る 上

で 重 要 な 出 発 点 と な る 。 移 住 理 由 を 考 察 す る 上

で 、 具 体 的 な 事 例 や 背 景 を 理 解 す る こ と が 不 可 欠

で あ り 、 大 阪 市 西 区 と い う 都 市 環 境 が そ の 重 要 な

対 象 と な る 。  

ま ず 、 大 阪 市 西 区 は 、 大 阪 都 心 部 に 位 置 し 、 交

通 利 便 性 の 高 さ や 高 層 タ ワ ー マ ン シ ョ ン の 集 中 に

よ り 、 若 年 子 育 て 世 帯 や 高 齢 世 帯 な ど 多 様 な 住 民

が 共 存 す る 都 市 構 造 を 持 つ 。 国 土 交 通 省 「 令 和 6

年 地 価 公 示 9 」 に よ れ ば 、 大 阪 市 内 の 住 宅 地 価 格 が

最 も 高 い 区 と し て 、 西 区 は 2 4 区 の 中 で 第 1 位 に 位

置 付 け ら れ て い る 。 一 方 で 、 子 育 て 世 帯 が 増 加

し 、 小 中 学 校 の 児 童 生 徒 数 や 子 育 て 相 談 件 数 の 増

 
9  土 地 ・ 不 動 産 ・ 建 設 業 ： 令 和 ６ 年 地 価 公 示  -  国 土 交 通

省 ， 2 0 2 4 ， ( 2 0 2 4 年 1 1 月 3 日 取 得 ，
h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / t o c h i _ f u d o u s a n _ k e n s e t s u g y o / t o c h i _ f

u d o u s a n _ k e n s e t s u g y o _ f r 4 _ 0 0 0 0 0 1 _ 0 0 1 9 4 . h t m l ) ．  
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加 が 見 ら れ る こ と か ら 、 高 所 得 層 と 子 育 て 世 帯 が

集 ま り や す い 地 域 で あ る 。 こ の よ う な 多 様 性 と 都

市 的 特 性 は 、 他 の 地 域 と は 異 な る 移 住 動 機 や 生 活

実 態 、 課 題 が 存 在 す る 可 能 性 が あ り 、 研 究 対 象 と

し て の 価 値 が あ る 。  

ま た 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 多 様 な 構 成

（ 単 身 、 若 年 夫 婦 、 子 育 て 世 帯 な ど ） は 、 西 区 の

都 市 的 特 徴 や 地 域 資 源 と の 関 連 性 を 考 察 す る う え

で 重 要 な 視 点 を 提 供 す る 。 住 宅 地 価 格 が 大 阪 市 内

で 最 も 高 い こ と か ら 、 こ の 地 域 に 住 む 住 民 は 一 定

以 上 の 収 入 が あ る と 推 測 さ れ る 。 ま た 、 西 区 は 子

育 て 世 帯 の 多 さ が 特 徴 で あ り 、 都 心 回 帰 の 影 響 で

タ ワ ー マ ン シ ョ ン の 建 設 が 進 み 、 ジ ェ ン ト リ フ ィ

ケ ー シ ョ ン が 進 行 し て い る 。 こ れ ら の 背 景 か ら 、

西 区 に 住 む 中 国 人 家 族 は 比 較 的 資 産 が 多 く 、 子 育

て を し な が ら 生 活 基 盤 を 築 い て い る 層 で あ る と 考

え ら れ る 。 こ う し た 都 市 的 文 脈 の 中 で 、 中 国 人 ニ

ュ ー カ マ ー 家 族 の 生 活 や 移 住 要 因 を 分 析 す る こ と

は 、 西 区 の 地 域 特 性 と 移 住 者 の 適 応 プ ロ セ ス を 理

解 す る う え で 有 意 義 で あ る こ と が 考 え ら れ る 。  

そ し て 、 大 阪 市 や 西 区 は 、 外 国 籍 住 民 を 対 象 と

し た 支 援 政 策 や 多 文 化 共 生 施 策 を 実 施 し て い る 1 0 。

こ れ ら の 施 策 が ニ ュ ー カ マ ー 家 庭 の 生 活 や 地 域 適

応 に 与 え る 影 響 を 分 析 す る こ と で 、 移 民 政 策 の 効

果 や 課 題 を 考 察 す る こ と が で き る 。  

『 西 区 将 来 ビ ジ ョ ン 』 に は 、「 誰 も が 誇 り に 思 え

る 西 区 」 を 建 設 す る と い う ビ ジ ョ ン が あ る が 、 区

の 施 策 に お い て は 、 外 国 籍 ・ 外 国 ル ー ツ の 住 民 を

住 民 の 一 部 と す る 支 援 は ま だ 不 十 分 で あ る 。 特 に

 
1 0  大 阪 市 ,  多 文 化 共 生 へ の 取 組 み ，（ 2 0 2 4 年 1 1 月 2 4 日 取

得 , h t t p s : / / w w w . c i t y . o s a k a . l g . j p / s h i s e i / c a t e g o r y / 3 0 5 4 - 1 - 2 -

2 1 - 3 - 1 - 0 - 0 - 0 - 0 . h t m l ? u t m _ s o u r c e = c h a t g p t . c o m ）  
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西 区 役 所 よ り 、 近 年 外 国 籍 ・ 外 国 ル ー ツ の 児 童 が

急 増 し 、 学 校 に は 大 き な 課 題 を も た ら し た こ と を

気 づ い た 。 ど の よ う に 外 国 籍 ・ 外 国 ル ー ツ の 住 民

が 西 区 の 支 援 を 受 け て 、 日 本 社 会 に 溶 け 込 む の

か 、 あ る い は 、 特 別 な 支 援 が な い ま ま 、 外 国 籍 ・

外 国 ル ー ツ の 住 民 が ホ ス ト 社 会 に 溶 け 込 ん で い く

の か と い う 過 程 は 、 調 査 す る 意 義 が あ る 。  

以 上 に よ り 、 大 阪 市 西 区 を 調 査 地 域 と し て 選 定

し た 。  
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第 3 章  研 究 対 象 と し た 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の

特 徴  

1  大 阪 市 西 区 に お け る 中 国 住 民 数 の 変 化   

令 和 1 年 か ら 6 年 の

各 年 の 9 月 時 点 の 『 住

民 基 本 台 帳 人 口 ・ 外 国

人 人 口 』 に よ り 、 大 阪

市 西 区 の 中 国 人 口 数 の

変 化 グ ラ フ を 作 成 し た

（ 図  9）。 グ ラ フ か ら

明 ら か な よ う に 、 令 和

1 年 か ら 令 和 6 年 に か

け て 、 中 国 人 住 民 数 は 増 加 傾 向 を 示 し て い る 。 特

に 令 和 5 年 か ら 令 和 6 年 の 間 で 顕 著 な 増 加 が 見 ら

れ 、 こ れ は 中 国 人 の 移 住 が 加 速 し て い る 可 能 性 を

示 唆 し て い る 。 一 方 で 、 令 和 2 年 か ら 令 和 4 年 の

間 で は 、 人 口 増 加 が 比 較 的 緩 や か で あ る こ と が 分

か り 、 こ の 時 期 の 背 景 と し て 、 パ ン デ ミ ッ ク

（ C O V I D - 1 9 ） の 影 響 や 、 移 民 ・ 留 学 生 に 対 す る 入

国 制 限 が 影 響 し て い る 可 能 性 が あ る 。 そ の 後 の 令

和 6 年 で の 大 幅 な 増 加 は 、 パ ン デ ミ ッ ク 後 の 規 制

緩 和 、 経 済 活 動 の 回 復 、 あ る い は 大 阪 市 西 区 が 新

た な 移 住 先 と し て の 魅 力 を 高 め て い る こ と が 関 係

し て い る と 考 え ら れ る 。  

大 阪 市 西 区 に 居 住 す る 中 国 人 住 民 は 、 図  7 に 示

さ れ る よ う に 、 主 に 「 永 住 者 」「 留 学 」「 技 術 ・ 人

文 知 識 ・ 国 際 業 務 」「 家 族 滞 在 」「 経 営 ・ 管 理 」 と

い っ た 在 留 資 格 を 持 っ て い る 。 特 に 「 家 族 滞 在 」

の 在 留 資 格 は 、 日 本 で 特 定 の 在 留 資 格 （ 例 ：「 技

術 ・ 人 文 知 識 ・ 国 際 業 務 」「 経 営 ・ 管 理 」 な ど ） を

持 つ 外 国 人 が 、 そ の 配 偶 者 や 子 ど も を 呼 び 寄 せ 、

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

R1 R2 R3 R4 R5 R6

図  9  大 阪 市 西 区 中 国 人 口 数 変 化

（ 令 和 1 年 か ら 6 年 ）  
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一 緒 に 生 活 す る た め に 与 え ら れ る も の で あ る 。 こ

の こ と か ら 、 西 区 で は 「 家 庭 」 単 位 で 移 住 し て い

る 中 国 人 家 庭 が 一 定 数 存 在 す る こ と が 明 ら か に な

っ た 。  

さ ら に 、 こ の よ う な 家 族 単 位 の 移 住 の 増 加 に 伴

い 、 表  3 が 示 す よ う に 、 日 本 語 指 導 が 必 要 な 中 国

籍 の 子 ど も の 数 が 増 加 し て い る 。 こ の 状 況 は 、 西

区 内 の 小 中 学 校 に お い て 、 言 語 教 育 や 多 文 化 共 生

の 取 り 組 み に お け る 課 題 を 一 層 深 刻 化 さ せ て お

り 、 教 育 現 場 に お け る 支 援 体 制 の 強 化 が 急 務 で あ

る こ と を 示 し て い る 。 こ れ に よ り 、 中 国 人 住 民 の

増 加 は 地 域 の 多 文 化 共 生 へ の 課 題 を 浮 き 彫 り に

し 、 地 域 社 会 と 教 育 機 関 の 対 応 が 求 め ら れ る 状 況

に あ る 。  

し か し 、 子 ど も た ち に と っ て 、 新 し い 国 や 環 境

に 適 応 す る こ と は 、 多 様 な ス ト レ ス 要 因 を 伴 う と

考 え ら れ る 。 そ の た め 、 保 護 者 が ど の よ う な 意 図

や 期 待 を 持 っ て 子 ど も を 日 本 に 連 れ て き た の か 、

ま た こ う し た 家 庭 が ど の よ う な 特 徴 を 持 つ の か に

つ い て 、 さ ら な る 探 求 が 必 要 で あ る と 判 断 し た 。  

そ こ で 、 西 区 役 所 の 協 力 を 得 て ア ン ケ ー ト 調 査

を 実 施 し 、 こ れ を も と に 表  1 に 示 し た 対 象 者 か ら

協 力 を 得 て 、 半 構 造 化 イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 。 本

章 か ら 、 ア ン ケ ー ト お よ び イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 結

果 に 基 づ き 、 こ れ ら の 保 護 者 お よ び 子 ど も た ち の

状 況 に つ い て 論 じ る 。  
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2  ア ン ケ ー ト に よ る 中 国 人 家 庭 の 特 徴  

ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 （ 表  4） に よ る と 、 回 答

言 語 と し て は 8 0 % 以 上 が 中 国 語 を 使 用 し て お り 、

回 答 者 の 約 6 割 が 女 性 、 す な わ ち 母 親 で あ る こ と

が 確 認 さ れ た 。 ま た 、 回 答 者 の 年 齢 層 は 3 0 代 か ら

4 0 代 に 集 中 し て お り 、 夫 婦 の 年 齢 差 が 5 歳 以 内 で

あ る 割 合 が 半 数 を 超 え て い た 。 こ れ は 、 夫 婦 間 で

共 通 す る 生 活 背 景 を 持 ち 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が

比 較 的 円 滑 に 進 ん で い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 さ

ら に 、 学 歴 に 関 し て は 、 回 答 者 の 6 割 以 上 が 大 学

卒 以 上 で あ り 、 高 学 歴 の 家 庭 が 多 い 傾 向 が 見 ら れ

た 。 ま た 、 回 答 者 の 家 庭 で は 子 ど も が 1 人 と 2 人

で あ る ケ ー ス が そ れ ぞ れ 約 半 数 ず つ を 占 め て い る

こ と が 明 ら か と な っ た 。  

次 に 、 来 日 時 期 に 関 す る 分 析 （ 図  1 0） で は 、

回答者本人(n=26*) その配偶者(n=24*)

アンケート使用言語

中国語 23 (88.46%)

日本語 3 (11.54%)

性別

男性 9 (34.62%) 16 (66.67%)

女性 17 (65.38%) 8 (33.33%)

年代別

20代 - - - -

30代 12 (46.15%) 9 (37.50%)

40代 13 (50.00%) 12 (50.00%)

50代 1 (3.85%) 2 (8.33%)

NA - - 1 (4.17%)

学歴

小学校あるいはその以下 - - - -

中学校（未卒業も含む） - - - -

高等学校（未卒業も含む） 1 (3.85%) 1 (4.17%)

専門学校（専修学校）・短期大学・高等専門学校　 6 (23.08%) 6 (25.00%)

大学 16 (61.54%) 13 (54.17%)

大学院－修士 2 (7.69%) 3 (12.50%)

大学院－博士 - - - -

NA 1 (3.85%) 1 (4.17%)

子ども数

1人 13 (50.00%)

2人 13 (50.00%)

*   n(%)

表  4  回 答 者 の 基 本 状 況  
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2 0 2 2 年 以 降 に 日 本 に 移 住 し た 家 庭 が 多 数 を 占 め て

お り 、 こ れ は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 流 行 時 期 お よ

び そ の 後 の 時 期 に 移 住 し て き た ケ ー ス が 多 い こ と

を 示 し て い る 。 ま た 、 日 本 移 住 前 の 長 期 滞 在 経 験

（ 図  1 1） に つ い て は 、 留 学 や 仕 事 な ど で 日 本 に 長

期 滞 在 し た こ と の あ る 家 庭 は 全 体 の 2 割 に と ど ま

り 、 残 り の 8 割 は 短 期 旅 行 も し く は 日 本 未 訪 問 の

家 庭 で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 日 本 に 移 住 す る 前

に 十 分 な 生 活 経 験 が な く 、 移 住 後 に 現 実 と 予 想 と

の ギ ャ ッ プ に 直 面 す る 可 能 性 が あ る と 推 測 さ れ

る 。  

 
 

ま た 、 調 査 の 結 果 に よ り （ 図  1 2 参 照 ）、「 家 族 滞

在 」 お よ び 「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ を 有 す る 人 の 割 合

が 高 い こ と が 明 ら か と な っ た 。 家 庭 の 視 点 か ら 見

れ ば 、「 経 営 ・ 管 理 」「 技 術 ・ 人 文 知 識 ・ 国 際 業

務 」「 高 度 専 門 職 」 ビ ザ を 取 得 し た 個 人 は 、 そ の 家

族 を 「 家 族 滞 在 」 ビ ザ で 日 本 に 呼 び 寄 せ る こ と が

可 能 で あ る 。 こ の た め 、 世 帯 内 の い ず れ か の 家 族

が 「 家 族 滞 在 」 ビ ザ を 保 有 し 、 他 の 家 族 が 上 記 い

ず れ か の 在 留 資 格 を 有 し て い る 場 合 、 そ の 世 帯 は

「 経 営 ・ 管 理 」「 技 術 ・ 人 文 知 識 ・ 国 際 業 務 」 ま た

は 「 高 度 専 門 職 」 ビ ザ を 持 つ 家 庭 と 分 類 で き る 。  
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図  1 0  回 答 者 の 来 日 時 点
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図  1 1  来 日 経 験  
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図  1 3 に よ り 、 夫 婦 の い ず れ か 一 方 が 「 家 族 滞

在 」 ビ ザ で は な く 、「 経 営 ・ 管 理 」「 技 術 ・ 人 文 知

識 ・ 国 際 業 務 」 ま た は 「 高 度 専 門 職 」 の い ず れ

か 、 ま た は そ れ ぞ れ 異 な る 在 留 資 格 を 保 有 し て い

る ケ ー ス が 見 ら れ た 。 特 に 「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ の

取 得 要 件 と し て 、「 常 勤 職 員 2 名 以 上 の 雇 用 」 ま た

は 「 資 本 金 5 0 0 万 円 以 上 の 事 業 規 模 」 を 満 た す 必

要 が あ る 。 こ の た め 、「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ で 新 規 入

国 す る 外 国 人 は 、 一 定 の 資 産 を 有 し て い る と 推 測

さ れ る 。 よ っ て 、 夫 婦 の う ち 1 人 が 「 経 営 ・ 管

理 」 ビ ザ を 取 得 し て い る 場 合 、 そ の 家 庭 は 「 経

営 ・ 管 理 」 ビ ザ を 基 盤 と す る 世 帯 と 分 類 で き る 。

こ れ に よ り 、 調 査 対 象 家 庭 の 約 7 割 が 「 経 営 ・ 管

理 」 ビ ザ を 保 有 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。

こ れ に よ り 、「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ は 中 国 人 ニ ュ ー カ

マ ー 家 族 が 日 本 に 移 住 す る 主 要 な 在 留 資 格 と な っ

て い る こ と が 分 か っ た 。  
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図  12 本 人 ・ 配 偶 者 の 在 留 資 格 
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図 13 家庭単位の在留資格 (N=26) 
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回 答 者 で あ る 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 在 留 資

格 分 布 に つ い て は 、 子 ど も の 居 住 地 や 生 活 環 境 が

主 に 親 の 意 思 や 選 択 に 依 存 し て い る 点 を 考 慮 し 、

夫 婦 2 人 の 在 留 資 格 を 合 計 し た デ ー タ 、 す な わ ち

「 親 」 ま た は 「 成 人 」 の 在 留 資 格 に 焦 点 を 当 て た

分 析 を 行 い 、 図  1 4 に 示 し た 。  

さ ら に 、 子 ど も の 在 留 資 格 も 分 析 対 象 に 加 え た

と こ ろ 、 日 本 国 籍 を 持 つ 子 ど も は 4 人 で あ り 、 そ

れ 以 外 の 子 ど も は 「 家 族 滞 在 」 ビ ザ に 基 づ い て 日

本 に 滞 在 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 。 こ の 結 果 を

踏 ま え 、 子 ど も を 「 家 族 滞 在 」 ビ ザ の 項 目 に 含 め

て 再 分 析 を 行 い 、 そ の 結 果 を 図  1 5 に 示 し た 。  

中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 在 留 資 格 分 布 に つ い

て 、 本 人 ・ 配 偶 者 （ 図  1 4）、 子 ど も を 含 む 家 族 単

位 （ 図  1 5 ）、 お よ び 大 阪 市 西 区 全 体 の 在 留 中 国 人

（ 図  7） と 比 較 す る こ と で 、 い く つ か の 特 徴 が 明

ら か に な っ た 。  

ま ず 、「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ の 割 合 に 注 目 す る と 、

本 人 と 配 偶 者 の み の 分 布 （ 図  1 4） で は 3 8 % を 占 め

て お り 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 に お い て 経 済 活

動 を 目 的 と し た 滞 在 が 重 要 な 位 置 を 占 め て い る こ

と が 分 か る 。 し か し 、 子 ど も を 含 む 家 族 単 位 の 在

留 資 格 分 布 （ 図  1 5） で は 、「 経 営 ・ 管 理 」 の 割 合
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図 14 本人と配偶者の在留資格分布  (N=50) 
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図 15 中国人ニューカマー家族の在留資格分布(N=89) 
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は 2 1 % に 減 少 す る 。 一 方 、 大 阪 市 西 区 全 体 の 在 留

資 格 分 布 （ 図  7） で は 「 経 営 ・ 管 理 」 は 8 % に と ど

ま っ て お り 、 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 が 他 の 在 留 者 層 に

比 べ て 経 済 活 動 層 と す る こ と が 顕 著 で あ る こ と を

示 し て い る 。  

次 に 、「 家 族 滞 在 」 ビ ザ の 割 合 を 分 析 す る と 、 本

人 と 配 偶 者 の み の 分 布 （ 図  1 4） で は 3 8 % で あ る

が 、 子 ど も を 含 め た 場 合 （ 図  1 5） に は 6 1 % へ と 大

幅 に 増 加 し て い る 。 こ の 結 果 は 、 中 国 人 ニ ュ ー カ

マ ー 家 族 が 家 族 単 位 で の 移 住 形 態 を 取 っ て お り 、

子 ど も の 滞 在 資 格 が 「 家 族 滞 在 」 に 依 存 し て い る

こ と を 示 し て い る 。 一 方 、 大 阪 市 西 区 全 体 （ 図  

7） で は 「 家 族 滞 在 」 の 割 合 は 1 4 % に と ど ま っ て お

り 、 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 特 徴 が 、 従 来 か ら の 在 留

者 層 と 異 な る こ と が 浮 き 彫 り に な っ た 。  

さ ら に 、「 永 住 者 」 お よ び 「 特 別 永 住 者 」 の 割 合

の 比 較 か ら 、 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 に は 永 住 資 格 を 持

つ 者 が 極 め て 少 な い こ と が 分 か る 。 本 人 と 配 偶 者

（ 図  1 4） お よ び 子 ど も を 含 む 分 布 （ 図  1 5 ） に お

け る 「 永 住 者 」 の 割 合 は そ れ ぞ れ 2 % 、 1 % で あ る の

に 対 し 、 西 区 全 体 （ 図  7） で は 3 3 % を 占 め て い

る 。 こ の 差 異 は 、 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 が 短 期 的 な 滞

在 形 態 を 中 心 と し 、 長 期 定 住 に は 至 っ て い な い 現

状 を 反 映 し て い る と 考 え ら れ る 。  

最 後 に 、「 留 学 」 ビ ザ に つ い て は 、 ニ ュ ー カ マ ー

家 族 （ 図  1 4・ 図  1 5） で は 該 当 者 が い な い 一 方

で 、 西 区 全 体 （ 図  7） で は 1 6 % を 占 め て い る 。 こ

れ に よ り 、 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 大 人 は 教 育 目 的 で

は な く 、 主 に 家 族 単 位 の 移 住 や 経 済 活 動 を 目 的 と

し て 来 日 し て い る こ と が 示 さ れ る 。  

以 上 の 比 較 か ら 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 在

留 資 格 の 特 徴 と し て 、 家 族 単 位 で の 滞 在 が 「 経
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営 ・ 管 理 」 ビ ザ に 基 づ い て い る こ と が 挙 げ ら れ

る 。 具 体 的 に は 、 家 族 内 に 「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ を

持 つ 者 が い る 場 合 、 そ の 配 偶 者 や 子 ど も は 「 家 族

滞 在 」 ビ ザ を 取 得 し 、 日 本 で の 生 活 が 可 能 と な る

現 状 が 示 さ れ て い る 。 さ ら に 長 期 的 な 定 住 （ 永

住 ） や 留 学 目 的 の 滞 在 は 少 な い こ と が 明 ら か と な

っ た 。  

さ ら に 、 こ う し た 家 庭 に お い て は 、 日 本 語 能 力

が 極 め て 重 要 な 要 素 と な っ て い る 。 学 校 側 か ら 見

る と 、 保 護 者 が 日 本 語 を 十 分 に 理 解 で き な い 場

合 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 困 難 と な り 、 学 校 か ら

の 連 絡 事 項 が 適 切 に 伝 わ っ て い る か ど う か の 確 認

が 難 し く な る 。 ま た 、 緊 急 時 の 連 絡 に お い て も 言

語 の 壁 が 障 害 と な り 、 円 滑 な 対 応 が 困 難 で あ る こ

と が 課 題 と し て 浮 き 彫 り と な っ た 。 こ の よ う な 背

景 を 踏 ま え 、 本 ア ン ケ ー ト 調 査 は 、 保 護 者 の 日 本

語 能 力 に つ い て も 質 問 を 行 っ た 。  

図  1 6 の 結 果 に よ り 、 全 体 的 に 見 る と 、 日 本 語 能

力 が 「 ま あ ま あ で き る 」 か ら 「 あ ま り で き な い 」

層 に 集 中 し て お

り 、 と り わ け 「 あ

ま り で き な い 」 層

が 多 い こ と が わ か

っ た 。 ま た デ ー タ

に 基 づ く と 、 日 本

語 資 格 を 有 す る 回

答 者 は 全 体 の 2 割

に 過 ぎ な い こ と が

明 ら か と な っ て お

り 、 大 多 数 の 家 庭

で は 日 本 語 能 力 が 限 定 的 で あ る こ と が 分 か っ た 。  

以 上 の ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ

ほぼ完全に

できる

わりとでき

る

（専門用語

などできな

い）

まあまあで

きる

（日常会話

ができる）

あまりでき

ない

（挨拶しか

できない）

まったくで

きない
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図  1 6  保 護 者 の 日 本 語 能 力  
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ー 家 族 の 特 徴 と し て 、 以 下 の 傾 向 が 見 ら れ た 。 回

答 者 の 家 庭 で は 、 2 0 2 2 年 以 降 「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ

で 来 日 し 、 親 の 年 齢 が 3 0 代 か ら 4 0 代 に 集 中 し 、

高 学 歴 で あ る こ と が 多 い が 、 日 本 語 能 力 が 不 十 分

で あ る 。 ま た 、 日 本 で の 長 期 的 な 居 住 経 験 が な い

一 方 で 、 一 定 の 資 産 を 有 し て い る こ と が 確 認 さ れ

た 。 こ れ ら の 要 素 は 、 大 阪 市 西 区 に 在 住 し て い る

中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 共 通 し た 属 性 と し て 考

え ら れ る 。  
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第 4 章  中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 移 住 の 理 由 分 析  

本 研 究 で は 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 が 日 本 に

移 住 し て く る 理 由 に つ い て 考 察 し 、 特 に 日 本 語 能

力 が 十 分 で は な い 保 護 者 と 子 ど も に 絞 る 。 こ の よ

う な 家 庭 は 、 前 章 の 通 り 日 本 社 会 へ の 接 触 経 験 が

乏 し く 、 日 本 語 を ほ と ん ど 理 解 し な い ま ま 移 住 し

て い る 場 合 が 多 い 。 こ れ に よ り 、 な ぜ そ の よ う な

家 庭 が 日 本 へ の 移 住 を 選 択 す る の か と い う 問 い を

よ り 一 層 興 味 深 い も の と し て 浮 か び 上 が ら せ る 。

そ こ で 本 章 は 、 彼 ら の 移 住 理 由 や 、 子 ど も を 伴 う

移 住 の 理 由 を 解 明 す る こ と を 目 的 と す る 。  

研 究 の 方 法 と し て は 、 ア ン ケ ー ト 調 査 と イ ン タ

ビ ュ ー 調 査 を 実 施 し 、 こ れ ら の 手 法 を 組 み 合 わ せ

て 分 析 を 行 っ た 。 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 で は 、 以 下 の

項 目 に つ い て 質 問 を 行 っ た （ 詳 細 は 付 録 2 参 照 ）：

日 本 へ の 移 住 理 由 、 移 住 に お け る 子 ど も の 影 響

度 、 移 住 前 後 の 生 活 の ギ ャ ッ プ 、 こ の 地 域 を 選 択

し た 理 由 、 将 来 の 計 画 な ど で あ る 。  

こ れ ら の 調 査 を 通 じ て 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家

族 が 移 住 を 選 択 す る 背 景 と 、 子 ど も を 含 め た 家 族

全 体 が 移 住 に ど の よ う な 影 響 を 受 け る の か を 明 ら

か に す る こ と を 目 指 す 。  

1  ア ン ケ ー ト に よ る 移 住 理 由  

近 年 の 社 会 的 状 況 を 背 景 に 、 本 研 究 で は 大 阪 市

西 区 に 居 住 す る 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 を 対 象 と

し て 、 移 住 の 理 由 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。 本 調 査

に お い て は 、 ア ン ケ ー ト の 設 問 と し て 「 Q 2 5 .  あ な

た が 来 日 し た 理 由 を 教 え て く だ さ い 。」 お よ び

「 Q 2 6 .  お 子 さ ま も 一 緒 に 来 日 し た 理 由 を 教 え て く

だ さ い 。」 を 設 定 し 、 移 住 家 族 の 移 住 動 機 を マ ク ロ
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的 に 把 握 す る こ と を 目 指 し た 。 収 集 し た デ ー タ の

結 果 は 、 図  1 7 お よ び 図  1 8 に 示 さ れ て い る 通 り で

あ る 。  

1 . 1  移 住 理 由 の 基 本 情 況  

ア ン ケ ー ト で は ま ず 、「 あ な た が 来 日 し た 理 由 を

教 え て く だ さ い 」 と い う 質 問 項 目 を 設 け た 。 そ の

結 果 、 図  1 7 に 示 す よ う に 、 仕 事 関 係 （ 日 本 で 起 業

す る た め ） が 最 も 多 く 、 次 い で 教 育 関 係 （ お 子 さ

ま の た め 、 日 本 で よ り 育 て ら れ る か ら ） が 目 立 つ

結 果 で あ る 。 家 庭 関 係 に 関 連 す る 理 由 （「 日 本 に い

た 家 族 の 誘 い 」「 日 本 に い た 友 人 の 誘 い 」「 日 本 人

と 結 婚 し た か ら 」） は 合 計 し て も 少 な く 、 家 族 ・ 友

人 の つ な が り を 理 由 と す る 移 住 は 主 要 な 動 機 と は

言 え な い 。 仕 事 関 係 （ 転 勤 ） も 少 数 な が ら 存 在 し

て お り 、 雇 用 や 転 勤 に 伴 う 移 動 も 一 部 で 見 ら れ

る 。  

日 本 へ の 移 住 理 由 は 、 経 済 的 ・ 教 育 的 な 機 会 の

追 求 が 大 き な 割 合 を 占 め て お り 、 特 に 日 本 で の 起

業 が ト ッ プ で あ る こ と か ら 、 移 住 者 が 日 本 の ビ ジ

ネ ス 環 境 に 期 待 し て い る こ と が 考 え ら れ る 。 家 族

や 友 人 関 係 を 基 盤 と す る 移 住 よ り も 、 個 人 ま た は

家 族 単 位 で の 計 画 的 な 移 住 が 多 い 可 能 性 が あ る 。  

0 5 10 15

家庭関係（日本にいた家族の誘い）

家庭関係（日本にいた友人の誘い）

家庭関係（日本人と結婚したから）

仕事関係（転勤）

仕事関係（日本で起業するから）

教育関係（お子さまのため、日本でより育て…

教育関係（本人が日本に進学するため）

個人関係（母国で生活するのが苦しいから）

その他

図  1 7  来 日 理 由  
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ま た 、 次 に 「 お 子 さ ま も 一 緒 に 来 日 し た 理 由 を

教 え て く だ さ い 」 と い う 質 問 項 目 を 設 け 、 子 ど も

を 日 本 に 連 れ て く る 理 由 に つ い て 把 握 す る こ と を

目 的 と し た 。 図  1 8 に 示 さ れ た 結 果 か ら は 、 日 本 の

教 育 環 境 が 母 国 よ り 優 れ て い る た め が 圧 倒 的 に 多

く 、 教 育 的 な 理 由 が 移 住 理 由 に お い て 極 め て 重 要

で あ る こ と が わ か っ た 。 親 が 日 本 に 来 る 必 要 が あ

る た め 、 子 ど も の 成 長 を 見 逃 し た く な い か ら と い

う 理 由 は 前 者 の 半 分 よ り 少 な い 。 よ っ て 、 教 育 を

目 的 と し た 移 住 が 家 族 全 体 の 来 日 理 由 を 強 く 支 え

て い る と 考 え ら れ る 。 特 に 日 本 の 教 育 環 境 へ の 信

頼 が 、 移 住 に お い て 重 要 な 動 機 で あ る こ と が 明 確

で あ る 。 一 方 で 、 家 族 の 一 体 感 や 成 長 を 見 守 り た

い と い う 動 機 も 一 定 数 存 在 し て お り 、 こ れ は 移 住

が 単 な る 経 済 的 ・ 教 育 的 理 由 に と ど ま ら ず 、 感 情

的 な 側 面 も 含 む こ と を 示 し て い る 。  

1 . 2  多 重 対 応 分 析 （ M C A ） に よ り 分 析  

ア ン ケ ー ト の 結 果 に よ り 、 人 々 の 意 思 決 定 （ 来

日 や 家 族 と の 移 動 ） は 、 社 会 的 、 経 済 的 、 家 庭 的

な 要 因 に 影 響 さ れ る と 考 え ら れ る 。 そ の た め 、 来

日 動 機 （ Q 2 5 ） や 子 ど も を 連 れ て 来 た 動 機 （ Q 2 6 ）

が ど の よ う な 属 性 （ 年 齢 、 学 歴 、 収 入 な ど ） の 変

0 5 10 15 20

あなたあるいは配偶者は仕事などの理由で日本に来る

必要があり、お子さまの成長を見逃したくないから

日本の教育環境が母国より優れるため

その他

図  1 8  子 ど も も 一 緒 に 来 日 す る 理 由  
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数 と 関 連 し て い る か を 探 る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、

複 数 カ テ ゴ リ ー 変 数 の 変 数 間 の 関 係 を 一 度 に 分 析

し 、 カ テ ゴ リ デ ー タ 間 の パ タ ー ン や 関 係 性 を 視 覚

的 に 明 ら か に す る た め 、 多 重 対 応 分 析 （ M C A ） を

使 っ た 。  

M C A を 実 施 す る こ と で 、 来 日 動 機 の 多 様 性 を 把

握 し 、 ど の よ う な 属 性 （ 年 齢 、 学 歴 、 収 入 な ど ）

が 関 連 し て い る か を 明 確 に す る こ と が 可 能 で あ

る 。 ま た 、 家 族 や 子 ど も を 連 れ て 来 る 動 機 に つ い

て も 、 経 済 的 要 因 だ け で な く 文 化 や 教 育 の 要 因 が

関 連 し て い る か を 検 討 で き 、 資 産 や 収 入 に 関 係 な

く 家 族 や 教 育 の 価 値 観 が 重 要 な 要 素 で あ る 可 能 性

が あ る 。 加 え て 、 M C A の 結 果 を 基 に 回 答 者 や そ の

家 族 を グ ル ー プ 化 す る こ と で 、 具 体 的 な 特 性 を 持

つ セ グ メ ン ト を 明 確 化 し 、 個 別 の 特 徴 に 対 応 し た

分 析 が 可 能 に な る 。  

以 上 に よ り 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 来 日 動

機 お よ び 子 ど も を 連 れ て 来 た 動 機 に 関 連 す る 背 景

要 因 を 明 ら か に す る た め 、 分 析 の 対 象 と し て 、 回

答 者 本 人 の 年 齢 、 性 別 、 学 歴 、 在 留 資 格 、 配 偶 者

の 年 齢 、 性 別 、 学 歴 、 在 留 資 格 、 家 庭 収 入 、 家 庭

資 産 の 1 0 つ の 変 数 を 選 択 し 、 さ ら に 来 日 動 機

（ Q 2 5 ） お よ び 子 ど も を 連 れ て 来 た 動 機 （ Q 2 6 ） を

補 助 変 数 と し て 、 そ の よ う な 変 数 の 間 の 関 係 を 検

討 し た （ 図  1 9）。 こ れ ら の 変 数 は 、 個 人 の 社 会

的 ・ 経 済 的 ・ 家 庭 的 背 景 を 包 括 的 に 反 映 す る も の

と し て 設 定 し た 。 こ こ で は 、 M C A の 第 1 軸 （ D i m  

1 ） と 第 2 軸 （ D i m  2 ） を 主 成 分 と し て 採 用 し 、 そ

れ ぞ れ が 1 2 . 2 6 % と 1 1 . 2 1 % の デ ー タ 分 散 を 説 明 し て

い る 。 こ の 2 つ の 軸 を 合 わ せ る こ と で 、 全 体 の 約

2 3 . 4 7 % の 情 報 が カ バ ー さ れ て い る 。  

分 析 の 結 果 、 水 平 方 向 に 広 が る 軸 （ D i m  1 ） は 、
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主 に 「 職 業 ・ 経 済 的 背 景 」 と 「 家 庭 ・ 教 育 的 要
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因 」 の 対 立 を 反 映 し て い る と 考 え ら れ る 。 左 側 に

は 「 技 術 ・ 人 文 知 識 ・ 国 際 業 務 」 や 「 経 営 ・ 管

理 」 な ど の 在 留 資 格 が あ り 、 家 庭 収 入 や 資 産 が 豊

か な 層 が 位 置 し て い る 。 一 方 、 右 側 に は 「 家 庭 関

係 」 や 「 日 本 に い た 家 族 の 誘 い 」「 理 由 が わ か ら な

い 」 な ど 、 背 景 を 直 接 に 説 明 で き な い 変 数 が 分 布

し て い る 。 そ し て 、 垂 直 方 向 の 軸 （ D i m  2 ） は 、 在

留 資 格 の 違 い を 反 映 し て い る と 考 え ら れ る 。 上 部

に は 「 永 住 者 ・ 特 別 永 住 者 」「 企 業 内 転 勤 」 な ど 、

非 「 経 営 ・ 管 理 」 の 在 留 資 格 が 中 心 で 、 保 護 者 非

主 観 的 な 移 住 が 多 い こ と を 判 断 し て い る 。 下 部 に

は 、「 経 営 ・ 管 理 」 の 在 留 資 格 を 持 つ 移 住 者 が 見 ら

れ る 。  

赤 い ラ ベ ル （ 変 数 ） は 、 家 庭 の 基 本 背 景 を 示 し

て お り 、 そ れ ぞ れ の 変 数 が ど の よ う に 分 布 し て い

る か を 視 覚 的 に 確 認 で き る 。 青 い ラ ベ ル は サ ン プ

ル I D で 、 黒 い ラ ベ ル は 補 助 変 数 の 来 日 理 由 と 子 ど

も 連 れ の 来 日 理 由 を 示 し て い る 。  

し か し 、 こ の 図 で は 、 第 １ 次 元 と 第 ２ 次 元 で 全

体 の 分 散 の 約 2 3 . 5 % を 説 明 し て い る 。。 サ ン プ ル が

特 定 の 変 数 （ 赤 い ラ ベ ル ） 付 近 に 位 置 し て い る 場

合 、 そ の サ ン プ ル は 該 当 す る 変 数 （ 属 性 ） に よ っ

て 差 別 化 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 I D  2 2

は 「 家 庭 資 産 （ 1 2 0 0 万 ～ 3 0 0 0 万 円 ）」 や 「 5 0 - 5 9

歳 」 と 関 連 が 強 く 、 他 の サ ン プ ル か ら 差 別 化 さ れ

て い る 可 能 性 が 高 い 。 一 方 で 、 中 央 付 近 に サ ン プ

ル が 密 集 し て い て 、 多 く の サ ン プ ル が 「 平 均 的 」

な 特 徴 を 持 ち 、 明 確 に 差 別 化 さ れ て い な い 。 言 い

換 え れ ば 、 こ れ ら の 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 で は

大 部 分 に は 一 定 の 共 通 点 が あ る と 考 え て い る 。  

ま た 、 補 助 変 数 （ 黒 い ラ ベ ル ） 付 近 に 位 置 す る

サ ン プ ル は 、 そ の 補 助 変 数 に よ っ て 部 分 的 に 差 別
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化 さ れ て い る と 考 え ら れ 、「 日 本 の 教 育 が 良 い た

め 」 と い う 補 助 変 数 に 近 い サ ン プ ル は 、 教 育 目 的

が 移 住 理 由 で あ る と い う 特 徴 を 持 つ 可 能 性 が 高

い 。  

本 プ ロ ッ ト で は 、 ク ラ ス タ ー （ グ ル ー プ ） の 分

布 が 目 視 で 直 感 的 に 分 類 し に く い た め 、 k - 平 均 法

（k-means）を 用 い て サ ン プ ル を グ ル ー プ に 分 け た 。  

k - 平 均 法 は 、 M C A の 結 果 か ら 得 ら れ る D i m 1 お よ び

D i m 2 の 数 値 型 の 主 軸 座 標 を 基 に 、 サ ン プ ル 間 の 類

似 性 を 計 算 し て グ ル ー プ を 形 成 す る 手 法 で あ る 。  

よ っ て 、 そ れ ぞ れ ク ラ ス タ ー の 特 徴 は 以 下 の よ

う に ：  

ク ラ ス タ ー 1 （ I D ： 1 、 2 、 5 、 6 、 7 、 8 、 9 、 1 1 、

1 4 、 1 7 、 1 9 、 2 3 、 2 6 ）： こ の ク ラ ス タ ー に 属 す る 点

は 、 図 の 中 央 か ら や や 下 部 に 分 布 し て お り 、 多 数

の 変 数 が 密 集 す る 領 域 に 位 置 し て い る 。 こ れ ら の

サ ン プ ル は 、 調 査 対 象 全 体 に お い て 一 般 的 に 見 ら

れ る 要 素 と 関 連 し て お り 、 比 較 的 普 遍 的 な 特 徴 を

有 す る 。 こ の ク ラ ス タ ー は 、 調 査 対 象 者 の 「 多 数

派 」 を 代 表 す る 群 と 解 釈 さ れ る 。  

ク ラ ス タ ー 2 （ I D ： 3 、 4 、 1 0 、 1 2 、 1 3 、 1 5 、 1 6 、

2 0 、 2 1 、 2 2 、 2 4 ）： こ の ク ラ ス タ ー に 属 す る 点 は 、

図 の 左 上 に 位 置 し て お り 、 他 の 点 が 密 集 す る 主 集

団 か ら 離 れ た 領 域 に 分 布 し て い る こ と が 特 徴 で あ

る 。 こ の 分 布 は 、 調 査 対 象 者 の 中 で 、 家 庭 や 個 人

が 有 す る 非 普 遍 的 な 特 徴 、 例 え ば 中 高 年 層 や 特 定

の 属 性 に 関 連 す る 要 因 を 反 映 し て い る 可 能 性 が あ

る 。 こ の ク ラ ス タ ー は 、 調 査 対 象 者 の 中 で 「 非 普

遍 的 な 特 性 」 を 有 す る 群 と 解 釈 さ れ る 。  

ク ラ ス タ ー 3 （ I D ： 1 8 、 2 5 ）： こ の ク ラ ス タ ー に

属 す る 点 は 、 図 の 右 上 に 位 置 し 、 欠 測 値 に 対 応 す

る 変 数 と 近 い 位 置 に 分 布 し て い る こ と が 特 徴 で あ
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る 。 そ の た め 、 こ れ ら の サ ン プ ル に つ い て は 本 分

析 に お い て 明 確 な 特 徴 を 把 握 す る こ と が 難 し い 。

こ の ク ラ ス タ ー の 特 性 は 、 暫 定 的 に 「 未 知 」 と 解

釈 さ れ る 。  

1 . 3  ま と め  

以 上 の ア ン ケ ー ト の 分 析 を 通 じ て 、 以 下 の 知 見

が 得 ら れ た 。  

日 本 へ の 移 住 理 由 に つ い て 分 析 し た 結 果 、 最 も

多 い 理 由 は 「 仕 事 関 係 （ 日 本 で 起 業 す る た め ）」 で

あ り 、 次 い で 「 教 育 関 係 （ 子 ど も の た め 、 日 本 で

よ り 良 い 環 境 で 育 て ら れ る か ら ）」 で あ る こ と が 明

ら か に な っ た 。 一 方 で 、「 家 庭 関 係 」 に 関 連 す る 移

住 理 由 （ 例 ：「 日 本 に い る 家 族 か ら の 呼 び 寄 せ 」

「 日 本 に い る 友 人 の 誘 い 」「 日 本 人 と の 結 婚 」） は

比 較 的 少 な い 傾 向 が 見 ら れ る 。 こ れ は 、 オ ー ル ド

カ マ ー や 改 革 開 放 期 に お け る 「 家 族 の 呼 び 寄 せ 」

が 主 要 な 移 住 理 由 と な っ て い た 時 代 と の 大 き な 違

い で あ る 。  

さ ら に 、 分 析 対 象 の 家 族 全 員 が 子 ど も を 有 し て

お り 、 特 に 「 日 本 の 教 育 が 中 国 と 比 較 し て よ り 良

い 」 と い う 認 識 を 持 つ 家 庭 が 半 数 以 上 に 上 る こ と

が 確 認 さ れ た 。 こ の こ と か ら 、「 子 ど も 」 が 移 住 の

決 断 に お い て 重 要 な 要 因 で あ る こ と が 考 え ら れ

る 。  

ま た 、 本 研 究 の 対 象 で は 、 M C A 分 析 に よ り 、 対

象 者 の 間 で は 共 通 点 が 多 い が 、 そ の 中 で 相 違 点 も

が あ る こ と が わ か っ た 。 よ っ て 、 さ ら に 調 査 者 の

考 え 方 や ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 把 握 す る た め 、 イ ン

タ ビ ュ ー 調 査 が 必 要 で あ る 。  
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2  イ ン タ ビ ュ ー に よ る 移 住 理 由 の 分 析  

以 上 を 踏 ま え 、 筆 者 は こ う し た 家 族 が 実 際 に 何

を 目 的 と し て 日 本 へ 移 住 し た の か を よ り 深 く 理 解

す る た め 、 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 実 施 し た 。 前 文 で

は 対 象 者 に 対 し て 多 重 対 応 分 析 （ M C A ） を 実 施

し 、 そ の 結 果 を 基 に K - 平 均 法 （ K - m e a n s 法 ） に よ

る ク ラ ス タ リ ン グ を 行 っ た 。 さ ら に 、 得 ら れ た 分

析 結 果 を 各 イ ン タ ビ ュ ー 対 象 者 に 対 応 さ せ た 。 そ

の 結 果 、 ク ラ ス タ ー 3 に 分 類 さ れ る 対 象 者 は 確 認 さ

れ ず 、 対 象 者 は ク ラ ス タ ー 1 （ K 1 、 K 2 、 K 1 1 、

K 1 4 、 K 2 6 ） お よ び ク ラ ス タ ー 2 （ K 4 、 K 1 0 、 K 1 3 、

K 2 0 ） 1 1 に 分 類 さ れ た 。 ア ン ケ ー ト に は 参 加 せ ず 、

フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 通 じ て イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に 協

力 し た 対 象 者 （ K 8 8 ） を 「 そ の 他 」 の グ ル ー プ に 入

れ て い る 。  

こ れ ら 3 つ の グ ル ー プ に 基 づ き 、 イ ン タ ビ ュ ー

結 果 を 整 理 す る こ と で 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族

の 日 本 へ の 移 住 理 由 お よ び 子 ど も 連 れ の 移 住 理 由

を よ り 詳 細 に 理 解 す る こ と を 試 み た 。  

2 . 1  グ ル ー プ １ ― ― ク ラ ス タ ー １ ：「 多 数 派 」 を 代

表 す る 家 族  

こ の グ ル ー プ に 属 す る 5 名 の 対 象 者 は 、 全 員 女

性 で あ り 、「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ で 日 本 に 移 住 し て い

る 。 年 齢 層 は 3 0 代 が 1 名 、 4 0 代 が 4 名 で あ り 、 学

歴 は 専 門 学 校 卒 が 1 名 、 大 学 卒 が 3 名 、 修 士 課 程

修 了 者 が 1 名 と い う 分 布 を 示 し て い る 。 ま た 、 そ

の 中 で は 、 4 名 の 居 住 形 態 は 賃 貸 マ ン シ ョ ン で 、 1

名 が 持 家 （ 分 譲 マ ン シ ョ ン ） で あ る 。 家 庭 の 月 収

 
1 1  読 み や す く す る た め に 、 各 イ ン タ ビ ュ ー 対 象 者 の I D の

前 に 「 K 」 と い う ロ ー マ 字 を 加 え 、 ア ン ケ ー ト I D の 上 に

配 置 す る 。  
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（ 欠 損 値 を 除 く ） は 4 0 万 円 か ら 6 0 万 円 の 範 囲 に

集 中 し て お り 、 家 庭 資 産 に つ い て は 2 名 が 1 億 円

以 上 の 資 産 を 保 有 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 。  

Q 2 5 （ 来 日 理 由 ） に お け る 選 択 肢 の 回 答 結 果 で

は 、「 仕 事 関 係 （ 日 本 で 起 業 し た い ）」 を 理 由 と し

た 者 が 1 名 、「 教 育 関 係 （ お 子 さ ま の た め 、 日 本 で

よ り 良 い 環 境 で 育 て ら れ る ）」 を 理 由 と し た 者 が 2

名 、「 教 育 関 係 （ 本 人 が 日 本 に 進 学 す る た め ）」 を

理 由 と し た 者 が 1 名 、「 個 人 関 係 （ 母 国 で の 生 活 が

困 難 な た め ）」 を 理 由 と し た 者 が 1 名 で あ っ た 。 ま

た 、 Q 2 6 （ 子 ど も を 日 本 に 連 れ て く る 理 由 ） に つ い

て は 、 全 員 が 「 日 本 の 教 育 環 境 が 母 国 よ り 優 れ て

い る た め 」 を 選 択 し て お り 、 子 ど も の 教 育 環 境 が

子 ど も 連 れ の 移 住 の 主 要 な 動 機 と な っ て い る こ と

が わ か っ た 。  

 

K 1 の 家 庭 で は 、 日 本 へ の 移 住 を 決 定 す る に あ た

り 、 約 1 年 間 に わ た る 家 庭 内 で の 議 論 と 検 討 が 行

わ れ た 。 夫 は 事 前 に 日 本 を 訪 問 し 、 生 活 環 境 や 教

育 制 度 な ど 各 方 面 に お い て 納 得 で き る 条 件 が 揃 っ

て い る と 判 断 し た 。 移 住 の 動 機 と し て は 、 生 活 環

境 を 変 え た い と い う 希 望 に 加 え 、 中 国 の 学 校 教 育

に 対 す る 不 満 が 挙 げ ら れ る 。 こ う し た 背 景 か ら 、

慎 重 に 検 討 し た 末 、 日 本 へ の 移 住 を 決 断 し た 。  

（ 生 活 ） 環 境 を 変 え た い な っ て 思 っ た ん で

す 。 国 内 だ と な ん か ち ょ っ と . . 。 そ れ で 、 違 う 場

所 に 行 っ て み た い な っ て 思 っ た ん で す よ 。 そ れ

に 、 こ っ ち （ 日 本 ） の 方 が 社 会 制 度 が し っ か り

し て る 感 じ が し て 、 福 祉 と か も 良 い な っ て 。

… …  

 国 内 だ と 時 々 す ご く 息 苦 し く 感 じ る こ と が あ

っ て 、 学 校 の こ と と か も 、 な ん か 変 だ な っ て 思
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う こ と が 多 い ん で す 。 別 に 過 度 な 競 争 だ け が 理

由 じ ゃ な い ん で す け ど ね 。 国 内 だ と 社 会 の 安 定

性 と か も 考 え ち ゃ う し 、 経 済 の 発 展 と か 、 い ろ

ん な こ と を 総 合 的 に 考 え て み た 結 果 （ で 、 日 本

に 来 た ） ん で す 。（ K 1 ,  2 0 2 4 年 1 0 月 1 6 日 ）  

移 住 プ ロ セ ス に お い て は 、 ま ず 夫 が 次 男 を 連 れ

て 日 本 に 渡 り 、 次 男 を 小 学 校 に 通 わ せ る こ と か ら

始 ま っ た 。 こ の 時 点 で 長 男 は 中 国 国 内 で 学 校 に 通

学 し て い た た め 、 夫 と 次 男 が 先 行 し て 日 本 で 生 活

を 開 始 し た 。 そ の 後 、 長 男 が 日 本 に 移 る ま で に は 1

年 以 上 の 時 間 を 要 し 、 さ ら に 本 人 自 身 も 国 内 の 仕

事 を 整 理 し た 後 、 日 本 へ 渡 航 し た 。 こ う し て 家 族

全 員 が 日 本 で 生 活 を 共 に す る よ う に な る ま で に

は 、 約 3 年 の 期 間 を 要 し た 。  

西 区 を 居 住 地 と し て 選 択 し た 理 由 は 、 子 ど も の

学 校 を 優 先 事 項 と し た た め で あ る 。 現 在 の 学 校 に

つ い て は 、 元 々 は 仲 介 者 で あ り 、 現 在 で は 友 人 と

な っ た 人 物 の 子 ど も が 同 じ 学 校 に 通 学 し て い た こ

と か ら 、 評 判 が 良 い と 判 断 し 、 こ の 学 校 を 選 択 し

た 結 果 、 居 住 地 も 現 在 の 住 所 に 決 定 さ れ た 。  

こ の 事 例 か ら は 、 移 住 と い う 重 要 な 決 断 が 、 家

族 間 の 協 議 と 移 行 プ ロ セ ス を 通 じ て 段 階 的 に 進 め

ら れ た こ と が 明 ら か で あ る 。 段 階 的 な プ ロ セ ス を

経 る こ と で 、 海 外 移 住 に 伴 う リ ス ク を 軽 減 す る 意

図 が う か が え る 。 ま た 、 移 住 に お い て 子 ど も を 優

先 す る 意 識 が 強 く 反 映 さ れ て い る 。  

 

K 2 の 事 例 で は 、 子 ど も 2 人 を 伴 い 4 人 家 族 で 日

本 へ 移 住 し て い る 。 現 在 は 賃 貸 マ ン シ ョ ン に 居 住

し て お り 、 居 住 地 と し て 西 区 を 選 択 し た 背 景 に は

い く つ か の 要 因 が あ る 。 具 体 的 に は 、 子 ど も が 通

う 学 校 に つ い て イ ン タ ー ネ ッ ト で 事 前 に 調 査 し た
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結 果 、 歴 史 が あ り 良 好 な 評 判 を 得 て い る こ と 、 居

住 地 か ら 学 校 ま で の 距 離 が 近 い こ と 、 さ ら に 中 国

駐 大 阪 総 領 事 館 に 近 接 し て い る こ と や 、 交 通 の 利

便 性 が 高 い こ と が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 要 素 を 総

合 的 に 考 慮 し た 結 果 、 現 在 の 西 区 の こ の マ ン シ ョ

ン が 選 ば れ た と 考 え ら れ る 。  

特 に 理 由 と か き っ か け が あ っ た わ け じ ゃ な く

て 、 ず っ と 心 の 中 で は 考 え て た ん だ け ど 、 た だ

タ イ ミ ン グ が ま だ 整 っ て な か っ た だ け 。 そ れ

で 、 タ イ ミ ン グ が 整 っ た か ら 、 そ の ま ま 迷 わ ず

来 る こ と に し た ん だ 。（ K 2 , 2 0 2 4 年 1 0 月 7 日 ）  

K 2 は 上 記 の よ う に 述 べ た が 、「 自 分 の 考 え だ け 」

と い う 気 持 ち が 強 い と 言 い つ つ 、 さ ら に 聞 く と 、

「 子 ど も が ひ と つ の き っ か け に な っ た の か も し れ

な い 」 と い う 話 が 出 て き た 。 彼 女 の 話 に よ る と 、

以 前 は 海 外 移 住 を 考 え た こ と も あ っ た が 、「 タ イ ミ

ン グ 」 が 合 わ ず 、 子 ど も が で き た こ と で そ の 気 持

ち が さ ら に 強 く な っ た と い う 。 彼 女 の 考 え に よ れ

ば 、 今 の 子 ど も の 勉 強 は 以 前 の 時 代 と 比 べ て よ り

大 変 で あ り 、 子 ど も に は も っ と の び の び と し た 子

ど も 時 代 を 過 ご し て ほ し い と い う 動 機 が あ る と の

こ と だ 。  

（ 中 国 ） 国 内 の 教 育 っ て 、 本 当 に 競 争 が 激 し

い し 、 み ん な 詰 め 込 み す ぎ て る 感 じ が す る じ ゃ

な い で す か 。 そ れ に 、 周 り の 友 達 の 子 ど も た ち

を 見 て て も 、 勉 強 の プ レ ッ シ ャ ー で 心 が す ご く

疲 れ て る 子 が 多 く て 。 私 も 国 内 で 他 の 親 た ち と

一 緒 に 競 争 す る な ん て 、 正 直 も う 無 理 だ な っ て

思 う ん で す よ 。 … … 日 本 の こ う い う ゆ っ た り し

た 教 育 環 境 の 方 が い い な っ て 思 う ん で す 。 子 ど

も も プ レ ッ シ ャ ー で 押 し つ ぶ さ れ る こ と な く 、

学 校 行 く の も 宿 題 す る の も 嫌 が ら ず に 、 も っ と
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楽 し く 過 ご せ る ん じ ゃ な い か な っ て 。（ K 2 , 2 0 2 4

年 1 0 月 7 日 ）  

K 2 は こ れ ま で の 話 に 加 え 、 日 本 の 教 育 に 関 し

て 、 塾 や 教 室 の 料 金 が 中 国 と 比 べ て 安 い こ と を 考

慮 し 、「 子 ど も の 教 育 は 本 来 、 金 額 で 決 ま る べ き で

は な い 」 と い う 考 え を 持 っ て い る と 述 べ た 。 中 国

の 教 育 競 争 は 、 子 ど も に と っ て の 「 戦 い の 場 」 だ

け で な く 、 保 護 者 に と っ て も 「 戦 い の 場 」 で あ

り 、 保 護 者 が 子 ど も に 塾 に 通 わ せ る た め の 学 費

や 、 良 い 先 生 が い る 塾 に 入 れ る か ど う か な ど 、 ソ

ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ル が 教 育 競 争 に 大 き く 影 響 し て

い る 。 K 2 の 家 庭 は 、 こ の よ う な 競 争 に 巻 き 込 ま れ

た く な い と い う こ と も 動 機 で 日 本 に 移 住 し た 。  

 

K 1 1 の 対 象 者 は 、 小 学 6 年 生 の 娘 を 持 つ 家 庭 で あ

り 、 日 本 に 移 住 す る 前 は 民 間 企 業 に 勤 務 し て い

た 。 ま た 、 移 住 前 に 所 有 し て い た 住 宅 を 売 却 し 、

一 定 の 現 金 を 得 て い た こ と が 確 認 さ れ て い る 。 こ

の 家 庭 の 移 住 プ ロ セ ス は 段 階 的 に 進 め ら れ 、 ま ず

回 答 者 本 人 が 「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ を 取 得 し 、 娘 と

と も に 先 行 し て 日 本 に 移 住 し た 。 そ の 後 、 日 本 で

住 宅 を 購 入 し 、 娘 を 学 校 に 入 学 さ せ 、 日 本 で の 生

活 基 盤 を 整 え た 。 生 活 が 安 定 し 、 日 本 で の 環 境 に

適 応 で き る と 判 断 し た 後 、 夫 が 4 ヶ 月 後 に 日 本 へ

合 流 し た と い う 経 緯 で あ る 。  

子 ど も の 生 活 環 境 を 変 え て み た い な っ て 思 っ

た ん だ よ ね 。 た ぶ ん あ の 3 年 間 （ コ ロ ナ ） の 影

響 も あ っ た し 、 私 た ち も 新 し い 環 境 で 暮 ら し て

み た い っ て 思 っ た ん だ 。 で 、 少 な く と も 今 の 年

齢 な ら 、 失 敗 し て も や り 直 せ る っ て い う か 、 試

し て み る チ ャ ン ス が ま だ あ る と 思 っ て 。

（ K 1 1 , 2 0 2 4 年 1 0 月 1 0 日 ）  
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K 1 1 の 話 に よ る と 、 2 0 1 8 年 に 旅 行 で 日 本 に 来 た

際 、 経 営 管 理 ビ ザ が あ る こ と を 知 っ た が 、 お 金 の

問 題 や 子 ど も が 幼 い た め 、 そ の 時 点 で は 日 本 に 移

住 す る つ も り だ っ た も の の 、 様 々 な 理 由 で 諦 め

た 。 こ の 家 庭 が 再 び 日 本 に 移 住 す る 意 欲 を 持 っ た

主 な 要 因 は 、 コ ロ ナ 禍 で あ る 。 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル

ス の 影 響 で 、 航 空 業 界 で 働 く 夫 の 会 社 は 、 航 空 便

の 減 少 に よ り 業 務 に 大 き な 影 響 を 受 け た 。 ま た 、

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 発 生 前 に ち ょ う ど 一 軒 の 家

を 売 却 し て お り 、 手 元 に は 一 定 の 現 金 が あ っ た 。

こ の よ う な 状 況 の 中 で 、 K 1 1 は 一 歩 一 歩 押 さ れ る よ

う に 感 じ 、 最 終 的 に 日 本 に 来 る こ と に な っ た 。  

こ の 家 庭 が 日 本 へ の 移 住 を 決 断 し た 背 景 に は 、

大 阪 に 親 戚 が い る こ と が 挙 げ ら れ る 。 信 頼 で き る

親 戚 の 存 在 が 、 移 住 先 と し て 日 本 を 選 択 す る 決 定

的 な 要 因 と な っ た 。 居 住 地 と し て 西 区 を 選 ん だ 理

由 の 最 優 先 事 項 は 、 親 戚 と の 距 離 が 近 い こ と で あ

り 、 次 に 子 ど も の 学 校 環 境 が 考 慮 さ れ た 。 こ の 決

定 の 順 番 に つ い て 、 K 1 1 の 話 に よ れ ば 、 彼 ら は 中 国

に い る 時 、 良 い 学 校 が あ る 学 区 に 住 ん で い た が 、

子 ど も が そ の 学 校 に 入 れ な か っ た た め 、「 学 校 を す

ご く 重 視 す る 家 庭 で は な い 」 と い う 考 え を 持 っ て

い る と の こ と だ 。  

ま た 、 日 本 へ の 移 住 に 関 し て は 、「 試 し て み る 」

と い う 意 識 が 強 く 反 映 さ れ て お り 、 子 ど も が 新 し

い 環 境 に 適 応 で き な い 場 合 に は 帰 国 を 選 択 す る 柔

軟 な 態 度 が 見 ら れ る 。 さ ら に 、 こ の 家 庭 で は 、 子

ど も を 多 数 の 中 国 人 子 弟 が 通 う 学 校 に 進 学 さ せ る

こ と を 重 視 せ ず 、 む し ろ 日 本 社 会 と の 関 わ り が 深

い 新 し い 環 境 で 生 活 さ せ た い と い う 意 向 が 示 さ れ

て い る 。  

こ の 事 例 か ら は 、 中 国 に お け る 既 存 の 社 会 的 ネ
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ッ ト ワ ー ク を 頼 っ て 日 本 へ 移 住 し て い る こ と が わ

か る 。 ま た 、 K 1 の ケ ー ス と 同 様 に 、 移 住 プ ロ セ ス

が 段 階 的 に 進 行 し 、 先 行 し て 移 住 す る 者 と 後 か ら

合 流 す る 者 が 存 在 す る こ と が 確 認 さ れ る 。 こ の よ

う な プ ロ セ ス は 、 移 住 リ ス ク を 最 小 限 に 抑 え る 戦

略 の 一 環 と し て 機 能 し て い る と 考 え ら れ る 。  

 

K 1 4 の 家 庭 は 、「 子 ど も の た め 」 と い う 意 識 が 最

も 強 く 表 れ て い る 事 例 で あ る 。 K 1 4 の 話 に よ り 「 実

際 、 主 に 子 ど も の 教 育 の た め に 来 た 」 と い う 態 度

を 明 確 に 表 示 し て い た 。 中 国 で の 教 育 環 境 に 対 す

る 不 満 に つ い て 話 し て お り 、 特 に 学 校 の 雰 囲 気 や

教 師 の 対 応 に 関 す る 問 題 が 挙 げ ら れ て い る 。 具 体

的 に は 、 中 国 の 教 育 で は 、 教 師 が 子 ど も の 問 題 を

見 つ け 出 し 、 対 応 す る の で は な く 、 す べ て の 責 任

が 親 に 押 し 付 け ら れ る こ と に 不 満 を 持 っ て い る 。  

親 は 子 ど も の 勉 強 の こ と だ け で な く 、 社 会 的

な 交 友 関 係 や 、 そ の 他 の こ と ま で 全 部 見 て 管 理

し な き ゃ い け な く て 、 ほ ぼ 半 分 先 生 み た い な 感

じ で す 。 そ れ に 、 も し 子 ど も が 学 校 で 何 か 悪 い

こ と を し た り す る と 、 先 生 か ら 親 が 叱 ら れ る こ

と も あ る ん で す 。 だ か ら 、 学 校 で は 色 々 問 題 も

あ っ て 、 正 直 学 校 に 行 く の が 楽 し く な い こ と が

多 か っ た で す 。（ K 1 4 , 2 0 2 4 年 1 0 月 5 日 ）  

K 1 4 は 、 長 男 が 中 国 で こ の よ う な 教 育 経 験 を 持

ち 、 次 男 が 生 ま れ た 後 、 次 男 に つ い て は 勉 強 が 遅

れ て お り 、 も し 中 国 の 小 学 校 1 年 生 に な っ た 場

合 、 苦 し む だ ろ う と 考 え て い た 。 そ の た め 、 次 男

が ま だ 1 年 生 に な る 前 に 家 族 全 員 で 日 本 に 移 住 す

る こ と が 、 子 ど も に と っ て 良 い 選 択 だ と 判 断 し た

と 述 べ て い た 。  

移 住 プ ロ セ ス に お い て は 、 ま ず 家 族 の 代 表 者 で

あ る 本 人 が 先 行 し て 日 本 に 渡 航 し 、 住 宅 の 賃 貸 や
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日 用 品 の 準 備 な ど 、 移 住 後 の 生 活 基 盤 を 整 え る 事

前 準 備 を 行 っ た 。 そ の 後 、 一 旦 帰 国 し 、 翌 月 に は

家 族 全 員 で 日 本 に 移 住 す る と い う 段 階 的 な プ ロ セ

ス を 経 て い る 。 こ の よ う な プ ロ セ ス は 、 家 族 全 体

が 円 滑 に 新 し い 環 境 に 適 応 で き る よ う 配 慮 さ れ た

計 画 的 な 移 住 の 一 例 と い え る 。  

 

K 2 6 の 事 例 で は 、 2 0 1 8 年 前 後 、 ま だ 新 型 コ ロ ナ

ウ ィ ル ス の 流 行 が 発 生 す る 前 に 、 子 ど も が 中 国 国

内 で 激 し い 競 争 に 巻 き 込 ま れ る こ と を 避 け た い と

い う 理 由 か ら 、 海 外 移 住 を 検 討 し て い た 。  

国 内 で あ の 競 争 に 巻 き 込 ま れ た く な か っ た ん

で す 。 子 ど も に は 、 私 た ち が 子 ど も の 頃 み た い

に 楽 し く 成 長 し て ほ し い っ て 思 っ て い て 。 今

（ 中 国 に い る 時 ） み た い に 、 学 校 が 終 わ っ た ら

す ぐ 塾 、 休 み の 日 も あ ち こ ち の 塾 に 通 う な ん

て 、 本 当 に し ん ど い で す よ ね 。 で も 国 内 （ に い

る ） と 、 私 た ち は そ う し た く な く て も 、 周 り の

人 た ち が み ん な そ う し て る か ら 、 結 局 巻 き 込 ま

れ ち ゃ う ん で す よ 。 無 意 識 に 同 じ こ と を や る よ

う に な っ ち ゃ う 。 そ れ が 嫌 で 、 そ ん な 環 境 か ら

抜 け 出 し た く て 、 日 本 を 選 び ま し た 。（ K 2 6 , 2 0 2 4

年 1 0 月 1 0 日 ）  

子 ど も の 負 担 が 大 き く 、 親 も 同 様 に 負 担 を 感 じ

て い た た め 、 移 住 を 決 断 し た 。 し か し 、 移 住 先 を

視 察 し よ う と 考 え て い た 矢 先 に 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル

ス の パ ン デ ミ ッ ク が 発 生 し 、 航 空 便 が す べ て 運 休

と な る 状 況 が 続 き 、 日 本 へ の 移 住 は 実 現 し な か っ

た 。  

も し コ ロ ナ が な か っ た ら 、 も っ と 早 く 来 て た

と 思 い ま す 。 た ぶ ん 、 2 ～ 3 年 く ら い 前 、 2 0 1 9 年

に は も う 来 て た か も し れ な い で す ね 。  
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 そ の 頃 か ら 移 住 を 考 え て は い た ん で す け ど 、

実 際 に 動 き 出 す 直 前 に 都 市 封 鎖 を 経 験 し た り 、

ワ ク チ ン 接 種 を 強 制 さ れ た り し た ん で す 。 … …

そ れ で 、 も う い い や っ て 思 っ た ん で す 。 コ ロ ナ

の 封 鎖 解 除 を 待 つ と か も 考 え ず に 、 と に か く 早

く 出 よ う っ て 決 め て 、 そ の ま ま 来 ち ゃ い ま し

た 。（ K 2 6 , 2 0 2 4 年 1 0 月 1 0 日 ）  

パ ン デ ミ ッ ク 期 間 中 に は 、 生 活 に 対 す る 不 安 が

高 ま り 、 そ れ が 移 住 へ の 意 志 を さ ら に 強 固 に す る

要 因 と な っ た 。 そ の 結 果 、 十 分 な 準 備 を 整 え る こ

と が で き な い ま ま 、 ビ ザ 取 得 の 手 続 き を 進 め 、 最

終 的 に 急 ぎ 日 本 へ 移 住 す る に 至 っ た 。 こ の 事 例

は 、 予 期 せ ぬ 外 部 環 境 の 変 化 が 移 住 決 定 に 与 え る

影 響 や 、 計 画 性 の 低 い 「 即 時 的 移 住 」 の プ ロ セ ス

を 示 す も の と い え る 。  

 

こ れ ら の 事 例 に よ り 、 各 事 例 に お い て 共 通 し て

認 め ら れ る 主 要 な 移 住 理 由 は 、 子 ど も の 教 育 環 境

の 改 善 で あ る 。 具 体 的 に は 、 中 国 の 教 育 シ ス テ ム

に お け る 厳 し い 競 争 や 、 子 ど も へ の 過 度 な プ レ ッ

シ ャ ー に 対 す る 不 満 が 挙 げ ら れ る 。 K 1 の 家 庭 で

は 、 こ れ ら の 不 満 が 移 住 理 由 と な り 、 日 本 の 教 育

環 境 の 方 が 安 定 し て い る と の 判 断 か ら 移 住 が 決 定

さ れ た 。 同 様 に 、 K 2 の 家 庭 で は 、 詰 め 込 み 型 教 育

や 塾 通 い に よ る 経 済 的 負 担 を 避 け 、 日 本 の ゆ っ た

り と し た 教 育 環 境 を 評 価 し て い る 。 ま た 、 K 1 4 の 家

庭 は 、 中 国 の 教 育 シ ス テ ム が 子 ど も に 適 応 困 難 な

負 担 を 強 い る と 考 え 、 次 男 が 小 学 校 1 年 生 に な る

前 に 移 住 を 決 断 し て い る 。 K 2 6 の 家 庭 も 、 激 し い 教

育 競 争 か ら 子 ど も を 守 り 、 の び の び と 成 長 で き る

環 境 を 求 め て 日 本 を 選 択 し た 。  

新 し い 生 活 環 境 を 目 的 と し た 移 住 も 、 重 要 な 理
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由 と し て 挙 げ ら れ る 。 K 1 と K 2 の 家 庭 で は 、 社 会

制 度 や 福 祉 の 充 実 、 生 活 環 境 の 安 定 性 を 考 慮 し 、

日 本 が 移 住 先 と し て 選 ば れ た 。 一 方 、 K 1 1 と K 2 6

の 家 庭 で は 、 コ ロ ナ 禍 を 契 機 に 生 活 環 境 を 再 評 価

し 、 よ り 良 い 条 件 を 求 め て 移 住 を 決 断 し た 事 例 が

見 ら れ る 。  

外 的 要 因 と し て は 、 コ ロ ナ 禍 が 移 住 の 引 き 金 と

な っ た 事 例 が 挙 げ ら れ る 。 特 に K 1 1 の 家 庭 で は 、

夫 の 仕 事 が コ ロ ナ 禍 で 大 き な 影 響 を 受 け た こ と が

移 住 の 契 機 と な り 、 生 活 環 境 の 変 化 を 求 め て 移 住

を 決 断 す る に 至 っ た 。 K 2 6 の 家 庭 も 、 コ ロ ナ 禍 に よ

る 生 活 不 安 が 移 住 の 意 志 を さ ら に 強 固 に し 、 準 備

不 足 な が ら も 移 住 を 決 断 し た 事 例 と し て 注 目 さ れ

る 。  

ま た 、 移 住 背 景 の 分 析 に お い て 、 家 族 間 の 協 議

や 段 階 的 な 移 住 プ ロ セ ス が 多 く の 事 例 で 確 認 さ れ

る 。 た と え ば 、 K 1 の 家 庭 で は 、 夫 が 先 行 し て 現 地

の 状 況 を 確 認 し 、 そ の 後 家 族 全 員 が 合 流 す る ま で

に 約 3 年 を 要 し た 。 一 方 、 K 1 1 の 家 庭 で は 、 ま ず 回

答 者 本 人 が 娘 と と も に 移 住 し 、 そ の 後 夫 が 合 流 す

る 形 で 移 住 が 進 め ら れ た 。 こ の よ う な 段 階 的 な 移

住 プ ロ セ ス は 、 移 住 に 伴 う リ ス ク を 軽 減 し 、 成 功

確 率 を 高 め る 戦 略 と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 居 住 地 の 選 択 理 由 と し て は 、 子 ど も の 学

校 や 生 活 の 利 便 性 が 重 要 な 要 因 と な っ て い る 。 K 2

の 家 庭 で は 、 学 校 の 評 判 や ア ク セ ス の 良 さ 、 中 国

総 領 事 館 へ の 近 接 性 が 重 視 さ れ て い る 。 さ ら に 、

K 1 1 の 家 庭 で は 、 大 阪 に 親 戚 が 居 住 し て い る こ と が

居 住 地 選 択 の 決 定 的 な 要 因 と な っ た 。 こ れ ら の 事

例 は 、 子 ど も と 家 族 の 生 活 環 境 を 考 慮 し た 地 域 選

択 が 移 住 の 重 要 な 要 素 で あ る こ と を 示 し て い る 。  

移 住 の 計 画 性 と 柔 軟 性 も 注 目 す べ き 点 で あ る 。
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K 1 の 家 庭 で は 、 家 族 全 員 が 合 流 す る ま で 時 間 を か

け る こ と で リ ス ク を 最 小 限 に 抑 え て い る 。 一 方

で 、 K 2 6 の 家 庭 で は パ ン デ ミ ッ ク の 影 響 を 受 け 、 準

備 が 整 わ な い 状 況 下 で 移 住 を 決 断 す る と い う 計 画

性 の 低 い 「 即 時 的 移 住 」 の 事 例 が 見 ら れ る 。 こ の

よ う に 、 移 住 プ ロ セ ス に お け る 計 画 性 と 柔 軟 性 の

違 い が 、 各 家 庭 の 移 住 体 験 に 多 様 性 を も た ら し て

い る 。  

さ ら に 、 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用 も 移 住 背 景

に お い て 重 要 な 要 因 で あ る 。 K 1 1 の 家 庭 の 事 例 で

は 、 大 阪 に 親 戚 が い る こ と が 移 住 先 選 択 に お け る

重 要 な 決 定 要 因 と な っ た 。 こ の 事 例 は 、 移 住 を ス

ム ー ズ に 進 め る た め に 、 中 国 に お け る 既 存 の 社 会

的 ネ ッ ト ワ ー ク が 果 た す 役 割 を 強 調 し て い る 。 一

方 で 、 他 の 回 答 者 に お い て は 、 既 存 の 社 会 的 ネ ッ

ト ワ ー ク を 持 た ず に 日 本 に 移 住 し た ケ ー ス が 少 な

く な い 。 親 戚 や 知 人 が い な い 状 態 で 日 本 に 来 た

後 、 移 住 先 で 何 ら か の 契 機 を 通 じ て 、 中 国 人 同 士

の ネ ッ ト ワ ー ク を 新 た に 形 成 す る 事 例 が 、 こ の グ

ル ー プ 内 の 5 人 の う ち 4 人 に 見 ら れ る こ と か ら 、

こ の よ う な ケ ー ス は 多 く 見 ら れ る と 言 え る 。  

2 . 2  グ ル ー プ ２ ― ― ク ラ ス タ ー 2：「 非 普 遍 的 な 特

性 」 を 有 す る 家 族  

こ の グ ル ー プ に 属 す る 対 象 者 4 名 は 、 男 性 3

名 、 女 性 1 名 で 構 成 さ れ て お り 、「 経 営 ・ 管 理 」 ビ

ザ で 日 本 に 来 た 者 が 2 名 、「 技 術 ・ 人 文 知 識 ・ 国 際

業 務 」 ビ ザ で 日 本 に 来 た 者 が 2 名 で あ る 。 年 齢 層

は 3 0 代 が 1 名 、 4 0 代 が 3 名 で あ り 、 学 歴 は 専 門 学

校 卒 が 1 名 、 大 学 卒 が 2 名 、 修 士 課 程 修 了 者 が 1

名 と い う 分 布 を 示 し て い る 。 ま た 、 居 住 形 態 に つ

い て は 、 賃 貸 マ ン シ ョ ン に 住 ん で い る 者 が 1 名 、
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持 ち 家 （ タ ワ ー マ ン シ ョ ン ） に 住 ん で い る 者 が 2

名 、 元 々 西 区 の 賃 貸 マ ン シ ョ ン に 住 ん で い た が 現

在 は 持 ち 家 （ マ ン シ ョ ン ） に 移 住 し 、 別 の 区 に 住

ん で い る 者 が 1 名 で あ る 。  

家 庭 の 月 収 入 は 3 0 ～ 4 0 万 円 の 範 囲 が 2 名 、 8 0 万

円 以 上 の 範 囲 が 2 名 と い う 二 つ の 状 況 に 分 か れ て

い る 。 ま た 、 家 族 資 産 （ 欠 損 値 を 除 く ） に つ い て

は 、 1 億 円 以 上 の 資 産 を 保 有 し て い る 者 が 1 名 、

3 0 0 0 ～ 5 0 0 0 万 円 の 範 囲 で 資 産 を 保 有 し て い る 者 が

2 名 確 認 さ れ た 。  

Q 2 5 （ 来 日 理 由 ） に 関 す る 回 答 結 果 で は 、「 仕 事

関 係 （ 日 本 で 起 業 し た い ）」 を 理 由 と し た 者 が 1

名 、「 教 育 関 係 （ お 子 さ ま の た め 、 日 本 で よ り 良 い

環 境 で 育 て ら れ る ）」 を 理 由 と し た 者 が 2 名 、「 仕

事 関 係 （ 転 勤 ）」 を 理 由 と し た 者 が 1 名 で あ っ た 。

ま た 、 Q 2 6 （ 子 ど も を 日 本 に 連 れ て く る 理 由 ） に つ

い て は 、 全 員 が 「 日 本 の 教 育 環 境 が 母 国 よ り 優 れ

て い る た め 」 を 選 択 し て お り 、 グ ル ー プ 1 と 同 じ

よ う に 、 子 ど も の 教 育 環 境 が 子 ど も 連 れ の 移 住 の

主 要 な 動 機 と し て 大 き な 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と

が 明 ら か と な っ た 。  

 

K 4 の 家 庭 で は 、 2 0 1 7 年 以 前 に オ ー ス ト ラ リ ア へ

の 移 住 を 検 討 し て い た が 、 友 人 が 移 住 を 見 送 っ た

た め 、 自 身 も 実 行 に は 至 ら な か っ た 。 し か し 、 そ

の 頃 か ら 日 本 に 対 す る 関 心 が 高 ま っ て お り 、 そ れ

が 今 回 の 日 本 へ の 家 族 移 住 の 決 定 に 影 響 を 与 え た

と 考 え ら れ る 。  

K 4 は 、 子 ど も の 教 育 を 理 由 に 中 国 か ら 移 住 を 決

断 し た 背 景 を 語 っ て い る 。 K 4 は 中 国 の 教 育 シ ス テ

ム に 対 し て 不 満 を 抱 い て お り 、 特 に 詰 め 込 み 式 の

教 育 方 法 に 疑 問 を 持 っ て い る 。 具 体 的 に は 、 教 師
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が 子 ど も に 過 度 に 暗 記 や 反 復 練 習 を 強 い る こ と 、

そ し て 長 男 が 小 学 4 年 生 の 時 に 毎 晩 遅 く ま で 宿 題

を し て い た こ と が 述 べ ら れ て い た 。 長 男 は そ の た

め 学 校 に 行 く の が 嫌 に な り 、 学 校 に 行 き た く な い

と 感 じ る よ う に な っ た と い う 。 ま た 、 K 4 は 中 国 の

教 師 が 成 績 ば か り に 注 目 し 、 そ の 他 の 面 （ 子 ど も

の 個 性 や 心 の ケ ア ） に は あ ま り 関 心 を 持 た な い こ

と に も 不 満 を 感 じ て い る 。 K 4 に よ れ ば 、 中 国 の 学

校 で は 教 師 が 保 護 者 向 け の グ ル ー プ で 宿 題 を 共 有

し 、 保 護 者 が そ れ を 印 刷 し て 子 ど も に 取 り 組 ま せ

る 必 要 が あ る と い う 。 こ の 仕 組 み に よ っ て 、 子 ど

も だ け で な く 保 護 者 に も 大 き な 負 担 が か か る と 感

じ て い た 。 こ の 家 庭 は 、 過 度 な 学 習 負 担 と 成 績 中

心 の 教 育 環 境 か ら 子 ど も を 解 放 し 、 よ り 良 い 教 育

を 提 供 す る た め に 移 住 を 決 断 し た こ と が わ か っ

た 。  

ま た 、 K 4 の 出 身 地 で は 「 良 い 学 校 」 の 枠 が 非 常

に 限 ら れ て お り 、 そ れ が 教 育 競 争 を さ ら に 激 化 さ

せ て い る 。 保 護 者 た ち は 皆 、 子 ど も を 良 い 学 校 に

進 学 さ せ た い と 考 え て お り 、 K 4 は こ れ を 「 中 国 社

会 に お け る 職 業 差 別 」 の 存 在 と 関 連 付 け て い る 。

こ の よ う な 状 況 が 教 育 競 争 を 一 層 激 化 さ せ て い る

と 述 べ て い る 。  

子 ど も の た め だ け で は な く 、 私 自 身 も 日 本 に

来 た い 。 今 は す ご く い い 感 じ で す ね 。 … … 国 内

に い る と き よ り ず っ と い い で す 。 あ の 頃 は 毎 日

な ん か 迷 っ て ば っ か り で し た か ら 。（ 国 内 で や っ

て た 業 界 の 話 だ け ど ） 市 場 を 取 る た め に 、 み ん

な ル ー ル を 無 視 し て た ん で す よ 。 誰 で も 売 れ る

よ う に し ち ゃ っ て 、 業 界 全 体 が め ち ゃ く ち ゃ に

な っ ち ゃ っ た ん で す 。（ K 4 ,  2 0 2 4 年 1 0 月 0 5 日 ）  

さ ら に 、 子 ど も の 教 育 環 境 の 改 善 だ け で な く 、
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親 自 身 の 仕 事 や 生 活 の 質 を 向 上 さ せ た い と い う 思

い が あ っ た こ と が わ か っ た 。 K 4 は 中 国 に い た 頃 、

小 売 業 に 関 す る 事 業 を 営 ん で お り 、 仕 事 の 付 き 合

い で 頻 繁 に 外 出 す る 必 要 が あ り 、 子 ど も と 過 ご す

時 間 が 十 分 に 取 れ な か っ た と 語 っ て い る 。 一 方

で 、 日 本 で は そ の よ う な 仕 事 上 の 付 き 合 い が 不 要

と な り 、 子 ど も と 過 ご す 時 間 が 増 え た こ と を ポ ジ

テ ィ ブ な 変 化 と し て 挙 げ て い る 。 こ の 事 例 は 、 移

住 が 家 庭 内 の 関 係 や 子 ど も と の 時 間 に 与 え る 影 響

を 示 し て い る と い え る 。  

こ の 事 例 で は 、 K 4 は 子 ど も の 教 育 環 境 を 改 善 す

る こ と と 、 自 身 の 経 済 的 お よ び 業 務 的 な 状 況 へ の

不 満 と い う 二 つ の 主 要 な 理 由 か ら 、 日 本 へ の 移 住

を 決 定 し た と 考 え て い る 。  

 

K 1 0 の 家 庭 で は 、 2 人 の 子 ど も を 持 つ 中 で 、 ま ず

回 答 者 本 人 と 中 学 校 1 年 生 の 次 女 が 日 本 に 移 住

し 、 妻 と 長 男 は 長 男 の ア メ リ カ で の 大 学 進 学 を 控

え 、 日 中 間 を 頻 繁 に 往 復 す る 生 活 を 送 っ て い た 。

そ の 後 、 長 男 が 大 学 に 進 学 し た 後 は 、 夫 婦 と 次 女

の 3 人 で 日 本 で の 生 活 を 中 心 と す る よ う に な っ

た 。  

6 0 カ 国 以 上 行 っ た こ と が あ っ て 、 い ろ ん な 国

で 生 活 し た り 経 験 し た り し て き た ん で す け ど 、

比 べ て み る と や っ ぱ り 日 本 が 一 番 制 度 と か 文 化

と か 、 生 活 全 般 に お い て 自 分 に は 合 っ て る な っ

て 思 い ま し た 。 … … コ ロ ナ の 時 の （ 中 国 ・ 上 海

の ） 対 応 を 見 て か ら は 、 も う 絶 対 に 離 れ る べ き

だ っ て 決 心 し ま し た 。 … … も う 一 つ 理 由 は や っ

ぱ り 子 ど も の た め で す ね 。 実 際 、 教 育 の 面 で

も 、 日 本 と 比 べ て も そ こ ま で 大 き な 差 は な い ん

で す よ 。（ K 1 0 , 2 0 2 4 年 1 0 月 1 2 日 ）  
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K 1 0 の 家 庭 は 中 国 に い る 時 に 子 ど も を 国 際 学 校 に

通 わ せ て お り 、 中 国 の 国 際 学 校 で は 充 実 し た キ ャ

ン パ ス 施 設 と 豊 富 な 学 生 ク ラ ブ 活 動 が あ る 1 2 こ と

で 、 教 育 の 面 で は 日 本 と の 大 き な 差 が な い と い う

こ と を 語 っ た 。  

で も 、 子 ど も の 将 来 の 成 長 や 、 も っ と 広 い 視

野 を 持 つ た め に は 、 日 本 に 来 た 方 が い い か な っ

て 思 っ た ん で す 。 将 来 の 生 活 の た め に も ね 。 特

に 女 の 子 の こ と を 考 え る と （ 日 本 の 方 が よ り 女

の 子 に 合 っ て い る た め ） 安 心 で き ま す 。

（ K 1 0 , 2 0 2 4 年 1 0 月 1 2 日 ）  

こ の 家 庭 で は 資 産 を 有 し て お り 、 日 本 で の 生 活

は 主 に 「 享 受 （ 生 活 を 満 喫 す る ）」 を 目 的 と し た も

の と な っ て い る 。 ま た 、 K 1 0 は 、 主 に 中 国 に い た 頃

か ら の 知 人 で 、 現 在 同 様 に 日 本 に 移 住 し て い る 友

人 と と も に 、 ス ポ ー ツ や 祭 り な ど 、 さ ま ざ ま な イ

ベ ン ト や 活 動 に 参 加 し て い る 。 こ れ ら の 特 徴 か

ら 、 他 の 回 答 者 と は 異 な り 、 移 住 生 活 に お い て 余

裕 を 感 じ さ せ る 、 穏 や か な ラ イ フ ス タ イ ル が 見 ら

れ る 家 庭 で あ る 。  

 

K 1 3 の 家 庭 は 、 小 学 1 年 生 の 娘 を 持 ち 、「 技 術 ・

人 文 知 識 ・ 国 際 業 務 」 ビ ザ で 日 本 に 移 住 し た 事 例

で あ る 。 移 住 前 か ら 、 回 答 者 の 弟 が 日 本 に 留 学 生

と し て 6 、 7 年 間 滞 在 し て お り 、 回 答 者 自 身 が 日 本

語 に 不 慣 れ な 場 合 、 弟 に 助 け を 求 め る こ と が 多

い 。 こ の 家 庭 は 当 初 、 西 区 の 賃 貸 マ ン シ ョ ン に 居

住 し て い た が 、 イ ン タ ビ ュ ー 時 点 で は 中 古 マ ン シ

ョ ン を 購 入 し 、 他 の 区 へ 移 住 し て い る 。  

 
1 2  “ 2 0 2 2 国 际 学 校 年 度 发 展 观 察 报 告 - 中 国 社 会 科 学 网 , ”  

2 0 2 4 ,  ( D e c e m b e r  1 3 ,  

h t t p s : / / w w w . c s s n . c n / j y x / 2 0 2 2 1 2 / t 2 0 2 2 1 2 2 9 _ 5 5 7 5 6 1 2 . s h t m l

? u t m _ s o u r c e = c h a t g p t . c o m ) .  

https://www.cssn.cn/jyx/202212/t20221229_5575612.shtml?utm_source=chatgpt.com
https://www.cssn.cn/jyx/202212/t20221229_5575612.shtml?utm_source=chatgpt.com


 

73 

K 1 3 が 中 国 か ら 日 本 へ の 移 住 を 決 断 し た 背 景 に つ

い て 主 な 理 由 は 、 子 ど も の 教 育 環 境 や 社 会 的 な 状

況 に 対 す る 疑 い で あ る 。  

ま ず 一 つ 目 は 、 今 の 中 国 が あ ま り 良 く な い な

っ て 思 う こ と で す ね 。 こ の 「 良 く な い 」 っ て い

う の は 、 い ろ ん な 側 面 や 原 因 、 そ し て い ろ ん な

角 度 か ら 言 え る ん で す け ど 、 個 人 的 に は 「 試 し

て み た い 」 っ て い う 気 持 ち も あ り ま し た 。

… … 。 特 に コ ロ ナ 禍 の 時 期 に い ろ ん な こ と が 起

き て 、 そ の 中 で 以 前 の 環 境 や 人 、 組 織 に 対 し て

ど ん ど ん 「 な ん で こ ん な に お か し く な っ た ん だ

ろ う ？ 」 と か 「 ど う し て こ ん な に 理 不 尽 な ん

だ ？ 」 っ て 思 う こ と が 増 え て い き ま し た 。（ K 1 3 ,  

2 0 2 4 年 1 0 月 0 9 日 ）  

K 1 3 に と っ て 、 日 本 に 移 住 す る こ と は 「 量 的 変 化

が 質 的 変 化 を 引 き 起 こ す （ 量 变 引 起 质 变 ）」 と い う

結 果 で あ る 。 コ ロ ナ 期 間 中 に 社 会 環 境 や 仕 事 環 境

を 見 直 し た こ と で 、「 別 の 道 を 試 し て み る チ ャ ン ス

が あ る ん じ ゃ な い か 」 と い う 考 え が 浮 か び 上 が っ

た 。 そ の ほ か 、 一 番 の 理 由 は 子 ど も に 関 す る こ と

で あ る 。  

今 の 中 国 の 状 況 が 子 ど も の 成 長 に あ ま り 良 く

な い ん じ ゃ な い か っ て 感 じ る こ と で す 。 過 度 な

競 争 が あ る だ け じ ゃ な く て 、 思 想 的 な 教 育 が 子

ど も に 与 え ら れ す ぎ て い る と こ ろ も 気 に な り ま

す 。 そ う い う の が 小 学 生 と か 幼 稚 園 に ま で 浸 透

し て い る の は 、 こ の 年 齢 の 子 ど も に と っ て 適 切

で は な い ん じ ゃ な い か な っ て 思 う ん で す 。（ K 1 3 ,  

2 0 2 4 年 1 0 月 0 9 日 ）  

K 1 3 に と っ て 、「 も し 自 分 ひ と り だ け だ っ た ら 、

わ ざ わ ざ 日 本 に 来 る 必 要 は な か っ た 」 と い う 考 え

が あ る 。 K 1 3 は 日 本 に は デ メ リ ッ ト や 難 し い 点 も あ
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る と 認 識 し て い る 。 具 体 的 に は 、 K 1 3 は 移 住 の ハ ー

ド ル が 低 い よ う に 見 え る も の の 、 日 本 は 移 民 国 家

で は な い た め 、 不 確 実 性 が 多 い と 感 じ て い る 。 特

に 、 K 1 3 は 永 住 権 を 取 得 す る た め に は 1 0 年 か か る

と い う 点 が 大 き な 障 壁 で あ り 、 こ の 長 い 期 間 に 何

が 起 こ る か 予 測 で き な い こ と に 対 す る 不 安 を 表 明

し て い る 。  

こ の 事 例 で は 、 移 住 の 主 な 理 由 と し て 子 ど も の

成 長 へ の 配 慮 や 「 新 し い 環 境 を 試 し て み る 」 と い

う 意 識 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 日 本 で の 生 活 に 対 す

る 評 価 は 、 過 度 に 肯 定 的 で も 否 定 的 で も な い 客 観

的 な 姿 勢 が 特 徴 的 で あ り 、「 す ご く 良 い と も 言 え な

い し 、 す ご く 悪 い と も 言 え な い 」 と い う ス タ ン ス

を 持 っ て い る 点 が 注 目 さ れ る 。  

 

K 2 0 は 、 本 研 究 の イ ン タ ビ ュ ー 対 象 者 の 中 で も 特

に 異 な る 移 住 経 験 を 持 つ 事 例 で あ る 。 こ の 家 庭 で

は 、 夫 の 日 本 へ の 転 勤 を 契 機 と し て 一 時 的 に 日 本

で の 生 活 を 開 始 し た 。 し か し 、 次 女 の 出 産 を 理 由

に 一 時 帰 国 し 、 月 嫂 （ ユ エ サ オ ） 1 3 の サ ポ ー ト を 受

け る た め に 日 本 を 離 れ る こ と と な っ た 。 そ の 後 、

2 0 1 7 年 頃 に 次 女 を 出 産 し 、 再 び 日 本 へ 戻 り 夫 と 再

合 流 し た 。 一 方 で 、 前 夫 と の 間 に 生 ま れ た 長 男

は 、 中 国 で 祖 父 母 と 共 に 生 活 し 学 校 に 通 っ て い た

が 、 2 0 2 4 年 に 入 り 日 本 に 移 住 し た ば か り で あ る 。  

「 な ぜ 日 本 に 来 た の か 」 と い う 問 い に 対 し 、 K 2 0

は 次 の よ う に 答 え て い る 。  

家 族 が 一 緒 に い ら れ れ ば そ れ で い い ん で す 。

 
1 3  主 に 中 国 で 使 わ れ る 言 葉 で 、 産 後 の 母 親 や 新 生 児 の ケ ア

を 専 門 と す る 職 業 で あ る 。 特 に 、 産 後 の 回 復 を 手 助 け

し 、 母 親 の 身 体 や 赤 ち ゃ ん の 世 話 を 行 う こ と を 仕 事 と し

て い る 。  
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日 本 に 来 る 前 に 、 何 か 特 定 の 目 的 を 絶 対 達 成 し

な き ゃ と か 、 そ う い う の は 考 え て な か っ た ん で

す よ ね 。 目 的 が あ る と 、 う ま く い か な か っ た と

き に が っ か り す る か も し れ な い っ て 思 っ て 。

（ K 2 0 , 2 0 2 4 年 1 0 月 0 8 日 ）  

し か し 、 日 中 関 係 の 変 化 に よ り 、 会 社 の 対 日 業

務 が 減 少 し た た め 、 昨 年 、 夫 が 会 社 の 都 合 で 再 び

中 国 に 呼 び 戻 さ れ 、 家 族 が 再 び 分 離 し て 生 活 す る

状 況 が 生 じ て い る 。 こ れ を 受 け 、 回 答 者 は 当 初

「 家 族 滞 在 」 ビ ザ で 日 本 に 滞 在 し て い た も の の 、

夫 の 帰 国 後 も 子 ど も と 日 本 で 生 活 を 継 続 す る た め

に 「 技 術 ・ 人 文 知 識 ・ 国 際 業 務 」 ビ ザ へ と 変 更 し

て い る 。 こ の 事 例 は 、 家 族 の 移 住 に お け る 柔 軟 な

対 応 や 、 家 族 の 一 体 性 を 求 め る 移 住 動 機 の 多 様 性

を 示 し て い る と い え る 。 ま た 、 ビ ザ の 変 更 を 外 国

人 家 庭 に 対 し て す る 重 要 な 影 響 を 及 ぼ し て い る こ

と が 分 か っ た 。  

 

こ の グ ル ー プ 内 の 各 ケ ー ス に お い て 、 移 住 の 理

由 と 背 景 は 多 様 で あ る が 、 共 通 し て 子 ど も の 教 育

環 境 や 生 活 環 境 の 改 善 を 重 視 し て い る 点 が 見 ら れ

る 。 ま た 、 個 々 の 家 庭 の 状 況 や 価 値 観 に 基 づ き 、

移 住 の 動 機 や プ ロ セ ス が 形 成 さ れ て い る 。  

K 4 の 家 庭 で は 、 中 国 の 教 育 シ ス テ ム に 対 す る 不

満 と 自 身 の 業 務 環 境 へ の 不 満 が 主 要 な 移 住 理 由 で

あ る 。 特 に 詰 め 込 み 教 育 や 学 業 成 績 へ の 過 度 な 重

視 、 教 育 競 争 の 激 化 が 移 住 を 後 押 し す る 要 因 と な

っ た 。  

K 1 0 の 家 庭 は 、 資 産 を 有 し 、 比 較 的 余 裕 の あ る 生

活 を 送 り な が ら 、 日 本 で の 生 活 を 満 喫 す る こ と を

目 的 と し て い る 。 こ の 家 庭 で は 、 娘 の 教 育 環 境 を

考 慮 し つ つ 、 回 答 者 自 身 が 多 く の 国 で 旅 行 を 経 験
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し た 結 果 、 日 本 の 文 化 や 制 度 が 自 分 に 合 う と 判 断

し た こ と が 背 景 に あ る 。 ま た 、 将 来 の 娘 の 成 長 を

見 据 え た 選 択 で も あ る 。  

K 1 3 の 家 庭 は 、 小 学 1 年 生 の 娘 を 伴 い 「 新 し い 環

境 を 試 し て み る 」 と い う 意 識 を 持 ち な が ら 移 住 し

た 。 主 に 子 ど も の 成 長 環 境 へ の 配 慮 が 動 機 と な

り 、 過 度 な 競 争 を 避 け る た め の 選 択 で あ っ た 。 ま

た 、 回 答 者 は 日 本 の 生 活 を 客 観 的 に 評 価 し 、「 す ご

く 良 い と も 言 え な い し 、 す ご く 悪 い と も 言 え な

い 」 と 語 っ て お り 、 現 状 を 冷 静 に 受 け 止 め て い る

こ と が 特 徴 で あ る 。  

K 2 0 の 家 庭 で は 、 夫 の 転 勤 が き っ か け と な り 、 家

族 が 一 緒 に 暮 ら す こ と を 最 優 先 す る 形 で 日 本 移 住

が 進 め ら れ た 。 こ の 家 庭 は 、 特 定 の 目 的 に 囚 わ れ

ず 柔 軟 な 姿 勢 で 移 住 に 臨 み つ つ 、 家 族 の 一 体 性 を

維 持 す る こ と に 重 き を 置 い て い る 。 一 方 で 、 夫 の

帰 国 に 伴 い 、 ビ ザ の 変 更 を 余 儀 な く さ れ る な ど 、

移 住 に お け る 制 度 的 な 影 響 も 強 く 受 け て い る 。  

こ れ ら の 事 例 か ら は 、 教 育 環 境 の 改 善 、 生 活 の

質 の 向 上 、 家 族 の 一 体 性 の 維 持 と い っ た 移 住 理 由

が 明 ら か に な っ た 。 さ ら に 、 個 々 の 家 庭 が 直 面 す

る 経 済 的 状 況 や 社 会 的 環 境 、 制 度 的 な 課 題 が 移 住

の プ ロ セ ス や 結 果 に 与 え る 影 響 も 示 さ れ て い る 。

特 に 、 中 国 の 教 育 競 争 と い っ た 国 内 環 境 に 対 す る

不 満 が 、 移 住 動 機 に 強 く 関 連 し て い る 点 が 見 ら れ

て い る 。  

2 . 3  グ ル ー プ ３ ― ― そ の 他  

K 8 8 は 5 0 代 の 女 性 で 、 夫 は 6 0 代 に な っ た と い う

状 況 で あ る 。 現 在 、 西 区 の 小 学 校 6 年 生 に 通 っ て

い る 子 ど も は 次 男 で あ り 、 高 齢 出 産 に よ る 子 で あ

る 。 次 男 が 生 ま れ た 時 、 長 男 は す で に 3 0 代 と な っ
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て お り 、 年 齢 差 の あ る 兄 弟 で あ る 。 現 在 、 長 男 一

家 は 中 国 に 住 ん で お り 、 本 人 と 次 男 は 日 本 で 長 期

的 に 生 活 し て い る 。 一 方 、 夫 は ビ ジ ネ ス の た め 頻

繁 に 日 中 間 を 往 復 し て い る 状 況 で あ る 。  

こ の 家 庭 の 問 題 で は 、 夫 婦 と も に 日 本 語 が ほ と

ん ど 話 せ ず 、 高 齢 に な っ て か ら の 新 し い 言 語 の 習

得 に 苦 労 し て い る こ と が 挙 げ ら れ る 。 こ の よ う な

背 景 の 中 で 、「 ど う し て 日 本 に 来 た の か 」 と 尋 ね た

と こ ろ 、 次 の よ う に 語 っ た 。  

う ち の 旦 那 ね 、 前 か ら ず ー っ と 日 本 に 行 き た

い っ て 言 っ て た ん で す よ 。 ま あ 、 彼 の 考 え 通 り

だ っ た ら 、 と っ く に 来 て た ん だ け ど ね 。 私 は 正

直 、 あ ん ま り 来 た く な か っ た の 。 だ っ て 、 自 分

の 国 で 5 0 年 以 上 も 暮 ら し て た か ら 、 や っ ぱ り こ

っ ち 来 る の っ て 慣 れ な い こ と も 多 い し ね 。 で

も 、 今 回 は 子 ど も の た め に 思 い 切 っ て 来 る こ と

に し た ん で す 。（ K 8 8 , 2 0 2 4 年 1 0 月 1 0 日 ）  

K 8 8 の 家 庭 に と っ て 、 日 本 へ の 移 住 に つ い て は 、

本 人 と 次 男 が 日 本 語 を 話 せ な い こ と で 最 初 に 日 本

に 移 住 し た く な か っ た 。 し か し 、 夫 の 強 い 希 望 や

コ ロ ナ 禍 の 影 響 も 相 ま っ て 、 最 終 的 に 日 本 へ の 移

住 を 決 断 し た と い う 。 日 本 に 来 る 決 め 手 は 子 ど も

の た め で あ り 、 夫 が 「 子 ど も の 将 来 の た め に 日 本

の 学 校 が い い ん じ ゃ な い か 」 と い う 考 え を 示 し 、

家 族 全 員 で 日 本 に 移 住 す る こ と に な っ た 。  

K 8 8 は 夫 の 話 に 説 得 さ れ 、 も し 中 国 に い て も 家 と

会 社 を 行 き 来 す る だ け だ と 考 え 、 日 本 に い て も

「 時 間 が 経 て ば な ん と か 慣 れ る だ ろ う 」 と 期 待 し

て い る 。 そ の 結 果 、 知 り 合 い を 通 じ て 日 本 の 仲 介

業 者 に 連 絡 し 、 住 宅 の 手 配 や 在 留 手 続 き な ど を 代

理 で 進 め て も ら い 、 日 本 へ の 移 住 を 実 現 し た 。  

こ の 回 答 者 は 現 在 、 日 本 で 専 業 主 婦 と し て 生 活
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し て お り 、 日 本 の 生 活 に 徐 々 に 適 応 し よ う と し て

い る 段 階 に あ る 。 し か し 、 言 語 の 壁 が 大 き な 課 題

と な っ て お り 、 友 人 が な い こ と も あ り 、 日 常 生 活

に お い て 困 難 を 感 じ て い る 。 特 に 、 子 ど も と 学 校

と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 し て も 問 題 が 生 じ て

お り 、 学 校 か ら の 連 絡 事 項 や 郵 送 さ れ る チ ラ シ や

書 類 の 対 応 が 難 し い 状 況 に あ る 。 そ の た め 、 学 校

と の 連 絡 は ま ず 以 前 に 支 援 を 受 け た 仲 介 者 を 介

し 、 そ の 後 学 校 と 直 接 や り 取 り す る と い う 手 順 を

取 ら ざ る を 得 な い 。  

こ の 事 例 は 、 移 住 初 期 に お け る 言 語 の 壁 と 文 化

的 ギ ャ ッ プ が 、 移 住 者 の 日 常 生 活 や 家 族 関 係 に 与

え る 影 響 を 如 実 に 示 し て い る 。 特 に 、 教 育 機 関 と

の 連 携 や 地 域 社 会 と の 接 点 が 限 ら れ る 中 で 、 外 部

支 援 の 役 割 が 移 住 者 の 生 活 適 応 に お い て 重 要 な 役

割 を 果 た し て い る 。 移 住 者 が 新 し い 社 会 環 境 に 適

応 す る に は 、 言 語 能 力 の 向 上 と と も に 、 適 切 な 支

援 ネ ッ ト ワ ー ク の 存 在 が 鍵 と な る と 考 え ら れ る 。  
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第 5 章  中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 来 日 理 由 と 背 景

に 関 す る 考 察  

1  来 日 理 由 の 共 通 点 と 相 違 点  

第 4 章 の イ ン タ ビ ュ ー に よ り 、 回 答 者 の 各 家 庭

で は 共 通 点 と 相 違 点 が あ る こ と が 分 か っ た 。  

1 . 1  教 育 環 境 へ の 関 心  

ま ず は 、 中 国 の 教 育 環 境 へ の 不 満 （ 過 度 な 競

争 、 詰 め 込 み 教 育 な ど ） と 、 日 本 の 教 育 環 境 へ の

期 待 （ の び の び し た 環 境 、 プ レ ッ シ ャ ー の 軽 減 ）

が 子 ど も 連 れ の 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 共 通 の

来 日 理 由 で あ る 。 中 国 で は 、「 知 識 が 運 命 を 変 え る

（ 知 识 改 变 命 运 ）」 と い う 考 え が 長 く 根 付 い て お

り 、「 勉 強 が 最 も 重 要 で あ る 」 と 考 え る 人 が 多 い の

が 現 状 で あ る 。 こ の た め 、 近 年 、 子 ど も た ち の 勉

強 に 対 す る プ レ ッ シ ャ ー が 急 速 に 増 大 し 、 中 国 国

内 で は 「 過 度 競 争 （ 内 卷 ）」 と い う 表 現 が S N S や ニ

ュ ー ス で 頻 繁 に 取 り 上 げ ら れ る よ う に な っ て い

る 。  

ま た 、 中 国 の 親 た ち に は 、 子 ど も の た め で あ れ

ば 可 能 な 限 り の 努 力 を 惜 し ま な い と い う 心 理 的 傾

向 が 見 ら れ る 。 特 に 一 定 の 資 産 を 有 す る 親 は 、 激

化 す る 教 育 競 争 か ら 自 ら の 子 ど も を 脱 却 さ せ た い

と 考 え 、 海 外 移 住 を 一 つ の 選 択 肢 と し て 検 討 す る

こ と が あ る 。 こ の 傾 向 は 、 グ ル ー プ 1 の K 1 4 や

K 2 6 の ケ ー ス か ら も 顕 著 に 見 て 取 れ る 。 ま た 、 他 の

ケ ー ス で は 「 子 ど も の プ レ シ ャ ー が 多 す ぎ る 」 あ

る い は 「 親 子 双 方 に 大 き な 負 担 と な っ て い る 」 と

い う 点 が 明 ら か に な っ て お り 、 こ う し た 教 育 環 境

は 子 ど も を 持 つ 家 庭 に 対 す る 主 要 な プ ッ シ ュ 要 因

（ 移 住 の 動 機 づ け ） と な っ て い る と 考 え ら れ る 。  
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中 国 に お け る 教 育 は 地 域 間 で 大 き な 差 異 が 存 在

す る こ と が あ る （ 何  2 0 1 7 ）。 筆 者 の フ ィ ー ル ド ワ

ー ク お よ び ヒ ア リ ン グ に よ れ ば 、 日 本 の 公 立 小 中

学 校 で は 、 す べ て の 子 ど も が 同 一 の 教 育 機 会 を 享

受 す る こ と を 基 本 と し 、 公 立 学 校 の 教 員 は 数 年 ご

と に 異 な る 学 校 へ 異 動 す る 仕 組 み が あ る 。 こ れ に

よ り 、 優 れ た 教 員 が 特 定 の 学 校 に 固 定 さ れ る こ と

を 防 ぎ 、 教 育 の 均 等 化 が 図 ら れ て い る 。 一 方 で 、

中 国 で は 教 育 シ ス テ ム に お け る 格 差 が 明 確 で あ

り 、「 優 れ た 教 員 」 と 「 優 れ た 学 校 」 と が 結 び つ く

傾 向 が 強 い 。 そ の 結 果 、 保 護 者 は 子 ど も を 「 良 い

学 校 」 へ 入 学 さ せ る た め に あ ら ゆ る 手 段 を 講 じ る

よ う に な る 。 こ の よ う な 背 景 の も と 、 高 額 な 「 学

区 房 」（ 優 れ た 学 校 の 学 区 内 に あ る 住 宅 ） の 購 入

や 、 子 ど も の 塾 通 い を 通 じ た 学 力 向 上 な ど の 現 象

が 広 く 見 ら れ る 。  

さ ら に 、 学 校 に お け る 教 育 の 形 式 も 変 容 し つ つ

あ る 。 例 え ば 、 筆 者 が 小 学 校 一 年 生 で あ っ た 当

時 、 拼 音 （ ピ ン イ ン ） を 基 礎 か ら 学 び 始 め る の が

一 般 的 で あ っ た が 、 イ ン タ ビ ュ ー 対 象 者 の 話 に よ

る と 、 現 在 で は 子 ど も が 入 学 時 点 で す で に 拼 音 を

習 得 し て い る こ と を 前 提 と し て 授 業 が 進 め ら れ る

場 合 が 多 い 。 こ れ に よ り 、 教 師 は 拼 音 の 指 導 を 簡

略 化 し 、 そ の 分 、 次 の 学 習 内 容 へ と 迅 速 に 進 む 。

こ の 状 況 に 対 応 す る た め 、 保 護 者 は 子 ど も が 授 業

内 容 に つ い て い け る よ う 、 塾 に 通 わ せ る こ と を 余

儀 な く さ れ て い る 。 こ の 現 象 は 、 中 国 で 頻 繁 に 指

摘 さ れ る 「 教 育 の 過 度 競 争 （ 内 巻 き ）」 の 一 つ の 典

型 的 な 表 れ で あ る と い え る 。  

中 国 に お け る 教 育 に は 顕 著 な 地 域 差 が 存 在 し て

い る 。 こ の 地 域 差 は 、 教 育 資 源 の 分 布 や 進 学 率 の

格 差 と し て 現 れ 、 特 に 東 部 地 区 が 西 部 地 区 よ り も
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充 実 し た 教 育 資 源 を 有 し て い る こ と は 、 中 国 社 会

に お け る 共 通 の 常 識 で あ る 。 K 4 の ケ ー ス は 、 こ の

地 域 間 の 教 育 格 差 を 示 し て い る 事 例 と い え る 。  

教 育 資 源 が 豊 富 な 地 域 で は 、 保 護 者 は 自 分 の 子

ど も が 他 の 子 ど も に 遅 れ を 取 ら な い よ う に と 、 多

く の 学 習 塾 に 通 わ せ る 現 状 が 見 ら れ る 。 し か し 、

何 （ 2 0 1 7 ） に よ れ ば 、 西 部 地 域 の 教 育 の 収 益 率 が

最 も 高 く 、 次 い で 東 部 地 域 、 中 部 地 域 が 最 も 低 い

（ つ ま り 、 西 部 地 域 の 都 市 部 住 民 は 、 教 育 年 数 が 1

年 増 え る ご と に 、 そ の 収 入 の 増 加 幅 が 東 部 や 中 部

地 域 よ り も 大 き い と い う こ と ）。 こ れ は 、 東 部 地 域

に お け る 教 育 投 資 の 収 益 率 が 比 較 的 低 い た め 、 東

部 地 域 の 保 護 者 に と っ て 教 育 へ の 投 資 が 「 収 益 が

見 え な い 」 と 感 じ ら れ る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な

背 景 の も と 、 子 ど も た ち が 「 過 度 競 争 」 に 巻 き 込

ま れ る こ と が 避 け ら れ ず 、 あ る い は 保 護 者 は 「 競

争 の 結 果 が 確 実 に 可 視 化 さ れ る 」 こ と に す る た

め 、 一 部 の 家 庭 で は 、 海 外 移 住 が 教 育 問 題 の 解 決

策 と し て 浮 上 し て い る 。 実 際 に 、 イ ン タ ビ ュ ー 対

象 者 は 、 9 人 が 東 部 地 区 の 出 身 で あ り 、 そ の う ち 4

人 が 北 京 出 身 で あ り 、 彼 ら が 東 部 地 域 に お け る 教

育 環 境 を 背 景 に 、 移 住 と い う 選 択 肢 を 検 討 し て い

る 点 は 興 味 深 い デ ー タ で あ る 。  

よ っ て 、 中 国 か ら の ニ ュ ー カ マ ー 家 族 が 日 本 を

移 住 先 と し て 選 択 す る 理 由 と し て 、 日 本 の 教 育 、

特 に 小 学 校 教 育 の 特 質 が 挙 げ ら れ る 。 日 本 の 教 育

で は 、 学 力 テ ス ト に 偏 重 せ ず 、 日 常 生 活 に 関 連 す

る 知 識 や 技 能 を 重 視 す る 点 が 魅 力 的 と さ れ て い

る 。 ま た 、 子 ど も の 自 由 な 成 長 を 尊 重 し 、 競 争 圧

力 が 比 較 的 低 く 、 無 駄 な プ レ ッ シ ャ ー が 少 な い こ

と も 、 移 住 を 決 断 す る 際 の 重 要 な 要 因 と な っ て い

る 。 さ ら に 、 イ ン タ ビ ュ ー 対 象 者 の 話 か ら 、 日 本
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に お け る 教 育 環 境 で は 、 塾 に 通 う か ど う か や 教 育

へ の 投 資 の 程 度 に つ い て 保 護 者 自 身 が 選 択 の 自 由

を 持 て る こ と が 高 く 評 価 さ れ て い る こ と が 分 か

る 。 こ の 点 は 、 子 ど も た ち が 過 剰 な 競 争 に 巻 き 込

ま れ る 中 国 の 教 育 環 境 と は 対 照 的 で あ る 。 こ れ ら

の 要 因 か ら 、 中 国 か ら の ニ ュ ー カ マ ー 家 族 は 日 本

の 教 育 環 境 に 対 し て 強 い 期 待 を 抱 い て い る 。  

し か し な が ら 、 こ の よ う な 海 外 移 住 が 必 ず し も

子 ど も に と っ て 最 良 の 選 択 で あ る と は 限 ら な い 点

に も 留 意 が 必 要 で あ る 。 例 え ば 、「 少 な く と も 両 親

の い ず れ か に 外 国 籍 の 親 を 持 つ 子 ど も の 教 育 達 成

は 、 日 本 人 を 母 に 持 つ 場 合 と 比 較 し て 平 均 的 に 低

く な る 傾 向 が 見 ら れ た （ 是 川 2 0 1 9 ： 2 3 8 - 2 3 9 ）」 と

い う 指 摘 が あ る 。 こ の こ と か ら 、 海 外 あ る い は 日

本 へ の 移 住 が 子 ど も の 教 育 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て

は 、 必 ず し も 一 面 的 に 肯 定 的 に 捉 え る こ と は で き

な い 。  

K 2 0 の イ ン タ ビ ュ ー か ら 、 移 住 に 伴 う 社 会 的 階 層

の 下 降 に 対 す る 懸 念 が 明 確 に 示 さ れ た 。 K 2 0 に よ れ

ば 、 中 国 で は 「 過 度 競 争 」 が 厳 し い と 感 じ る 人 が

多 い 一 方 で 、 日 本 の 保 護 者 の 競 争 意 識 が 実 際 に は

よ り 厳 格 で あ る と 話 し た 。 例 え ば 、 私 立 幼 稚 園 へ

の 入 園 を 目 指 す 家 庭 で は 、 幼 少 期 か ら 子 ど も の 行

動 を 厳 し く 躾 け る 必 要 が あ り 、 さ ら に 私 立 小 学 校

や 私 立 中 学 校 へ の 進 学 を 目 指 す 場 合 、 そ の 要 求 は

一 層 高 ま る 。  

日 本 に お い て は 、 経 済 的 格 差 が 原 因 で 生 じ る 教

育 格 差 が あ り 、 生 徒 に 十 分 な 教 育 の 機 会 を 与 え る

た め に は 、 私 立 学 校 に 頼 ら ざ る を 得 ず 、 予 備 校 に

通 う た め の 資 金 も 必 要 と な る た め 、 子 ど も の 人 生

は 親 の 資 金 力 に よ っ て 支 え ら れ て い る と 言 え る

（ 川 辺  2 0 1 7 ）。 K 2 0 は 、 K 2 0 は 、 日 本 で は 私 立 学 校



 

83 

に 進 む 者 と 公 立 学 校 に 進 む 者 の 進 路 が 大 き く 異 な

る と い う 考 え を 示 し て お り 、 私 立 へ の 進 学 を 目 指

す こ と 自 体 が 家 計 の 経 済 力 に 強 く 依 存 し て お り 、

十 分 な 経 済 的 余 裕 が な い 家 庭 は 公 立 学 校 へ の 進 学

を 選 ば ざ る を 得 な い 現 実 を 指 摘 し て い る 。 こ の 観

点 か ら 、 K 2 0 は 、 日 本 の 教 育 を 「 競 争 が 少 な い 」 と

捉 え て 移 住 を 決 断 す る 家 庭 に 対 し て 批 判 的 な 見 解

を 示 し た 。 K 2 0 に よ れ ば 、 日 本 に 移 住 す る 中 国 の 家

庭 は 中 国 に お い て 中 上 層 、 あ る い は 富 裕 層 に 位 置

す る 可 能 性 が 高 い が 、 競 争 を 回 避 す る た め に 日 本

を 選 択 す る こ と で 、 子 ど も の 世 代 で は 階 層 の 維 持

が 可 能 で あ っ て も 、 そ の 次 の 世 代 が 私 立 学 校 に 進

学 す る こ と は 難 し い か も し れ な い 。 結 果 と し て 、

次 世 代 の 社 会 的 地 位 が 下 降 す る 可 能 性 が あ る と い

う 懸 念 が 述 べ ら れ た 。  

一 方 で 、 令 狐 （ 2 0 1 7 ） に よ る と 、 グ ロ ー バ ル 化

の 進 展 は 、 中 国 の 中 産 階 級 に と っ て 海 外 教 育 の 重

要 性 や そ の 必 要 性 を 強 く 意 識 さ せ る 要 因 と な っ て

い る 。 こ う し た 中 産 階 級 の 保 護 者 た ち は 、 自 身 の

子 ど も に 優 先 的 な 教 育 機 会 を 提 供 し 、 激 し い 競 争

の 中 で 有 利 な 立 場 に 立 た せ る こ と に 努 め て い る 。

こ の た め 、 早 期 教 育 が 普 及 し 、 ま た 留 学 開 始 年 齢

も 次 第 に 低 年 齢 化 し て い る 。 中 国 の 保 護 者 は 、 留

学 に は 多 く の 利 点 が あ る と 考 え て い る 。 留 学 に よ

り 、 子 ど も が 視 野 を 広 げ 、 人 生 経 験 を 豊 か に で き

る だ け で な く 、 優 れ た 大 学 の 整 っ た 環 境 や 豊 富 な

教 育 リ ソ ー ス が 知 識 や 思 考 力 、 実 践 的 な ス キ ル 向

上 に 寄 与 す る と 認 識 さ れ て い る の で あ る 。 こ れ に

よ り 、 一 部 の 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 は 、 子 ど も

に 教 育 競 争 で 有 利 な 立 場 に 立 た せ る よ う に 、 子 ど

も 連 れ て 日 本 に 移 住 し に 来 た 。 例 え ば 、 K 1 0 の ケ ー

ス は こ れ に 当 て は ま る 。  
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ま た 、 子 ど も を 日 本 に 連 れ て き た 家 庭 で は 、「 子

ど も を 中 国 の 教 育 の 過 度 競 争 か ら 解 放 し た い 」 と

考 え て い る 場 合 で も 、 子 ど も へ の 教 育 戦 略 は 学 校

外 で 遊 ぶ だ け に 留 ま ら な い 。 ア ン ケ ー ト 調 査 の 中

で 、「 Q 2 4 _ 1 .  学 校 の 活 動 や 部 活 動 以 外 で 、 お 子 さ

ま は 塾 に 通 っ て い ま す か ？ も し 通 っ て い る 場 合 、

ど の よ う な 塾 に 通 っ て い ま す か ？ （ 複 数 選 択 可 ）」

と い う 質 問 項 目 を 設 置 し た 。 そ の 結 果 （ 図  2 0） か

ら 、 多 く の 子 ど も が 塾 や 教 室 に 通 っ て い る こ と が

わ か っ た 。 ま た 、 現 在 塾 に 通 っ て い な い 子 ど も の

保 護 者 も 、「 通 っ て い な い が 、 将 来 通 う つ も り 」 と

回 答 し て お り 、「 通 っ て い な い し 、 将 来 も 通 う つ も

り は な い 」 と い う 選 択 肢 を 選 ん だ 保 護 者 は ゼ ロ で

あ っ た 。  

こ の よ う な 家 庭 は 、 単 に 子 ど も を 「 教 育 競 争 」

か ら 解 放 す る た め に 日 本 へ 移 住 し た わ け で は な

く 、 む し ろ 競 争 の 環 境 を 変 え な が ら も 、 子 ど も が

そ の 中 で 競 争 を 続 け 、 よ り 有 利 な 立 場 を 得 ら れ る

よ う 支 援 す る こ と を 目 的 と し て い る と 考 え ら れ

る 。 つ ま り 、 移 住 先 で の 教 育 環 境 を 「 努 力 の 結 果

を 最 大 限 活 か す こ と が で き る 場 所 」 と し て 位 置 づ

け て い る 可 能 性 が あ る 。  
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図  2 0  子 ど も が 塾 に 通 っ て い る 状 況  
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た だ し 、 塾 や 教 室 へ の 通 学 が 「 教 育 競 争 で 勝 つ

た め 」 だ け に 限 定 さ れ る わ け で は な い 点 も 考 慮 す

べ き で あ る 。 例 え ば 、 子 ど も が 日 本 語 で 学 校 の 授

業 を 理 解 す る こ と が 難 し い 場 合 、 塾 で 授 業 内 容 を

繰 り 返 し 学 ぶ こ と で 学 校 の 教 育 ペ ー ス に つ い て い

け る よ う に す る 補 助 的 な 役 割 を 果 た し て い る 可 能

性 が あ る 。 ま た 、 子 ど も 自 身 が ス ポ ー ツ や ダ ン ス

と い っ た 教 室 に 興 味 を 持 ち 、 自 発 的 に 学 び た い と

い う 意 欲 が 動 機 と な っ て い る 場 合 も 考 え ら れ る 。

さ ら に 、 K 2 0 の イ ン タ ビ ュ ー で は 、「 子 ど も の ス マ

ー ト フ ォ ン 使 用 時 間 を 減 ら し た い 」 と い う 理 由 で

塾 や 教 室 に 通 わ せ る 選 択 を し た 事 例 も 示 さ れ て い

る 。 こ の よ う に 、 塾 や 教 室 へ の 通 学 に は 、 競 争 だ

け で な く 、 さ ま ざ ま な 目 的 が 存 在 し て い る と 考 え

ら れ る 。  

1 . 2  コ ロ ナ 禍 の 影 響  

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 感 染 拡 大 は 、 中 国 人 ニ ュ

ー カ マ ー 家 族 の 移 住 決 断 を 後 押 し す る 重 要 な 要 因

と し て 機 能 し て い る 。 中 国 で は 都 市 封 鎖 、 全 住 民

対 象 の P C R 検 査 、 ス マ ー ト フ ォ ン に よ る 行 動 追

跡 、 移 動 制 限 な ど の 強 制 力 を 伴 う 感 染 対 策 が 実 施

さ れ 、「 ゼ ロ コ ロ ナ 政 策 」 に よ る 徹 底 的 な 行 動 規 制

が 住 民 の 生 活 を 制 限 し た 。 こ の よ う な 政 策 は 、 住

民 の 不 満 や 経 済 活 動 の 停 滞 を も た ら し （ 比 嘉  

2 0 2 4 ）、 移 住 の 動 機 づ け と な っ た 。 イ ン タ ビ ュ ー に

お い て コ ロ ナ 禍 そ の も の に 関 す る 詳 細 な 議 論 は 展

開 さ れ な か っ た が 、 回 答 者 の 言 葉 か ら は 、 コ ロ ナ

禍 が 中 国 社 会 に も た ら し た 変 化 が 見 て 取 れ る 。  

ま ず 、 コ ロ ナ 禍 は 経 済 活 動 に 深 刻 な 影 響 を 及 ぼ

し 、 経 済 市 場 ・ 職 場 環 境 の 変 化 を 引 き 起 こ し た 。

例 え ば 、 K 1 1 の 事 例 で は 、 夫 が 航 空 業 界 関 連 の 職 場
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に 勤 務 し て い た た め 、 飛 行 機 の 運 航 停 止 が 直 接 的

な 経 済 的 影 響 を 与 え 、「 環 境 を 変 え る 」 決 断 を 促

し 、 移 住 の き っ か け と な っ た 。 ま た 、 K 2 0 の 証 言 か

ら は 、 コ ロ ナ 禍 や そ の 後 の 影 響 が 中 国 国 内 に お け

る 個 人 事 業 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し 、 日 本 移 住 を 後

押 し し た 事 例 が 示 さ れ た 。  

ま た 、 ロ ッ ク ダ ウ ン な ど の 厳 し い 管 理 措 置 は 、

個 人 の 自 由 を 制 限 し 、 移 住 の 決 断 に 後 押 し す る 要

因 と な っ た 。 K 2 6 の 事 例 で は 、 ロ ッ ク ダ ウ ン や ワ ク

チ ン 接 種 の 強 制 が 、 移 住 へ の 動 機 と し て 言 及 さ れ

て い る 。 ま た 、 上 海 市 で は 2 0 2 2 年 3 月 に 実 施 さ れ

た ロ ッ ク ダ ウ ン に よ り 、 2 5 0 0 万 人 の 市 民 の 大 半 が

外 出 を 禁 じ ら れ る 事 態 と な り （ 比 嘉  2 0 2 4 :  1 9 4 ）、

こ れ に 対 す る 不 満 が 移 住 決 断 の 重 要 な 動 機 と な っ

た と K 1 0 は 語 っ て い る 。 こ う し た 自 由 の 制 限 は 、

移 住 を 考 え る き っ か け と し て 考 え ら れ る 。  

さ ら に 、 コ ロ ナ 禍 に よ っ て 社 会 秩 序 へ の 疑 問 や

不 信 感 が 増 大 し た こ と も 移 住 の 背 景 に あ る 。 K 1 3 の

証 言 で は 、 コ ロ ナ 禍 の 混 乱 を 通 じ て 既 存 の 環 境 や

人 間 関 係 、 組 織 に 対 す る 疑 問 が 増 幅 し 、「 な ぜ こ ん

な に 理 不 尽 な の か 」 と い う 認 識 が 広 が っ た こ と が

語 ら れ た 。 こ の よ う な 不 信 感 は 、 新 し い 環 境 へ の

移 行 を 考 え る 要 因 と な っ た と い え る 。  

確 か に 、 コ ロ ナ 禍 は 中 国 全 体 の 経 済 ・ 社 会 に 大

き な 影 響 を 与 え 、 現 在 も そ の 影 響 が 続 い て い る 。

レ ス ト ラ ン や 個 人 事 業 主 の 間 で は 顧 客 減 少 に 伴 い

閉 店 と い う こ と が コ ロ ナ 禍 中 に は 少 な く な い 。 世

論 環 境 や 職 場 環 境 、 労 働 市 場 も コ ロ ナ 以 前 と 比 べ

て 大 き く 変 化 し て い る 。 こ の よ う な 状 況 は 、 移 住

を 決 断 す る 家 族 に と っ て 、 コ ロ ナ 禍 が 避 け ら れ な

い 転 換 点 と し て 作 用 し て い る こ と を 示 し て い る 。  

一 方 で 、 社 会 階 層 に よ っ て コ ロ ナ 禍 に お け る 体
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験 や 認 識 が 異 な る 点 を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 一 般

市 民 層 で は 「 政 府 の 指 示 に 従 え ば 良 い 」 と い う 形

で 一 定 の 信 頼 感 を 示 す 傾 向 が 見 ら れ る 一 方 で 、 よ

り 高 い 社 会 的 地 位 を 有 す る 人 々 、 特 に 中 間 層 や 富

裕 層 の 視 点 で は 、 コ ロ ナ 禍 に 対 す る 感 じ 方 や 受 け

止 め 方 が 異 な る 可 能 性 が あ る 。 今 回 の 調 査 で は 、

こ の 視 点 に 直 接 触 れ る こ と は で き な か っ た が 、 こ

う し た 階 層 間 の 違 い は 非 常 に 興 味 深 い テ ー マ で あ

り 、 今 後 の 研 究 課 題 と し て 検 討 す る 価 値 が あ る と

考 え ら れ る 。  

1 . 3  相 違 点  

各 グ ル ー プ 間 お よ び 各 ケ ー ス を 比 較 す る と 、 中

国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 特 性 に は 顕 著 な 相 違 点 が

見 ら れ る 。 ま ず 、 グ ル ー プ ご と の 収 入 構 成 を 比 較

す る と 、 グ ル ー プ 1 の 家 庭 は 月 収 が 4 0 万 ～ 6 0 万 円

の 範 囲 に 集 中 し て お り 、 比 較 的 平 均 的 な 収 入 層 が

多 い 傾 向 が あ る 。 一 方 で 、 グ ル ー プ 2 で は 収 入 が

二 極 化 し て お り 、 3 0 万 ～ 4 0 万 円 の 中 間 層 と 8 0 万

円 以 上 の 高 所 得 層 が 混 在 し て い る 。 こ の こ と か

ら 、 西 区 に 居 住 す る 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 中

に も 社 会 経 済 的 な 階 層 の 差 異 が 存 在 す る こ と が 明

ら か に な っ た 。  

さ ら に 、 各 ケ ー ス を 比 較 す る と 、 来 日 後 の 生 活

状 態 に も 多 様 性 が 見 ら れ る 。 例 え ば 、 K 1 0 の 事 例 で

は 、 日 本 で の 生 活 を 満 喫 し 、 日 常 生 活 を 楽 し む 保

護 者 が い る 一 方 で 、 自 身 の 目 標 に 向 け て 活 動 す る

保 護 者 も い る 。 ま た 、 起 業 し て 自 分 の 事 業 を 展 開

す る ケ ー ス や 、 会 社 勤 務 を 選 択 す る ケ ー ス も 確 認

さ れ た 。 こ の よ う に 、 生 活 状 況 や 選 択 の 違 い が 分

散 し て い る こ と か ら 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 に

は 明 確 な 多 様 性 が 存 在 す る こ と が 分 か っ た 。  
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2  中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 と 従 来 の 来 日 中 国 人 家

族 の 比 較  

2 . 1  家 族 移 住 の プ ロ セ ス  

本 研 究 に お け る 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 来 日

理 由 は 、 過 去 の 中 国 人 移 住 者 と 比 較 し て 異 な る 特

性 を 持 つ こ と が 明 ら か と な っ た 。 改 革 開 放 以 前 に

来 日 し た 華 僑 た ち は 、 一 部 の 裕 福 な 家 庭 出 身 者 を

除 き 、 多 く が 福 清 1 4 に お け る 生 活 苦 か ら 脱 却 す る た

め に 来 日 し た 下 層 農 民 で あ っ た （ 陸  2 0 1 6 ）。 彼 ら

は 主 に 出 稼 ぎ 目 的 で 日 本 に 移 住 し 、 そ の 後 、 改 革

開 放 期 以 降 に 家 族 を 呼 び 寄 せ 、 家 族 合 流 を 果 た す

移 住 パ タ ー ン が 一 般 的 で あ っ た 。 こ の よ う な 移 住

形 式 は 「 チ ェ ー ン ・ マ イ グ レ ー シ ョ ン 」 と 呼 ば

れ 、 移 住 の プ ロ セ ス を 段 階 的 に 進 め る 特 徴 が あ

る 。  

ま た 、 国 際 結 婚 に よ る 家 族 形 成 も 重 要 な 移 住 形

態 の 一 つ と し て 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、「 農 村 花 嫁 」

と し て 日 本 の 男 性 と 結 婚 し 移 住 す る 女 性 た ち は 、

日 本 に お け る 家 族 形 成 の 過 程 で 移 住 を 実 現 し て い

る （ 宿 谷  1 9 8 8 ； 賽 漢  2 0 1 1 ）。 以 上 の よ う な 二 つ の

移 住 形 態 は 、 移 住 過 程 に お け る 家 族 形 成 が 重 要 な

転 換 点 で あ る こ と を 示 し て い る （ 永 吉  2 0 1 1 ）。  

一 方 で 、 現 在 の 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 移 住

形 態 は 、 過 去 の チ ェ ー ン ・ マ イ グ レ ー シ ョ ン と 比

較 し て 異 な る 特 徴 を 持 つ 。 イ ン タ ビ ュ ー 対 象 者 の

中 に は 、 家 族 移 住 の リ ス ク を 軽 減 す る た め に チ ェ

ー ン ・ マ イ グ レ ー シ ョ ン を 選 択 す る ケ ー ス （ K 1 、

K 1 0 、 K 1 1 、 K 2 0 ） が 存 在 し た が 、 そ の 時 間 差 は 最

大 で 3 年 、 平 均 で は 1 年 以 内 に 家 族 全 員 が 合 流 す

る と い う 迅 速 な プ ロ セ ス が 確 認 さ れ た 。 こ れ は 過

 
1 4  中 国 福 建 省 福 州 市 福 清 市 で あ る 。  
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去 の 中 国 人 家 族 に お け る チ ェ ー ン ・ マ イ グ レ ー シ

ョ ン の プ ロ セ ス と 比 較 し て 大 き く 異 な る 点 で あ

る 。 ま た 、 中 国 国 内 で 既 に 家 族 が 形 成 さ れ て い る

状 態 で 、 家 族 全 員 が 同 時 に 日 本 に 移 住 す る ケ ー ス

が 多 く 、 移 住 先 で 結 婚 す る 場 合 と は 異 な る 。  

こ の よ う な 家 族 移 住 の 迅 速 性 や 形 式 の 違 い は 、

過 去 の 中 国 人 移 住 者 の 研 究 に お け る 家 族 移 住 形 態

と は 大 き く 異 な る 特 徴 を 示 し て お り 、 現 代 の 中 国

人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 移 住 ダ イ ナ ミ ク ス を 新 た に

捉 え 直 す 必 要 性 が あ る と 考 え ら れ る 。  

2 . 2  社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク  

陸 （ 2 0 1 6 ） は 、 関 西 地 域 に 居 住 す る 福 清 籍 の 華

人 ・ 華 僑 に と っ て 、 同 郷 的 な ネ ッ ト ワ ー ク が 重 要

な 役 割 を 果 た し て い る と 指 摘 し て い る 。 特 に 日 本

に 来 た ば か り の 段 階 で は 、 先 に 移 住 し た 同 郷 者 に

頼 る こ と が 一 般 的 で あ り 、 同 ネ ッ ト ワ ー ク が 生 活

基 盤 の 形 成 に お い て 欠 か せ な い 存 在 で あ っ た 。 時

代 の 変 化 と と も に 、 こ れ ら の ネ ッ ト ワ ー ク の 役 割

や 形 態 に も 変 容 が 見 ら れ る 一 方 で 、 華 人 ・ 華 僑 に

と っ て 依 然 と し て 重 要 な 存 在 で あ る こ と が 明 ら か

で あ る 。  

さ ら に 、 改 革 開 放 後 に は 、 先 行 し て 海 外 に 移 住

し た 華 僑 に 付 随 す る 形 で 女 性 の 移 住 が 増 加 し 、 こ

れ が 家 族 単 位 で の 移 住 の 形 成 に 繋 が っ た と す る 指

摘 が あ る （ 奈 倉  2 0 2 1 ）。 こ の よ う な ネ ッ ト ワ ー ク

を 介 し た 移 住 の 動 態 は 、 従 来 の 華 僑 社 会 の 特 徴 と

し て 理 解 さ れ て い る 。  

し か し 、 本 研 究 に お け る 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家

族 の 事 例 で は 、 こ う し た 同 郷 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 経

由 し た 移 住 の 形 態 が 異 な る こ と が 明 ら か に な っ

た 。 イ ン タ ビ ュ ー 対 象 者 1 0 名 の う ち 、 同 郷 的 な ネ
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ッ ト ワ ー ク を 利 用 し て 日 本 に 移 住 し た の は わ ず か 2

名 （ K 1 1 、 K 1 3 ） で あ っ た 。 K 1 1 の 事 例 で は 、「 親 戚

に 多 大 な 迷 惑 を か け た く な い 」 と い う 意 識 が 強

く 、 翻 訳 機 を 活 用 し た り 、 S N S を 通 じ て 留 学 生 に

有 料 で 電 話 の サ ポ ー ト を 依 頼 し た り す る な ど 、 親

戚 へ の 依 存 を 最 小 限 に 抑 え よ う と す る 姿 勢 が 見 ら

れ た 。 こ の よ う な 行 動 は 、 同 郷 的 ネ ッ ト ワ ー ク は

日 本 に 移 住 す る こ と で は あ る 程 度 の 影 響 が あ る

が 、 依 存 度 が 低 下 す る と い う こ と が 分 か っ て お

り 、 新 し い 移 住 者 の 間 で 異 な る 移 住 戦 略 が 展 開 さ

れ て い る こ と を 示 し て い る 。  

そ の 他 の 事 例 に お い て は 、 日 本 へ の 移 住 前 に 知

り 合 い や 親 戚 が 日 本 に い な い ケ ー ス が 多 く 見 ら れ

た 。 こ の 場 合 、 移 住 の プ ロ セ ス は 仲 介 業 者 を 介 し

た も の が 多 く 、 日 本 到 着 後 の 情 報 収 集 も 主 に 中 国

の S N S （ 特 に R E D と い う プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ） を 活

用 し て 行 わ れ て い る 。 こ れ ら の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

で は 、 日 本 へ の 移 住 者 が 移 住 後 の 生 活 に 関 す る ほ

と ん ど の 疑 問 に 対 す る 回 答 が 見 つ け る こ と が で き

る 。 ま た 、 日 本 に 定 住 し た 後 、 子 ど も が 同 じ 学 校

に 通 う こ と で 保 護 者 同 士 が 友 人 に な っ た り 、 元 の

仲 介 業 者 と 友 人 関 係 を 築 い た り し て 、 新 た な 人 間

関 係 を 形 成 す る ケ ー ス も 少 な く な い 。 一 方 で 、「 日

本 に 来 た 後 は 、 中 国 に い た と き の 複 雑 な 人 間 関 係

か ら 解 放 さ れ 、 む し ろ 楽 に な っ た 」 と 感 じ て い る

例 も 見 ら れ た （ K 2 6 ）。  

イ ン タ ー ネ ッ ト の 発 展 に よ り 、 情 報 収 集 が 格 段

に 容 易 に な っ た こ と は 、 移 住 者 が 対 面 型 の 人 間 関

係 に 依 存 せ ず に 生 活 を 進 め ら れ る 要 因 と な っ て い

る 。 こ の こ と は 、 人 間 関 係 が し ば し ば 負 担 と し て

認 識 さ れ る 現 状 を 示 し て い る 。 結 果 と し て 、 社 会

的 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 中 国 人 や 中 国 家 庭 が 日 本 に 移
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住 す る 際 の 重 要 な 要 因 で は な く な り つ つ あ る と い

え る 。 陸 （ 2 0 1 6 ） が 指 摘 す る よ う に 、「 同 郷 間 の つ

な が り 」 は 対 面 的 な 形 式 （ 例 ： 同 郷 懇 親 会 ） に 加

え て 、 W e C h a t （ 微 信 ） や 微 博 な ど 非 対 面 的 な 形 式

が 主 流 と な り つ つ あ る 。 こ の 変 化 に よ り 、 か つ て

の よ う な 地 区 へ の 集 住 を 基 盤 と し た ネ ッ ト ワ ー ク

は 、 オ ン ラ イ ン を 中 心 と し た 非 対 面 的 か つ 柔 軟 な

形 態 に 移 行 し て い る 。 そ の 結 果 、「 集 住 」 と い う 現

象 は 、 従 来 の 計 画 的 な つ な が り で は な く 、 偶 然 性

に よ る も の と し て の 性 格 が 強 ま っ て い る と 考 え ら

れ る 。  

こ れ に よ り 、 子 ど も 連 れ の 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー

家 族 の 移 住 プ ロ セ ス は 、 移 民 に 関 す る 従 来 の 研 究

に お け る 、「 大 部 分 の 移 民 は 、 す で に 友 人 や 家 族 が

定 住 し 、 ト ラ ン ス ナ シ ョ ナ ル な 移 住 ネ ッ ト ワ ー ク

を 形 成 し て い る 国 に 移 住 す る 」（ K o s e r  2 0 1 6  =  

2 0 2 1 : 4 2 ） と い う 点 に お い て 異 な る 。 従 来 の 移 住 ネ

ッ ト ワ ー ク は 、 主 に 以 下 の 3 つ の 方 法 で 国 際 移 住

を 促 進 す る と さ れ る 。 第 一 に 、 新 し い 通 信 技 術 を

活 用 し て 国 際 移 住 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る こ と 、

第 二 に 、 移 住 希 望 者 の 渡 航 費 用 を 資 金 的 に 支 援 す

る こ と 、 そ し て 第 三 に 、 移 民 の 最 初 の 滞 在 先 を 提

供 し 、 職 探 し や そ の 他 の 経 済 的 ・ 社 会 的 支 援 を 行

う こ と で 移 民 の 定 住 を 助 け る 重 要 な 役 割 を 果 た す

こ と で あ る （ K o s e r  2 0 1 6  =  2 0 2 1 : 4 3 ）。  

従 来 の 日 本 に お け る 中 国 人 移 住 に 関 す る 研 究

（ 陸  2 0 1 6 ） で も 、 同 郷 的 ネ ッ ト ワ ー ク が 移 住 者 の

初 期 段 階 で の 支 援 基 盤 と し て 機 能 し て き た こ と が

明 ら か に さ れ て い る 。 し か し 、 本 研 究 が 対 象 と す

る 、 近 年 、 西 区 の よ う な 大 都 市 中 心 の 豊 か な 地 区

に 移 住 し た 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 で は 、 こ の よ

う な 同 郷 的 ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 支 援 を 受 け ず に 来
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日 す る ケ ー ス が 増 加 し て い る 。 対 象 者 へ の 聞 き 取

り 調 査 か ら 、「 日 本 で は 誰 も 知 ら な い 」 状 態 で 渡 航

す る 事 例 が 多 い こ と が 示 さ れ 、 従 来 の 同 郷 的 ネ ッ

ト ワ ー ク を 前 提 と し た 移 住 形 態 と は 異 な る 傾 向 が

明 ら か と な っ た 。  

一 方 で 、 こ う し た 家 族 移 住 は 、 移 民 仲 介 業 者 や

不 動 産 仲 介 業 者 を 通 じ て 、 移 住 初 期 の 手 続 き や 生

活 基 盤 の 確 立 が 進 め ら れ て い る こ と が 確 認 さ れ

た 。 こ の 流 れ は 、 従 来 の 「 知 り 合 い 」 や 「 家 族 ・

友 人 」 に 基 づ く 移 住 の パ ー ソ ナ ル ネ ッ ト ワ ー ク と

は 異 な る 、 新 た な 形 式 の ネ ッ ト ワ ー ク と 位 置 付 け

ら れ る 。 具 体 的 に は 、 先 に 日 本 に 移 住 し た 中 国 人

が 会 社 を 設 立 し た り 、 日 本 の 企 業 で 働 い た り す る

こ と で 、 後 続 の 中 国 人 移 住 者 に サ ー ビ ス を 提 供 す

る よ う な 関 係 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー

ク は 、 親 族 ネ ッ ト ワ ー ク に 基 づ か な い も の の 、 後

続 移 住 者 を 支 援 す る 新 た な 形 態 と し て 機 能 し て い

る 。  

こ の よ う に 、「 家 族 や 友 人 に 基 づ く ネ ッ ト ワ ー

ク 」 と は 異 な る 、「 知 ら な い 人 」 に よ る ネ ッ ト ワ ー

ク が 形 成 さ れ つ つ あ る 現 状 は 、 移 住 研 究 の 新 た な

課 題 と し て 注 目 さ れ る べ き で あ る 。 今 後 の 研 究 で

は 、 こ の よ う な 新 し い ネ ッ ト ワ ー ク の 性 質 や 機 能

を 詳 細 に 解 明 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

2 . 3  な ぜ 西 区 か ？  

前 述 の 内 容 か ら 、 大 阪 市 西 区 に 居 住 す る 中 国 人

ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 集 住 は 、「 意 識 的 な 集 住 」 と い

う よ り も 偶 然 性 に よ る も の で あ る こ と が 分 か っ

た 。 彼 ら が ど の よ う な 理 由 や 経 緯 で 大 阪 、 特 に 西

区 に 定 住 す る こ と に な っ た の か に つ い て 、 い く つ

か の 要 因 が 浮 か び 上 が っ た 。  
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ま ず 、 大 阪 を 選 ん だ 理 由 に つ い て 、 イ ン タ ビ ュ

ー 結 果 か ら す べ て の ケ ー ス で 東 京 と 大 阪 の 間 で 比

較 検 討 が 行 わ れ て い た こ と が 明 ら か に な っ た 。 そ

の 中 で 、 特 に グ ル ー プ 1 に お い て は 、 東 京 に 対 す

る 「 生 活 ス ピ ー ド が 速 す ぎ る 」「 住 民 が 冷 た い と い

う 印 象 を 持 っ て い る 」「 生 活 コ ス ト が 高 い 」 と い っ

た ネ ガ テ ィ ブ な 認 識 が 共 通 し て 見 ら れ た 。 一 方

で 、 大 阪 に 対 し て は 「 住 民 が 親 切 で 優 し い 」「 大 阪

も 日 本 の 主 要 都 市 で あ り 、 賑 や か さ は 東 京 に 引 け

を 取 ら な い 」 と い っ た ポ ジ テ ィ ブ な 評 価 が 多 く 、

こ れ が 大 阪 へ の 移 住 を 決 定 づ け た と 考 え ら れ る 。  

大 阪 を 「 新 手 开 局 （ 新 し い ス タ ー ト の 場 ）」 と 捉

え る 比 喩 が 用 い ら れ 、 そ の 点 で 大 阪 が 移 住 先 と し

て 選 ば れ る 意 義 を 話 し て い る 。 こ の よ う な 選 択 理

由 は 、 彼 ら が 都 市 の 物 質 的 条 件 だ け で な く 、 社 会

的 環 境 や 人 間 関 係 の 温 か さ と い っ た 要 因 を 重 視 し

て い る こ と を 示 し て い る 。  

ま た 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 が 大 阪 市 西 区 に

居 住 を 選 択 す る 際 、 そ の 理 由 に は 住 宅 事 情 が 大 き

く 関 与 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 少 な く と

も 3 件 以 上 の 家 庭 で は 、 不 動 産 仲 介 業 者 を 通 じ て

い く つ か の 住 宅 を 見 学 し 、 そ の 中 で 偶 然 気 に 入 っ

た 住 宅 が 西 区 内 に あ っ た と い う 経 緯 が 見 ら れ る 。

ま た 、 居 住 地 の 決 定 要 因 と し て は 、 い く つ か の 共

通 す る 要 素 が 挙 げ ら れ る 。  

ま ず 、 子 ど も の 学 校 が 住 宅 選 び の 主 要 な 要 素 と

し て 挙 げ ら れ る 。 K 1 の 家 庭 で は 、「 ま ず 学 校 を 選 ん

で か ら 、 そ の 学 校 に 近 い 住 宅 を 探 し た 」 と い う 意

識 が 強 く 、 学 校 に 通 い や す い 場 所 で あ る こ と を 重

視 し て い た 。 K 2 の 家 庭 も 同 様 に 、 子 ど も が 通 学 し

や す い 環 境 を 優 先 し 、 学 校 周 辺 で 適 切 な 住 宅 を 見

つ け た 上 で 定 住 を 決 定 し た 。 K 1 4 の 家 庭 で は 、 通 学
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距 離 や 周 辺 環 境 を 総 合 的 に 考 慮 し た 結 果 、 当 初 目

指 し て い た 学 校 と は 異 な る 学 校 に 区 役 所 に よ り 決

定 さ れ た が 、 結 果 と し て そ の 違 い を 受 け 入 れ た と

述 べ て い る 。 K 2 6 は 、 北 区 を 検 討 し て い た も の の 適

切 な 住 宅 が 見 つ か ら ず 、 西 区 に 移 っ た 際 、 す ぐ 近

く に 評 判 の 良 い 小 学 校 が あ る こ と が 決 め 手 と な っ

た と 語 っ て い る 。  

ま た 、 西 区 は 住 環 境 や 利 便 性 の 面 で も 高 い 評 価

を 受 け て い る 。 K 2 は 「 交 通 の 便 が 良 く 、 周 辺 施 設

が 充 実 し て お り 、 大 阪 市 内 で も 利 便 性 が 高 い 」 と

述 べ 、 中 国 駐 大 阪 総 領 事 館 が 近 く に あ る こ と も 選

択 理 由 の 一 つ と し て 挙 げ て い る 。 K 8 8 の 家 庭 で は 、

住 宅 の 構 造 が 中 国 の 住 居 に 似 て お り 、 住 み や す い

こ と で 、 選 択 に 至 っ た と 語 っ て い る 。  

さ ら に 、 親 戚 や 友 人 と の 近 隣 関 係 が 住 宅 選 び に

影 響 を 与 え て い る 。 K 1 1 は 「 友 人 が こ の 地 域 に 住 ん

で い た た め 、 自 分 た ち も 近 く に 住 む こ と を 選 ん

だ 」 と 述 べ て お り 、 友 人 や 親 戚 の 存 在 が 新 し い 環

境 で の 生 活 を 始 め る 上 で の 安 心 感 を 提 供 し て い

る 。  

ま た 、 K 1 0 の 家 庭 で は 、 物 件 自 体 が 希 少 な 大 規 模

住 宅 で あ り 、 そ の 購 入 が 学 校 選 び に も 影 響 を 及 ぼ

し た と い う 偶 然 性 も 含 ま れ て い る 。  

以 上 の 分 析 か ら 、 大 阪 市 西 区 へ の 定 住 理 由 と し

て 、 子 ど も 連 れ の 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 多 く

は 子 ど も の 教 育 環 境 や 通 学 時 間 を 住 宅 選 び の 主 要

な 要 素 と し て 重 視 し て い る こ と が 明 ら か に な っ

た 。 ま た 、 そ れ 以 外 に も 交 通 の 利 便 性 、 住 居 の 構

造 、 友 人 や 親 戚 と の 近 隣 関 係 、 さ ら に は 偶 然 性 と

い っ た 多 様 な 要 因 が 複 雑 に 絡 み 合 っ て い る 。 こ の

よ う な 選 択 要 因 は 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 が 日

本 で 新 し い 生 活 を 築 く 際 の 価 値 観 や 戦 略 を 反 映 し
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て お り 、 結 果 的 に 一 見 「 偶 然 性 の あ る 集 住 」 と い

う 形 態 を 生 じ さ せ て い る こ と が あ る が 、 こ れ ら の

家 族 で は 社 会 経 済 的 地 位 が 高 い た め 、 自 分 で 探 せ

る お 金 や 能 力 が あ り 、 比 較 的 自 由 に 住 む 場 所 を 選

択 で き る 点 が 考 え ら れ る 。  

さ ら に 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 集 住 は 、 過

去 の 同 郷 的 ネ ッ ト ワ ー ク に 基 づ く 集 住 と は 異 な る

性 質 を 持 つ こ と が 分 か っ た 。 従 来 、 同 郷 的 ネ ッ ト

ワ ー ク は 中 国 人 移 住 者 の 集 住 形 成 に 重 要 な 役 割 を

果 た し て き た が 、 本 研 究 の 事 例 で は 、 こ れ ら の ネ

ッ ト ワ ー ク よ り も 住 宅 選 択 に お け る 共 通 点 や 偶 然

性 が 主 な 要 因 と な っ て い る 。 こ の よ う な 非 ネ ッ ト

ワ ー ク 的 な 集 住 の 形 成 は 、 現 代 に お け る 中 国 人 移

住 者 の 新 し い 移 住 パ タ ー ン の 一 部 と し て 位 置 づ け

ら れ る べ き で あ る 。  

現 代 の 中 国 人 移 住 に お い て 、 社 会 経 済 的 地 位 の

高 さ が 生 じ さ せ た 「 偶 然 性 」 と 個 別 的 要 因 が 集 住

形 成 に 与 え る 影 響 は 、 今 後 の 研 究 に お い て さ ら に

注 目 す べ き 重 要 な テ ー マ で あ り 、 中 国 人 ニ ュ ー カ

マ ー 家 族 の 移 住 戦 略 や 社 会 統 合 を 理 解 す る 上 で 不

可 欠 な 視 点 で あ る 。  
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終 章  

1  ま と め  

本 研 究 は 、 大 阪 市 西 区 を 事 例 と し て 、 子 ど も を

伴 う 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 特 徴 と 移 住 理 由 を

明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。 特 に 、 こ れ ら の

家 族 が ど の よ う な 背 景 を 持 ち 、 な ぜ 日 本 へ の 移 住

を 選 択 し た の か 、 ま た 家 族 同 伴 移 住 の 理 由 や そ の

過 程 に 焦 点 を 当 て て 分 析 を 行 っ た 。  

調 査 の 結 果 、 大 阪 市 西 区 に 居 住 す る 中 国 人 ニ ュ

ー カ マ ー 家 族 に は い く つ か の 共 通 す る 特 徴 が 確 認

さ れ た 。 2 0 2 2 年 以 降 、「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ を 取 得 し

て 来 日 し た 家 庭 が 多 く 、 親 の 年 齢 は 3 0 代 か ら 4 0

代 に 集 中 し て お り 、 高 学 歴 で あ る 一 方 、 日 本 語 能

力 は 不 十 分 で あ る こ と が 特 徴 的 で あ っ た 。 ま た 、

彼 ら は 日 本 で の 長 期 的 な 居 住 経 験 を 持 た な い が 、

一 定 の 資 産 を 有 し て い る と い う 経 済 的 背 景 が 共 通

し て い る 。 こ れ ら の 要 素 は 、 子 ど も を 伴 う 中 国 人

ニ ュ ー カ マ ー 家 族 が 持 つ 一 般 的 な 属 性 と し て 位 置

づ け ら れ る 。  

移 住 理 由 の 分 析 で は 、 特 に 子 ど も の 教 育 が 主 要

な 要 因 と し て 挙 げ ら れ た 。 具 体 的 に は 、 中 国 の 過

度 な 教 育 競 争 か ら 子 ど も を 解 放 し 、「 努 力 の 結 果 を

最 大 限 活 か す こ と が で き る 場 所 」 を 求 め る 理 由 が

多 く の 家 庭 で 確 認 さ れ た 。 ま た 、 子 ど も の グ ロ ー

バ ル な 視 野 の 育 成 や 将 来 の 選 択 肢 を 広 げ る こ と

が 、 移 住 の 重 要 な 理 由 と し て 機 能 し て い た 。 加 え

て 、 コ ロ ナ 禍 が 中 国 国 内 の 経 済 的 ・ 社 会 的 な 影 響

を 与 え 、 日 本 に 移 住 す る 引 き 金 に な る こ と で 、 中

国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 来 日 時 間 は 2 0 2 2 年 以 降 に

集 中 し て い る こ と が 考 え ら れ る 。  

日 本 に 在 住 し て い る 中 国 人 ・ 中 国 人 家 庭 は 多 様
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性 が あ る こ と が 分 か っ て お り 、 今 回 分 析 し た 事 例

は 、 来 日 中 国 人 家 庭 の 一 部 の 状 況 を 反 映 し た も の

で あ り 、 す べ て の 中 国 人 家 庭 に 当 て は ま る わ け で

は な い 。 し か し 、 過 去 の 来 日 中 国 人 家 庭 と の 比 較

で は 、 移 住 プ ロ セ ス や ネ ッ ト ワ ー ク の 影 響 が 異 な

る こ と が 明 ら か に な っ た 。 以 前 の チ ェ ー ン ・ マ イ

グ レ ー シ ョ ン や 結 婚 移 民 の 形 態 に 対 し 、 家 族 同 伴

移 住 が 増 加 し て お り 、 移 住 に お け る 同 郷 ネ ッ ト ワ

ー ク の 影 響 が 相 対 的 に 低 下 し て い る こ と が 注 目 さ

れ る 。  

ま た 、 大 阪 市 西 区 へ の 居 住 に 関 し て は 、 多 く の

家 庭 で は 、 子 ど も の 学 校 の 評 価 や 通 学 の 利 便 性 が

住 宅 選 択 に お け る 重 要 な 要 素 と な っ て い た 。 ま

た 、 住 環 境 の 良 さ や 交 通 の 利 便 性 な ど も 選 択 要 因

と し て 挙 げ ら れ て い る 。 こ れ ら の 傾 向 は 、 西 区 に

移 住 し た 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 は 、 比 較 的 高 い

経 済 的 地 位 を 持 っ て い る た め 、 個 別 の ニ ー ズ に 合

っ た 住 居 を 選 び 、「 偶 然 」 的 に 西 区 に 集 住 し て い る

と 考 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 西 区 の 特 性 と こ れ ら

の 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の ニ ー ズ が 一 定 程 度 一

致 し て い る こ と が 考 え ら れ る 。  

さ ら に 、「 経 営 ・ 管 理 」 ビ ザ を 取 得 す る 家 庭 の 特

徴 と し て 、 一 定 の 資 産 を 有 す る 中 産 階 級 や 富 裕 層

が 多 い こ と が 確 認 さ れ た 。 そ の 中 で 、 収 入 や 階 層

に は 差 が あ る も の の 、 極 端 に 貧 困 な 階 層 は 見 ら れ

な い 。 こ の 点 に つ い て は 、 西 区 の 特 性 に よ る も の

か 、 そ れ と も 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 全 体 の 共 通

特 性 で あ る か を 引 き 続 き 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

2  今 後 の 課 題  

以 上 を 踏 ま え 、 特 に 子 ど も 連 れ の 中 国 人 ニ ュ ー

カ マ ー 家 族 の 移 住 プ ロ セ ス ・ 移 住 動 機 と 来 日 後 の
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生 活 実 態 に 関 し て 、 今 後 取 り 組 む べ き 課 題 を い く

つ か 述 べ た い 。  

ま ず 、 本 研 究 で は 、 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の

特 徴 や 移 住 理 由 を 明 ら か に す る こ と で 、 外 国 人 家

庭 の 移 住 支 援 策 や 地 域 社 会 と の 統 合 政 策 に 対 し て

重 要 な 示 唆 を 提 供 す る も の で あ る 。 し か し な が

ら 、 本 研 究 は 一 地 域 の 事 例 に 焦 点 を 当 て て い る た

め 、 他 地 域 と の 比 較 研 究 や 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家

族 全 体 の 動 態 を 把 握 す る た め の さ ら な る 調 査 が 求

め ら れ る 。  

一 方 で 、 本 研 究 の 対 象 で あ る 子 ど も 連 れ の 中 国

人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 来 日 理 由 に 関 し て 、「 教 育 」

が 彼 ら の 移 住 を 大 き く 動 機 づ け る 要 因 で あ る こ と

が 明 ら か に な っ た 。 こ れ ら の 家 庭 は 、 日 本 に 移 住

す る 前 に 長 期 滞 在 の 経 験 を 持 つ こ と が 少 な い た

め 、 実 際 の 日 本 の 社 会 や 教 育 シ ス テ ム に 関 す る 理

解 が 表 面 的 で あ り 、 日 本 の 教 育 へ の 高 い 期 待 を 抱

き な が ら も 、 実 際 の 教 育 環 境 と の 間 に ギ ャ ッ プ が

生 じ て お り 、 こ の ギ ャ ッ プ が 教 育 戦 略 や 子 ど も へ

の 期 待 に 関 す る 課 題 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ る と

考 え て い る 。  

ま た 、 本 研 究 の 中 国 人 ニ ュ ー カ マ ー 家 族 の 移 住

プ ロ セ ス は 、 従 来 の 「 同 郷 的 ネ ッ ト ワ ー ク 」 や

「 パ ー ソ ナ ル ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 利 用 す る 流 れ と は

異 な る こ と が 明 ら か に な っ た 。「 知 ら な い 人 」 に よ

る ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し て 日 本 に 移 住 す る プ ロ セ

ス で は 、 仲 介 業 者 の 活 用 や イ ン タ ー ネ ッ ト で の 情

報 収 集 、 手 続 き な ど も 個 人 の 努 力 （ い わ ゆ る D I Y

方 式 ） に よ る 来 日 が 見 ら れ る 。 本 研 究 で は こ れ ら

の 具 体 的 な 移 住 プ ロ セ ス を 詳 細 に 扱 う こ と は で き

な か っ た が 、 こ れ ら の プ ロ セ ス を 明 ら か に す る こ

と は 、 今 後 の 来 日 外 国 人 移 民 研 究 に お い て 重 要 な



 

99 

知 見 を 提 供 す る 可 能 性 が あ る 。 特 に 、 ど の よ う な

情 報 源 や 支 援 機 構 が 移 住 プ ロ セ ス を 支 え 、 移 住 者

の 定 住 に 影 響 を 与 え る か を 検 討 す る こ と が 、 次 な

る 研 究 課 題 と し て 期 待 さ れ る 。  

さ ら に 、 異 な る 社 会 環 境 で 成 長 す る 子 ど も た ち

は 、 親 と の 間 で ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 衝 突 や 教 育 方

針 を め ぐ る 意 見 の 相 違 を 経 験 す る こ と が あ り 、 こ

れ が 家 庭 内 で の 大 き な 課 題 と な り 得 る 。 こ の よ う

な 背 景 を 踏 ま え 、 こ れ ら の 家 庭 に お け る 子 ど も の

成 長 や 生 活 に つ い て 継 続 的 に 観 察 す る 必 要 性 が あ

る 。 特 に 、 子 ど も た ち が 学 校 生 活 に お い て 社 会 的

統 合 を 達 成 す る プ ロ セ ス や 、 親 と の 世 代 間 交 流 が

ど の よ う に 展 開 さ れ る か を 明 ら か に す る こ と は 、

今 後 の 研 究 に お け る 重 要 な テ ー マ で あ る と 考 え ら

れ る 。  

こ れ ら の 課 題 に 取 り 組 む こ と で 、 中 国 人 ニ ュ ー

カ マ ー 家 族 の 移 住 プ ロ セ ス に お け る 新 た な 動 向 を

解 明 し 、 移 民 研 究 に お け る 理 論 的 ・ 実 証 的 な 発 展

が 期 待 さ れ る 。
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付録 

付録 1：「中国籍・中国ルーツ児童生徒の保護者に対する生活実態調査」調

査票 

 

Q1 お子さまとの続柄  

父 

母 

祖父  

祖母  

兄弟姉妹  

親戚  

その他： 

Q2_1 いつ頃来日されましたか。（年と月だけを選べれば大丈夫で、日の選択は「一

日」を選んでください）  

→日付を記入 

Q2_2 Q2_1 で記入した時間以前、日本に来たことがありますか。  

あり、短期旅行に来た 

あり、長期生活に来た（留学、仕事など） 

ない 

その他 

Q3 あなたは何年に生まれましたか。  

→生年を選ぶ 

Q4 あなたの性別を教えてください。  

男性  

女性  

その他 

Q5 あなたの在留資格を教えてください。  

高度専門職 

経営・管理 

法律・会計業務 

技術・人文知識・国際業務 

企業内転勤 

留学 

技能実習 

家族滞在 

永住者・特別永住者 

その他： 

Q6 あなたの国籍を教えてください。  
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中国（含港澳台） 日本 その他： 

Q6_1 あなたの中国の出身地を教えてください。（省）  

北京市 

天津市 

河北省 

山西省 

内蒙古自治区 

遼寧省 

吉林省 

黒竜江省 

上海市 

江蘇省 

浙江省 

安徽省 

福建省 

江西省 

山東省 

河南省 

湖北省 

湖南省 

広東省 

広西壮族自治区 

海南省 

重慶市 

四川省 

貴州省 

雲南省 

西藏自治区 

陝西省 

甘粛省 

青海省 

寧夏回族自治区 

新疆維吾爾自治区 

香港特別行政区 

澳門特別行政区 

台湾省 

Q6_2 あなたの中国の出身地を教えてください。（都市のレベル）  

省都 

第一線都市（省都ではない） 

第二線都市 

第三線都市 

第四線都市あるいはその以下 

Q7_1 あなたが持っている日本語に関する資格は以下（複数可）  

日本語能力試験（JLPT） N1 

日本語能力試験（JLPT） N2 

日本語能力試験（JLPT） N3 

日本語能力試験（JLPT） N4 

日本語能力試験（JLPT） N5 

BJT ビジネス日本語能力テスト（BJT） J1+ 

BJT ビジネス日本語能力テスト（BJT） J1 

BJT ビジネス日本語能力テスト（BJT） J2 

実用日本語検定（J.TEST） A-C レベル 

実用日本語検定（J.TEST） D-E レベル 

実用日本語検定（J.TEST） F-G レベル 

持っていない 
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その他 

Q7_2 あなたの日本語レベルはどのくらいですか？  

ほぼ完全にできる  

わりとできる（専門用語などできない）  

まあまあできる（日常会話ができる）  

あまりできない（挨拶しかできない）  

まったくできない 

Q8 あなたは、日本語を勉強することに対して、どう思いますか？  

有料の日本語教室に通うつもり 

無料の日本語教室に通うつもり 

家に自学する 

日本語を勉強するつもりがない（日本語で仕事・生活するのが難しい） 

日本語を勉強するつもりがない（日本語で仕事・生活するのに問題がない） 

その他 

Q9 あなたは結婚していますか。次のうち、あてはまるものを一つだけ選択してくださ

い。  

未婚   

既婚(事実婚を含む)   

死別   

離別 

Q9 で「2.既婚(事実婚を含む)」を回答した方にお伺いします。  

Q10 配偶者(パートナー)の方は何年に生まれましたか。  

→生年を選ぶ 

Q11 配偶者(パートナー)の方の性別を教えてください。  ※答えたくない、答えにくい

場合は、「その他」を選択してください。   

男性  

女性  

その他 

Q12 配偶者(パートナー)の方の在留資格を教えてください。  

高度専門職 

経営・管理 

法律・会計業務 

技術・人文知識・国際業務 

企業内転勤 

留学 

技能実習 

家族滞在 

永住者・特別永住者 

その他： 
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わからない 

Q13 配偶者(パートナー)の方の日本語のレベルは、どのくらいですか？（わかる範囲で

お答えください）  

ほぼ完全にできる  

わりとできる（専門用語などできない）  

まあまあできる（日常会話ができる）  

あまりできない（挨拶しかできない）  

まったくできない 

Q14 配偶者(パートナー)の方の国籍を教えてください。  

中国（含港澳台）  日本  その他： 

Q14_1 配偶者(パートナー)の方の中国の出身地を教えてください。（省）  

北京市 

天津市 

河北省 

山西省 

内蒙古自治区 

遼寧省 

吉林省 

黒竜江省 

上海市 

江蘇省 

浙江省 

安徽省 

福建省 

江西省 

山東省 

河南省 

湖北省 

湖南省 

広東省 

広西壮族自治区 

海南省 

重慶市 

四川省 

貴州省 

雲南省 

西藏自治区 

陝西省 

甘粛省 

青海省 

寧夏回族自治区 

新疆維吾爾自治区 

香港特別行政区 

澳門特別行政区 

台湾省 

Q14_2 配偶者(パートナー)の方の中国の出身地を教えてください。（都市のレベル） 

省都 

第一線都市（省都ではない） 

第二線都市 

第三線都市 

第四線都市あるいはその以下 

Q15 お子さまは何人いらっしゃいますか。すでに独立している方も含めてお答えくださ

い。   

1 人 2 人 3 人 4 人あるいは 4 人以上 
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注:「4 人あるいは 4 人以上」という選択肢を選んだ人は、以下の質問項目を入力する。 

4 人以上のお子さまがいる場合、人数を選択してください。 

以下の質問項目は、小中学校に通っているお子さまについてのみご記入ください。 

5 人 6 人 7 人 8 人 9 人 

 

Q16 お子さまはいつ頃来日しましたか？  

→日付を記入 

Q17 お子さまが通っている学校はどちらですか。 

西船場小学校  

日吉小学校  

九条南小学校  

九条東小学校  

九条北小学校  

本田小学校  

堀江小学校  

明治小学校  

西中学校  

花乃井中学校  

堀江中学校   

その他 

Q18 お子さまの性別を教えてください。  

男性  女性  その他 

Q19 お子さまの生年を教えてください。  

→生年を選ぶ 

Q20_1 お子さまはどこで生まれましたか？  

中国（含港澳台） 日本 その他： 

Q20_2 お子さまの国籍を教えてください。  

中国（含港澳台） 日本 その他： 

Q21 日本に生活しているお子さまが、日本に来る前に生活していたところを教えてくだ

さい。  

父親の出身地と一緒  

母親の出身地と一緒  

その他： 

Q22 家でお子さまと話すとき主に使用している言語を教えてください。  

中国語―通用語  

中国語―地方弁  

日本語  

英語  

その他： 
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Q23 お子さまの日本語のレベルは、どのくらいですか？（わかる範囲でお答えくださ

い）  

ほぼ完全にできる  

わりとできる（専門用語などできない）  

まあまあできる（日常会話ができる）  

あまりできない（挨拶しかできない）  

まったくできない 

Q24_1 学校の活動や部活以外で、お子さまは塾に通っていますか？もし通っている場

合、どのような塾に通っていますか？（複数選択可）  

通っていなく、将来も通っていくつもりがない 

通っていないが、将来通っていくつもり 

中国語の塾（中国語の書く・読むなど）に通っている 

学校に習った科目の塾（国語・算数など）に通っている 

英語の塾に通っている 

興味に関する塾（スポーツ・プログラミング・ピアノなど）に通っている 

Q24_2 お子さまの放課後から 19 時までの時間帯の主な過ごし方を教えてください。 

家で遊ぶ（スマホ以外） 

スマホをいじる 

公園で遊ぶ 

家で勉強する 

塾に通う（オンライン・対面） 

その他： 

注：子ども数が 2 人～4 人の場合、Q16、Q17、Q18、Q19、Q20、Q23、Q24_1、Q24_2

は子どもの数により重複して、それぞれの子どもの状況を聞く。ここでは省略する。 

 

Q25 あなたが来日した理由を教えてください。  

家庭関係（日本にいた家族の誘い） 

家庭関係（日本にいた友人の誘い） 

家庭関係（日本人と結婚したから） 

仕事関係（転勤） 

仕事関係（日本で起業したから） 

教育関係（お子さまのため、日本でより育てられるから） 

教育関係（本人が日本に進学するため） 

個人関係（母国で生活するのが苦しいから）  

その他： 

Q26 お子さまも一緒に来日した理由を教えてください。  

あなたあるいは配偶者は仕事などの理由で日本に来る必要があり、お子さまの成長を

見逃したくないから 

日本の教育環境が母国より優れるため 
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その他： 

Q27_1 ご家族（ご本人、配偶者、お子さま、ご本人と配偶者の両親）は何人います

か？  

1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人 7 人 8 人 9 人 9 人以上 

Q27_2 ご家族のうち、中国に住んでいる家族（ご本人、配偶者、お子さま、ご本人と

配偶者の両親）の数  

0 人 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人 7 人 8 人 9 人 9 人以上 

Q27_3 ご家族のうち、日本に住んでいる家族（ご本人、配偶者、お子さま、ご本人と

配偶者の両親）の数  

0 人 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人 7 人 8 人 9 人 9 人以上 

Q28 あなたのお住まいの居住形態は、どれにあたりますか。  

持家（一戸建て） 

持家（長屋建て） 

持家（分譲マンション） 

民間借家（一戸建て） 

民間借家（長屋建て） 

民間賃貸アパート 

民間賃貸マンション 

公団賃貸アパート・住宅 

公営賃貸アパート・住宅 

社宅・寮・官舎・公舎 

下宿・間借り 

その他 

Q29 居住先に大阪市西区を選んだ理由をおしえてください。  

家族・友達がこの地域で生活しているから  

通勤に便利だから  

この地域の環境や雰囲気が好きだから       

子育てする環境として良い地域だから  

この地域で生活するコストが低いから 

特になく、偶然にこの地域に賃貸借契約をしたから 

その他： 

Q30 西区に住んだ満足度を教えてください。  

とても満足 5 4 3 2 1 とても不満 

Q31 あなたは、これからも現在お住まいの地域に住みたいと思いますか？  

ずっと住みたい 

当分のあいだは住みたい 

できれば他の地域に引っ越したい 

すぐにでも他の地域に引っ越したい 

その他： 
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Q32 日本に来た後、学校以外の子育て・育児に関するイベントに参加したことがありま

すか？（プレーパークなど）  

あり なし 

Q33 現在よく利用している情報収集のメディアや情報媒体は何ですか？（複数可） 

Wechat 

中国の SNS（Weibo、中国 tiktok、Red など） 

Line 

日本の SNS（Instagram、Facebook、TikTok など） 

SNS あまり使わず、知人によって紹介される 

西区の広報紙・SNS（Instagram、Facebook、LINE） 

その他： 

Q34 来日してから現在まで、困った・困っていることがありますか？  

あり なし 

Q34_1 来日してから現在まで、あなたが一番困っていることを教えてください。  

言語 

人間関係 

仕事 

お子さま 

お金 

その他： 

Q34_2 来日してから現在まで、あなたが困っているとき、誰に相談しましたか？（複

数選択可）  

友人・知り合い（日本人） 

友人・知り合い（同じ国籍・ルーツの人） 

友人・知り合い（日本以外の他の国籍の人） 

家族（お子さまやパートナーなど） 

会社・学校 

役所の電話や窓口 

大使館・領事館 

自分で解決する 

その他 

Q34_3 今後、区役所や学校からどのような支援を望みますか？  

→自由記述 

Q35 今後のご予定をお教えください。 日本で生活・仕事をし続けたい（すでに永住権

を持っている） 

日本で生活・仕事をし続けたい（永住権を獲得しなくてもいい） 

日本に生活・仕事をし続けたい（永住者のビザを獲得したい）  

中国に戻るつもり  

まだわからない  
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その他 ：  

Q36_1 以下のうち、あなたが最後に通った（または現在通学中の）学校はどれです

か。  

小学校あるいはその以下 

中学校（未卒業も含む） 

高等学校（未卒業も含む） 

専門学校（専修学校）・短期大学・高等専門学校  

大学 

大学院－修士 

大学院－博士 

Q36_2 以下のうち、配偶者(パートナー)の方が最後に通った（または現在通学中の）

学校はどれですか。  

小学校あるいはその以下 

中学校（未卒業も含む） 

高等学校（未卒業も含む） 

専門学校（専修学校）・短期大学・高等専門学校  

大学 

大学院－修士 

大学院－博士 

わからない・該当者がいない 

Q37 あなたの世帯の主な収入源を教えてください。（複数選択可）  

給料 

投資 

起業 

賃金 

その他 

Q38 現在、あなたは仕事をしていますか？  

はい いいえ 

Q38_1 どのような理由で現在お仕事についていないのですか。  

探したが見つからなかった  

希望する仕事がありそうにない  

知識・能力に自信がない  

出産・育児のため  

介護・介助・看護のため  

病気・けがのため  

急いで仕事を探す必要がない  

その他 

Q39_1 現在働いている会社はどのような会社でしょうか。 日本の企業 

中国の企業（日本の支社で働いている） 
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華人華僑が日本で作った企業（中国に本社がない） 

外資系企業（中国と日本のほかに） 

その他 

Q39_2 【以下の問は、これまで働いたことのある方(または現在働いている方) にお

たずねします。】  あなたの働き方について、それぞれあてはまるものを一つだけ選択

してください。  [現在の仕事（最後についた仕事）]  

会社の株主・経営者、職員（自営業主をのぞく）  

長期（5 年以上）契約がある会社員 

短期（5 年あるいは 5 年以下）契約がある会社員 

パート・アルバイト 

雇い人がいる自営業者  

雇い人がいない自営業者・自由業者  

自営業の家族従事者（手伝う） 

教授・研究員（いらない） 

その他 

Q39_3 あなたのお仕事の内容について、それぞれあてはまるものを一つだけ選択して

ください。    

１．専門職・技術職(医師、看護師、弁護士、教師、デザイナーなど) 

２．管理職(課長相当以上の管理職、議員、経営者など) 

３．事務職(一般事務、経理、内勤の営業、医療事務員など) 

４．販売職(小売・卸売店主、店員、不動産売買、外勤のセールスなど) 

５．サービス職(理・美容師、料理人、ウェイトレス、ヘルパーなど)  

６．農林漁業(農業、林業、漁業など) 

７．生産現場職(製品製造・組立、自動車整備、農水産物加工など) 

８．建設・採掘(建設作業員、大工、電気工事、土木作業員など) 

９．運搬・清掃・包装(配達・運転員、ハウスクリーニング、包装作業など) 

10．保安職(警察官、消防官、自衛官、警備員など)  

Q40 現在、配偶者(パートナー)の方は仕事をしていますか？  

はい いいえ 「既婚」ではない 

Q40_1 配偶者(パートナー)の方の働き方について、それぞれあてはまるものを一つだ

け選択してください。  

会社の株主・経営者、職員（自営業主をのぞく）  

長期（5 年以上）契約がある会社員 

短期（5 年あるいは 5 年以下）契約がある会社員 

パート・アルバイト 

雇い人がいる自営業者  

雇い人がいない自営業者・自由業者  

自営業の家族従事者（手伝う） 

教授・研究員・講師（いらない） 
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知らない 

その他 

Q40_2 配偶者(パートナー)の方のお仕事の内容について、それぞれあてはまるものを

一つだけ選択してください。  

１．専門職・技術職(医師、看護師、弁護士、教師、デザイナーなど) 

２．管理職(課長相当以上の管理職、議員、経営者など) 

３．事務職(一般事務、経理、内勤の営業、医療事務員など) 

４．販売職(小売・卸売店主、店員、不動産売買、外勤のセールスなど) 

５．サービス職(理・美容師、料理人、ウェイトレス、ヘルパーなど)  

６．農林漁業(農業、林業、漁業など) 

７．生産現場職(製品製造・組立、自動車整備、農水産物加工など) 

８．建設・採掘(建設作業員、大工、電気工事、土木作業員など) 

９．運搬・清掃・包装(配達・運転員、ハウスクリーニング、包装作業など) 

10．保安職(警察官、消防官、自衛官、警備員など)  

知らない 

Q41 現在（2023~2024 年間）、家庭（ご本人と配偶者のお二人の合計）の 1 か月あたり

の平均的な収入（税込み）を教えてください。  

～10 万円  

10～20 万円  

20～30 万円  

30～40 万円  

40～50 万円  

50～60 万円  

60～70 万円  

70～80 万円  

80 万円以上  

わからない 

答えたくない 

Q42 ご家族で所有している資産は、時価でどのくらいになりますか？（金融資産・不動

産・企業資産など）   

300 万未満  

300～600 万円  

600～1200 万円  

1200～1800 万円  

1800～2400 万円  

2400～3000 万円  

3000～4000 万円  

4000～5000 万円  

5000～6000 万円 
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6000～7000 万円  

7000 万～1 億円  

1 億円以上 

わからない 

答えたくない 

Q43 9～10 月の間に、中国語でインタビューの実施がありますが、ご協力をいただけま

すか？ 

・形式：オンラインあるいは対面（ご都合により） 

・実施時間：30～40 分間 

・内容：本アンケートをもとに、お子さまの学校での様子や教育状況、保護者と学校と

のコミュニケーションなどをより詳しく把握する。もしお子さまが支援対象である場合

は、お子さまの学校での様子を伝えることができる。また、保護者の方から学校へ要望

を出す場合、ご意見を整理した上で学校へ伝える。 

面談の内容は、ご本人の希望により秘密保持または公開される。  

はい →wechat ID あるいはメールアドレスをご記入ください 

いいえ 
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付録 2：インタビュー調査の質問項目 

 

1. 基本情報（お名前、年齢、職業、学歴） 

2. 日本語（日本語レベル、日本語の学習計画） 

3. 来日相関 

a) 来日時間はいつですか？ 

b) 来日のきっかけ・理由は何でしょうか？ 

c) どうして大阪市西区に住んでいますか？ 

4. 来日以前 

a) 日本に移住する前に、日本に来たことがありますか？ 

b) 日本に来る前に、どこに生活していましたか？（出身地） 

c) 日本に来る前に、仕事は何でしょうか？ 

5. 来日以降 

a) 日本に来た後、生活満足度は以前と比べて、高くなったかどうか 

b) 会った一番大きな課題はなんでしょうか？（言語、生活習慣、生活環境、人間

関係など） 

c) どのくらいの頻度で帰国しますか？ 

d) 母国にいる家族は何人いますか？一緒に日本に来た家族は何人いますか？ 

e) 人間関係 

i. 日常生活の中で、困っていることがあれば、誰と話し合いますか？ 

ii. 家族のほかには、どのくらいの友達がいますか？ 

iii. 出かける時、家族一緒、と、友達と一緒の割合はどのくらいでしょうか？ 

6. 将来の計画 

a) 将来の計画は何でしょうか？帰国か、ずっと日本居住するか、他の国に移民す

るか。 

b) 子どもの将来にどのような期待がありますか？中国に戻り進学・仕事をするか、

日本に進学するか、子どもの考えにより決まるか。 

7. 子ども関連 

a) 子どもの状況 

i. 来日時間 

ii. 年齢、学校 

iii. 日本語能力と日本語の学習状況 

1. 現在日本語指導を受けていますか？ 

2. もし日本語指導を受け終わったら、また他の日本語指導を受けます

か？ 

iv. 中国語能力 

1. 現在子どもは学校以外の時間で、どんな言葉を使っていますか？ 

2. 子どもは中国語の能力はどのくらいと思われますか？ 

3. もし低学年で来日すれば、中国語の勉強（書く、読む）もしますか？ 
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b) 学校相関 

i. 学校からの連絡、保護者の協力が必要な宿題など、どのくらいわかります

か？ 

ii. 子どもが学校にいる状況はわかりますか？担任先生と話し合う頻度はど

のくらいですか？ 

iii. 子育ての中で、一番困っていることはなんでしょうか？ 

eg.子どもが勉強嫌い、学校との連絡、PTA の参加 

iv. 学校からどのような支援が欲しいですか？ 

c) 教育相関 

i. 子どもの将来に対して、どのような期待がありますか？成績、将来の職業

など 

ii. 現在子どもが放課後、何をしますか？ 

iii. 休み・休暇時間（夏冬休み・GW など）、子どもはどのように過ごしたの

か？（家族旅行？家にいる？） 

iv. 子どもは自分の携帯電話がありますか？ 

d) その他 

i. 今年の夏休みは帰国しましたか？子どもはどのくらいの頻度で帰国する

んですか？ 

8. 西区相関 

a) 現在住んでいる地域・環境はどう思いますか？引っ越しを思いますか？ 

b) 区役所からの発信はどのくらい受けましたか？施策、イベントなどの情報 

c) 区内のイベントを参加したことがありますか？どのようなイベントですか？ 

9. 情報収集相関 

a) 日本には色々な子育て、支援の制度がありますが、使ったことがありますか？

聞いたことがありますか？ 

b) 現在よく使っている情報収集の手段は何でしょうか？INS やXなど使っていま

すか？ 

 

 


